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「さあ……おはようの時間だ、巧や！」ダン 
テの声に、ネ□は目覚めた。フオルトウナの 
上空に修立する、"神"の体内で一-。つい 
にその野望を露わにした魔剣教団、そして教 
皇サンクトウス。巨大な人型兵器、"神"を 
起動する鍵としてその体内に囚われたネ□と 
キリエを救い出すべく、デビル八ンター•ダ 
ンテは、悪魔を欄散らしなが5疾駆する！ 
全世界を魅了した大人気ダーム、シリーズ最 
新作の完全ノベライズ、第2巻登場！ 


♦森橋ビンゴ 

2002年から4年間、株式会社カプコンに在 
籍、「デビルメイクライ」シ U —ズの開発に 
関わるかたわら、ル説執筆活動を行ラ。現在 
はカプコンを退社し、フ U - ランス。 

東京移住から3か月、いまだに部屋にテレビ 
を冷蔵庫を洗濯機をない。でち慣れた。人間 
つて大概の事はどうにかなるんだなと思う。 
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^ デビルハンタ ー を生業とする人間の 
，女性。グンテとの出逢いは敵とし 
て、だったがのちに和解。現在は商， 
売をともにする仲間である。厄かごと 
可\ をよくダンテの所に持ち込んでくる。， 
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5 デビルメイクライ 4 


一人の女が、その小柄な体驅には不似合いの巨大な銃器を携え、とある璋頭に立ち尽くして 
ぃた。 

彼女がそこを訪れたのは、彼女の狙う獲物がその場所を根城にしているという情報を事前に 
得ていたためだった。 

しかし、いざ足を運んでみるとそこには悪魔の気配などからきしない。 

「ガセネタ插まされた、って事 . ？」 

咳きながら、彼女は短いながらも離やかな黒髪を搔き上げる。そして小さく嘆息すると、弦 
月の浮かぶ中天を仰いだ。 

ともすれば、そこに狙うべき獲物がいるのではないかと考えたのだ。 

彼女が狙う獲物とは、鳥や獣ではない。ましてや人でもない。 





本来ならばこの世界にはいてはならぬ、しかし時折この世界に迷い込む里ハ形。 

人はそれを悪魔と呼ぶ。 

そして 彼女—— レディが 執勸に追い続けるのは、そうした悪魔と呼ばれる生物であった。 

上空に鳥一羽さえ飛んでいない事を確認したレディは、落胆しつつ息を吐き、後方に停めて 
ある バイクの方に 戻ろうと 振り返った。そして里愛に気付いた。 

何か、金属が擦れ合うょうな音が微かに耳に届いたのだ。 

そしてその 音は徐 々にレディの 方に近付いてきている。 どうやら 眼前にある曲がり角の向 こ 
う 側に音の主がいるら しいと だけは理解できた。 

レディは腰を僅かに落とし、携えていた巨大な銃器を構えた。大型の銃剣を備えたそのミサ 
イル ランチャー は、対悪魔用に彼女自身が設計した物だ。 

しかし それを構えてはみたものの、相手が何者なのか、それが分からない事には引鉄を 引く 
わけにもいかない。 

音の主が人間である可能性は限りなくゼロに近いとは言えた。彼女に近付くその音には人の 
気配が伴っていない。もっと無機質な、機械を思わせるょうな音だ。 

しかしもしその見当が外れて音を発しているのが人間であれば-警告もせずにミサイルに 

よる 射撃を敢行す る わけにもいかない。 

悪魔に対してはいくらでも無慈悲な殺戮者たりえるレディとて、分別のない殺人者にはなり 


たくはない。 

「 . 誰かそこにいるの？」 

音の聞こえてくる方角にレディがそう問うと、規則的な調子を保っていた音が一度そこで途 
切れた。だがすぐにまた再開し、彼女の方に近付いてくる。 

「あんたが人間なら……悪い事は言わないわ、そこで止まりなさい。そのまま近付いてきて私 
に姿を見せるなら、あんたが何者だろうとブッ放すわよ」 

その警告も空しく、音は止まる事なくもう間もなく曲がり角から姿を現すというところまで 
きている。 

レディは引鉄にかけた指を緊張させた。 

未だ姿の見えぬその相手に、言葉が通じていないのか、 それとも 通じていながらなお近付い 
てきているのか、その事を考えていた。 

ィ 相手は人ではない。 

ラ ぃくばく 

い もはやそれは長年の経験から断言できる。人間ならば彼女の放った警告に巧し、幾許かの混 
い乱や恐怖を感じる時間があるはずだ。 

が だが今近付いてくる相手にその様子はなかった。ほんの一瞬、静止し、そしてまた動き出し 
ただけだ。 

では相手は何者か。それが問題だった。 
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人ではない何か。 

仕義臟、レディは人ではない存在を幾度となく相手してきた。だがその彼女の経験からも、 
今まさに相巧しようとしているのが何者なのかをはっきりと断ずる事ができない。 

悪魔なのか。 

だとしても、彼女が追っている獲物とは違う。今 レディが 追っているのは翼を持った犬面の 
悪魔だ。歩くたびに金属質の¢1を立てるような事はないし、なんらかの事情でそうなっていた 
としても彼女の警告を受ければ逃走するだろう。非常に警戒ムの強い悪魔だと聞いている。 

「ナーヶー……決めたわ。相手が何だろうと吹っ飛ばす……」 

自分に言い聞かせるように咳き、レディは正面方向、今まさに音の主が姿を現そうとしてい 
る曲がり角を見据えた。 

カチャリ、カチャリという 金属音は、 どうやら 足音らしい。その足音が近付いてくるのを確 
認しながら、レディは私の中で カゥントを 開始していた。 

00、 2、1 . 〇 

カウントゼロと 同時にそれは姿を現した。 

「発射！」 

その姿の詳細を確認するよりも早く、彼女は引鉄を引いていた。 

発射口から勢い良く飛び出したミサイルが、対象目掛けて一気に加速を開始する。 


そのが象——音の主——の異様な姿にレディが気付いたのはミサイルがまさに着弾しようと 
する寸前の事だった。 

焉…：？」 

それは人のように見えた。まるで中世から現れたかのような、鐘を着込んだ騎壬のような姿 
だった。巨大な皆と、巨大な盾とを手にしている。 

騎±は己に向かってきたミサイルに対し、何ら動揺する素振りも見せず、半身を隠す程の巨 
大な盾を機械的に前に突き出した。 - ’ 

ミサイルが盾に衝突し、弾けた炸薬が巨大な爆炎を生み出す。 

濛 々と 上がる黒煙が晴れた後、レディは己が目を疑うよりなかった。 

鎖騎±は傷ひとつ負った様子もなく彼女の正面に立っていたからだ。 

確かに盾で防ぐような動きは取っていた。だが彼女のミサイルランチャ-ヵリ^ナ U ア 

ンは生半可な悪魔なら一撃で四散させてしまう威力を秘めている。 

レディは苦笑し、ヵリーナ U アンを担ぐと一眉を煉めた。 

「どっかの仮装パーティから迷い込んできた……ってわけじやなさそうね」 

レディの言葉に対し、騎±は何も言葉を発しない。 

レディは騎±の周囲を回るようにゆっくりと歩き出してみた。騎±は移動したレディを目で 

ひね 

追うように首と上体とを捻らせる。 
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「……蝶らないの？それとも噪れないの？私が何を言ってるか理解できてる？」 

そう問いながらも、レディはさして騎±からの返答がある事に期待してはいなかった。言葉 
を投げ掛けているのは、あくまで相手の能力を測るためだ。 

騎±はレディの姿を追うょうに体勢を変えている。それにょり、視覚、乃至それに近い能力 
を持った器官を有している事が分かる。そしてレディの言葉に対し、完全に無反応というわけ 
ではない。言葉こそ返さないが、レディが言葉を発する度、騎±はほんの僅かにではあるがそ 
の動きを硬直させる。聴覚もまた有しているという事だろう。 

そしてヵリーナ U アンのミサイルを受け止めるだけの強度を持った盾。断定はできないが、 
騎±のまとった錯もまた同等の素巧でできていると考えた方がいいだろう。 > 

騎±はが燃、レディを見つめるだけに留まっていた。敵意はないのかもしれない。普通に考 
えればレディの方から攻撃を仕掛けているが上、反撃のひとつもしてきそうなものだ。 

打ち倒すべき存在か否か、レディはその事を考える。 

騎±がこの世の物ではない事は明らかだ。ヵリーナ U アンの一撃を受けてなお平然としてい 
られるような生物はこの世界にはいない。 

だとすれば何か。 

悪魔なのか。 

しかし悪魔にしてはどこかおかしい。その事が、レディに次なる行動を取る事を危ぶませて 


ぃた。 

人間には害をなさぬ類の悪魔かもしれない。 

そんな思考がふと頭を過ぎり、レディは苦笑した。 

昔の自分なら、そんな事を思い付きもしなかっただろぅ。悪魔などは全て世界に仇なす存在 
と信じて疑わなかったあの頃なら。 

だがレディはその後、出会ってしまっていた。 

人の言葉を噪るだけでなく、軽口さえ叩き、ムを持った悪魔と。 

そこまで考えて、レディは舌打ちをずる。 

「やだやだ……下らない事考えちゃったわ」 ’ 

巧き、髪の毛を搔き上げると、レディは太股のホルスターに納めている折り畳み式のボウガ 
ンを引き抜き、それを展開させた。 

「ガラじゃないのよね、®むのって……- 

レディがボウガンに矢を番えている最中も、騎±は動かない。本当に敵意はないのかもしれ 
ない。だが騎壬は攻撃を受けてなおこの場に留まっている。弁解などもしない。言葉を解さな 
くとも身振り手振りでいくらでも意思は伝えられるはずだ。それさえしない。 

であれば、狩るべき存在と認識ずるのが妥当だ。相手が人ではないが上。 

矢を番え終わったレディは、ボウガンを騎±に向けて小さく微笑んだ。 
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「そぅいぅわけで、私に出会ったのが不運と思ってね！」 

飛び退りながら、レディはボゥガンの引鉄を引き絞った。 

それを察知した騎±が身構える 。一二 方向に拡散ずるよぅに射出した矢のぅち、一本は騎±の 
盾に脚まれたが、残りの二本は搬い通り、騎±のまとった鎖の関節部分に突き刺さった。 

じをま あた 

面による攻撃では巨大な盾が邪魔をして効果的なダメージを与えられない。そぅ考えての武 
器選択だった。 

だが騎±は、矢が突き刺さった事にさえ怯む様子がない。苦悶の声すら上げなかった。 
よぅやく レディを敵と認識したのか、騎±は腰を落とし、手にした槍を構える。 

とうとつ ごう 把ん 

その槍が、唐突にバイクのエンジン音を思わせるよぅな轟音を上げた。 

直後、騎±のまとっている鑑の一部が展開し、翼を思わせる形状に変化する。 

後方に臟齡いながら矢を番えていたレディは、 き 口い知れぬ危機感から、着地と同時に右手方 
向に転がっていた。 

そのレディの体を掠めるよぅに、槍を突き出した騎 i が突進してきていた。 

じゆうこう 

およそ重厚な錯を着ているとは思えぬよぅな速度。 

^り返りすれ II った騎±の姿を目で追ったレディは、その速度の理由を理解した。 

騎壬は宙を難っていた。展開した翼のよぅな部位から青白い炎のよぅなものが噴出している。 
「ジェット搭載？いいモノ持つてるじやない」 


レディは肩を谏める。空を飛ぶタイプの悪魔には何度も遭遇した事があるが、炎を噴き出し 
ながら飛ぶような悪魔を目にしたのはそれが初めてだった。 

{由に浮いたまま、騎±が再度槍を構える。槍はまた轟音を立てた。その槍からも、青白い炎 
が吐き出されている。 

随分人間臭い兵器だ、とレディは思った。 

俗に魔具と呼ばれるような魔力を有した兵器がを在ずる事もレディは知っていたが、騎±の 
持つ槍は、それら魔具とはどこか違うように思える。 

そんな事を考えるうちに、騎±の再びの突進が迫っていた。 

だが速度こそあるものの、極めて直線的で単純な動きだった。一度目にしている今となって 
は避けるのは容易い。 

騎±の突進を回避し、振り向きざまにボゥガンを撃ち込むと、今度は一一一本の矢全てボ錯の隙 
間に命中する。 

だがやはり騎±には応えた様子もない。深々と突き刺さった具合から見ても、矢の先端は確 
実に鎖に包まれた本体に傷を与えているはずだ。しかし、矢の突き刺さった箇所から血や体液 
が流れ出したりなどもしていない。 

「鐘自体が本体か……」 

レディは得ムしたように咳いた。 
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己の肉体を持つ悪魔は、人間界では実は希少な存在に他ならない。 

悪魔の歡む魔界と人間界とを繫ぐ道は、基本的に閉ざされている。その道が何らかの異変に 
より開かれてしまった結果、悪魔が人間界に現れるわけだが……肉体を持った悪魔が出入りで 
きるような巨がな道はそうそう開かれるものではない。故に、人間界にやってくる多くはガス 
のような実体を持たぬものが多い。そしてそういったガス状の悪魔は、人間界で活動ずるため 
に様々な物質を化代として肉体の代替品を生み出す。 

古びた人形 や 処刑道具のような、人の感情に触れてきた物質は特に依代として好まれ やすい。 

そういう 意味において、目の前の錯騎壬の存在にレディは驚きはしなかった。 

な前目にした事のある、砂を寄り集めて肉体を生み出していた悪魔の方が驚きがあった程だ。 

しかし腑に落ちない点もいくつかはある。 

特に鐘の強度だ。 

どこぞの博物錐に置かれていた中世の鑑に悪魔が取り憑いた、という現象自体はいかにもあ 
りそうな話だ。だが大した製鉄技術のない時代に生み出された鎖が、レディの数度の攻撃を受 
けてなお無事で いるとは 考えに くい。 

かとき口って、現代技術で生み出した錯に悪魔が宿るかと言えばそれは微妙な話だった。あり 
得ない、とは言い切れない。しかし可能性はおそらく低い。 

そして騎±が持つ盾に刻まれた紋章。 


その紋章に、どこか見覚えがあった。だが詳細がどうしても思い出せない。 

レディの醒刖では、騎ホが再度の突進の準備を開始していた。 

それを見て、レディはカリーナ u アンを手に取り、銃口の下に備えられた銃剣を地面に突き 
立てる。 

「ちよっ と 調べてみたい し ……そろそろ おとなしくしてもらう わ」 

そう レディが口にず るのと 同時に、騎壬の一二度目の突撃が敢行されていた。 

レディは慌てる事もなく、カリーナ U アンの二つ目の引鉄に指を掛けた。 

カリーナ U アンには一二つの引鉄が存在する。 

ひとつは前面の銃口から大型、、、サイルを発射するための引鉄。 

そしてもう ひとつは、 カリ ー ナ U アンの 銃身後部の ポッドから 無数の小型 ミサイルを 発射 さ 
せるための引鉄だ。 

〇至 out 0气 my Wight ! 

「消えなさい！」 

レディが引鉄に指を掛けると、ポッドから十六基の、、、サイルが一斉に上空へと舞い上がった。 
それに気付いた騎±が、一瞬ではあるが上空を気にするような素振りを見せる。 

「見てる、ってよりは熱を感知してる、ってとこみたいね . 」 

上昇したミサイルが弧を描きながらその進路を騎±の方に修正していくにつれ、騎±は突進 
を中止させ、上空に向けて盾を構えた。 
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「無理ょ。それじゃ防げない」 

レディはほくそ笑んだ。騎±の持つ盾がいかに巨大であろうと、空中で一度拡散し、それか 
ら収束して標的を狙う小型、、、サイル全弾を防ぎ切る事は不可能だ。 

想像通り、ミサイルのいくつかは盾に阻まれはしたものの、残り十発近くは騎±の無防備な 
箇所に命中し、爆ぜた。 

それでも騎±のまとう鎖心はさしたる傷はない。しかしレディにとって重要なのは、、、、サイ 
ルを受けた衝撃で騎±の体が大きく傾いだ事、ただそれだけだった。 

地面から銃剣を引き&いたレディは、 カリ ーナ U アンを騎±に向けて構えていた。 

そして指を掛けているのは残された一二つ目の引鉄。 

それは、巨大な銃剣を発射ずる装置を起動させるためのものだ。 

「こういう 強^なやり方は好きじゃないんだけどね、あいつみたいで！」 

啡びながらレディが引鉄を引き統ると同時に、ヮイヤーを伴った銃剣が一気に前方へと射出 
される。ボゥガンの矢も錯のもろい箇所には突き刺さった。鋭い銃剣の刃が鑑を通らぬ道理は 
ない。 

齡い linl えと共に、蔚壬の胸部に銃剣が深々と突き刺さった。 

よろめく 騎± をよ そに、 レディが 絞り続けていた引鉄を解放すると、銃剣後部から伸びてい 
るワイヤーが聯燕に巻き上げられていく。刃部分に幾つもの隆起を持つ銃剣は、錯に食い込み、 


離れない。そしてヮイヤーが巻き上げられる事で、騎壬の体が少しずつレディの方に引き寄せ 
られていく格好になっていた。 

体重の輕い悪魔なら、有無を言わさず強引に引き寄せてしまう事もできるのだが、騎±の重 
量の大きさに加えて、鎖の背部の推進装置が起動しているせいで、一時、綱引きのような均衡 
状態に陥った。 

レディは溜め息を吐き、 

「そんなに私の傍に来るのが嫌？」 

返答も期待せぬ問いを投げ掛けた後で、 

「じやあこつちから行くわ」 

そう告げて自ら踏ん張っていた足で地面を織り付けた。 

緊張していたヮイヤーが一気に巻き上げられ、レディの体は先程の騎±の突進さながらに滑 
るように歸壬に向かい飛んでいく。 

その勢いのままに騎±の傍に着地すると同時に、銃剣がガッチリとカリーナ U アンの銃身に 
組み込まれる音がした。 

それを確認す ると 同時に、レディは上方に跳躍す ると、 すぐさまカリ J ナ U アンの銃把に着 
地する。レディの体重を乗せた事により、鎖に突き刺さった銃剣は火花を上げながら騎±の錯 
を引き裂いていった。 
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体の中央から二つに裂かれた騎壬は、一度嗚咽にも似た声のようなものを漏らし、そのまま 
がっくりと膝を突いた。そのまま力なく倒れた騎±の鐘には、レディの予想通り、人はおろか 
悪魔と思しき生命体すら存在していない。ただ青白い人魂のようなものだけが厌かに輝き、そ 
してそれも霧のように消え去っただけだった。 

「 . さてと」 

曠 y レディは その場に跪くと、鐘の残骸を拾い上げようとした。この素が を 調べれば何か 
分かるかもしれない。そう考えての行動だった。 

だが破片に触れようとした瞬間、レディはその手を止めた。 

止めざるを得なかった、と言った方が正しい。 

周囲を取り囲まれている。その事に気付いたからだった。 

「……お仲間、ってわけね」 

立ち上がり、 レディは 周囲を振り返る。 レディを 取り囲んでいるのは、先程まで自分が 巧し 
ていた鐘騎±とぶ二つの騎±。しかも一体や二体ではない。 

戦うという 選択肢は、 もはやレディの 中になかった。 

この騎±達とは相性が悪ずぎる。 

レディの持つ武器の多くは一人でも多数の悪魔を相手にするためのものだ。それ故に、点で 
はなく面で攻撃する類の武器が大半を占めている。だがこの騎±達を相手にするには一点突破 
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の強大な攻撃力が必要になる。隙を作って銃剣を撃ち込み、そのまま鑑を切り裂くなどという 
やり方は、あくまでその場凌ぎの奇襲に過ぎない。何度も通用する手段ではないし、何より、 
複数を相手に して 安易に使える方法でもない。 

若い頃の自分なら-。 

レディは考える。 

こんな状況に置かれた時、むしろ強気になって相手に向かって行っただろう。母の仇を執勸 
に追い続けていたあの頃の、負ける事など想像もしなかった自分なら、これだけの多勢を相手 
にも果敢に立ち向かおうとしただろう。 

だが今の自分は違う。 

積み重ねた経験と知恵が あるからこそ、 自分の実力を過信しない。 この 騎±達を巧手にする 
には、今の武装では分が悪い。それを認めるだけの殊勝なんは持っている。 

騎±達はまだ間合いの外にいた。だがゆっくりとレディを追い詰めるように歩を進めてきて 
いる。その霸±のうちの一体が、まるでズダ袋でも引きずるようにして手にしていたモノに、 
レディは気付いていた。 

それは悪魔だった。 

レディが仕事として追いかけていた、翼を持った犬面の悪魔。その死骸だ。 

理由は分からぬが、騎±達はその悪魔を狩ったのだろう。人ではないこの騎±達は、やはり 
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悪魔と呼ぶべき存在ではないように思えた。そして相手が悪魔ではなく、また自分が狩るべき 
悪魔すら「先を越された」状態にあるが上、レディの取るべき行動はもはやひとつしかない。 

「悪いけど……これが上タダ働きはごめんだわ」 

そう言って、レディは上空にカリ I ナ U アンの銃 U を向けた。 

そのまま上空にミサイルを発射ずると、騎±達がそれに反応して一様に足を止める。 

その隙に、レディは続けざまに銃剣を自分のバイクの方角に向けて射出していた。 

銃剣をバイクの傍の地面に撃ち込み、ヮイヤーを巻き上げると レディの 身体は瞬時にバイク 
の傍に運ばれる。騎±達はレディの行動に気付きその進路を変えようとしていたが、レディが 
バイクに飛び乗り発進させる方が速かった。 

騎±達が飛行能力を持つ事は知っている夕自分のバイクならその速度にも負けないという 
自負があった。そのバイクもまた、悪魔に対抗するために様々な改造を施してある。 

事実、数分もせぬうちに、レディは騎±達の追手から逃れる事に成功していた。 

しかしそれがあまりに容易であった事が、逆にレディにとって気に食わない。 

あの騎±達の能力なら、 もう 少し執勸に レディを 追って来ても良いはずだった。しかしすぐ 
に請め てしまった かの ように 思える。 まるで 最初から レディに など興味がない とで も言わんば 
かりに。 

そしてあの騎±達が悪魔を狩っていたという事実。騎壬が持つ盾に刻まれた紋章。 


くさ 

キナ臭さを感じながら、レディはその場を後にしていた。 
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夢なのか、現実なのかも分からなかった。 

身体を動かそうとしてみても、俺には動かすべき身体がない。あるのはただ意識だけだ。そ 
してその意識もかなり曖昧で、ぼんやりとしている。 

ただ、それが不快かと言えばそうでもなかった。 

陽に照らされてまどろんでいるような穏やかな、心地良さがある。 

けれどその、心地良さに完全に身を任せてしまう事が、怖かった。 

このまま 意識を閉ざしてしまえば、二度と戻って来られないような気がした。 

理由は分からない。俺にはもはや自分が誰なのかという記憶さえないのに、自分を完全に失 
う事の恐怖だけは、はっきりと感じている。 

俺は、誰だ。 
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声を出す事すらかなわぬ身で、俺はそう自問する。 

何も思い出せない。 

ただ、何か大切な物を失ってしまった気がする。 

愛する人か。自分の一部か。それともその両方か。 

それを取り戻さなくてはならないという事だけ、どうにか思い出せた。 
けれど今の俺には、何もできないのだという事も。 

「-」 

叫ぼうとしても、声は出ない。けれど俺は叫ぼうとし続けた。 

誰かの名を。 

誰の名だろう。 

大切な誰かの名。 

愛する人。 

「-」 

俺は彼女を救わなくてはならない。 

何ょりも大切な彼女を。その無垢な笑みを。 

そう考え続ける事で、俺はどうにか意識を保っていた。 

そして待ち続けるしかなかった。 
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今の俺を、誰かがここから解放してくれる事を。 
情けないとは思いながらも。 




教団の建造した神は、ネロを取り込むと同時に轟音を上げながら上空へと飛び立っていった。 
トリッシュの内偵でもその詳細を掘む事ができなかった神の存在であったが、こうしてその 
姿を目の当たりにしてみれば、すぐに理解できる。 

巨大な人型兵器。 

ただそれだけの事だ。 

上昇していく神の姿を見上げながら、ダンテはかつて相対した魔帝の事を思い出していた。 

魔帝ムンドウス。 

強大過ぎる力を持つが故に、ムンドウスはこの世界に実体を伴って顕現する事ができなかっ 
た。そのムンドウスが化代として選んだのは神を象ったと思しき巨大な石像である。今ダンテ 
が目にしている神と、その時のムンドウスの姿とが、どこか重なって見えた。 

「どうも、あくどい連中ってのは考える事が似てるらしいな」 

そう咳くと、遥か上空の神の背に、巨大な翼状の器官が展開する。 
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それを見て、ダンテは思わず噴き出していた。 

「おい、見ろよ！羽が生えた！羽が！」 

隣にいるトリッシュにそう語りかけると、トリッシュはややうんざりした様子で溜め息を吐 
いてみせた。 

「……悪趣味なデザィンとしか言いようがないわ」 

元を辿ればムンドゥスに生み出され、部下として仕えていた彼女にとってさえ、神のデザィ 
ンはおよそ麗しいものとは思えぬものらしかった。 

神の行方を目で追ううち、ダンテの背後から微かな、くぐもった啤き声が耳に届く。 

視線を向けると、先程教皇の手によって深手を負ったクレドという男が、意識を取り戻して 
ぃた。 

ダンテは彼の元に歩み寄ると、飛翔する神の方を親指で示しながら問うた。 

「おい、あれはどこに向かってる？完成したとか何とかぬかしてたが……」 

龄えてクレドの身体の安否を気遣うような言葉は吐かなかった。どう労わったところで、彼 
がもう肋からぬ事をダンテは察していた。クレドもまた、敵対する己に同情は掛けられたくは 
あるまいとも思った。この男は誇り高い男だという事はけまいで分かる。 

クレドは胸の傷を押さえながら、震える身体で瓦礫を支えにして立ち上がると、ダンテと卜 
リッシュに視線を送り、荒い息のまま答えた。 
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「教固の目的は……理想郷の建設だ……選ばれし者だけが住まえる、神の楽園……。今の腐敗 
した世界を根本から変えるためには……そうせねばならないと……。そして、新たな世界の創 
造のためには、まず大いなる混濟をもつて、この世界を破壊せねばならない……」 

クレドの言葉を受けて、トリッシュは得、心したように、 

「だから闇魔刀が必要だつたのね……」 

と咳いた。 

闇魔刀。スパーダが魔界を封じるために用いた魔剣。人と魔を分かつ刃。そしてそれは、こ 
の地に存在する地獄門を解放ずるための鍵でもある。 

教団が閣魔刀を執勸に求めていたのは、即ち、閣魔刀によつて封印されている地獄門を開放 
するためだろう。その結果、無数の悪魔がこちら側に渡つてくる事になる。 

クレ ドのいう混淹とはそれだ。 

悪魔の蔓延る荒廃した世界。 

そしてそれを救う救世主の役目を、教团は演じようとしているのだろう。 

「お定まりのパターンだな」 

ダンテは肩を疎めた。 

かつて似たような事件に出くわした事がある。魔に魅入られた人間が生み出した巨大な塔。 
その塔は、魔界と人界を繫ぐトンネルのような役割を果たしていた。あの時もまた、悪魔の力 
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を欲し、神にならんとした男が封巧を解いてしまったのだ。 

だが麻諮は人の生み出した装置だ。封巧が解かれても大惨事に至る事はなかったし、魔界と 
の道が開かれていたのも僅かな時の間に過ぎなかった。 

その経験があるからこそ、ダンテは特に教団の目的を聞いたところで動じる事もない。ただ、 
純粋な欲望よりも、救済や救世といった建前に包まれている分、教団のやろうとしている事の 
方がタチが悪いように思った。それだけの事だった。 

クレドはそんなダンテを見て、何故か小さく微笑んだ。 

「神の力は強大だ……しかし、もし、あの神を止められる存在がいるとしたら……それは貴方 
なのだろうな……魔剣±スパ J ダの息子、ダンテ……」 

それはあまりに不器用な挑発だった。苦笑したトリッシュは、やれやれといった様子でダン 
テに視線を送る。 

「期待されてるみたいよ」 

「……らしいな」 

人に何かを命じられる事を、ダンテは好まない。それとなく仕向けられる事も同じだ。自分 
でやろうと思っていた事でも、人に命じられればやる気を削がれてしまった、という経験も一 
度や二度ではなかった。 

だがそんなダンテでも、クレドのその言葉を否定する気にはならなかった。 
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おそらくは誇り高いであろうこの男が、死に瀬している際に、必死でダンテの事を煽ろうと 
している。ダンテはその健気さを、どこか尊く感じた。 

その行動は、あまりに人間らしずぎた。 

この男は、悪魔の力を手にしながらも、人の必を失っていない。その事実だけで、ダンテは 
クレドの言葉を素直に受け止める事ができた。 

何度も咳き込み血を吐くクレドを、ダンテは見つめていた。もはや立っている事すら澈うい 
状態だった。だがそれでも、ダンテはクレドに手を貸さなかった。クレドもまた、それを請う 
ような素振りすら見せなかった。 

「こんな事を言えた義理ではないのは、理解している……しかし、それでも、頼む……キリエ 
と、ネロを……救ってやって欲しい……もはや私には、それは——」 

言い切らぬうちに、クレドは不意にダンテの方に倒れ込んでくる。既に事切れたのだと知っ 
たダンテは、そっとクレドの身体を支えた。 

クレドのじ骸が、灰かな白い光に包まれ、縷い泡のように消えていく。 

それはまるで天使の最期を思わせるような死に様だった。 

'悪魔の力を手にした者夕皆そのような死に方を迎えられるわけではない。奇^のような齡 
然の産物か、それともクレド自身が望んだが故の結末なのか、ダンテには分からなかった。 

腕に預かっていたクレドの体重が完全に消え失せた事を確認して、ダンテは小さく觀め息を 
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吐いた。 

「遺言じゃ、なおさら聞いてやらないわけにはいかねュな……」 

そう咳いて、ダンテはトリッシュと視線を合わせる。トリッシュもまた、同じ気持ちである 
ようだった。元はと言えば、退屈凌ぎで始めたような仕事だった。それ故に、ダンテにもトリ 
ッシュにも、どこかこの仕事に対して侮りのようなものが生まれていたのは事実だ。 

悪魔は憎い。それを利用しようとする人間もまた憎むべき存在だ。 

しかしそれにん底腹を立てる程には、もうダンテは若くなかった。あまりに多くの敵を相手 
にし過ぎた故だった。 

クレドの死に様は、そんなダンテのムを打った。ダンテは、教団が強い憎しみの私をもって 
狩るべき相手である事を、再認識させられていた。 

「少し、やる気が出てきた」 

ダンテは小さく微笑み、指を鳴らす。 

ダンテの様子を見て自身もまた微笑を浮かべたトリッシュは、 

「じゃあ、私は住民の避難をさせるわ」 

そう言って歩き出した。 

「ぉぃ！」 

ダンテは思わず、トリッシュを呼び止める。既に最初からの決定事項であるように、役割分 
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担されている事が気に入らなかったのだ。しかも今回の一件に関して言えば、トリッシュの行 
動が些か事態を混乱させている。 

「 . 何？」 

振り返ったトリッシュは小さく首を傾げた。 

「元はと言えばお前がスパーダを持ち出したりするからこんな事になってるわけだろ？それ 
で解決は俺任せか？」 

ダンテがそう告げると、トリッシュは即座に肩を練め、 

「じゃあ交代する？私は別にそれでもいいけど」 

と答えた。つまりトリッシュが神を追い、ダンテが住民の避難をさせる、という図式だ。 
ほんの僅かな時間その様を想像した後で、ダンテはトリッシュの二の句を固辞するょうに 
掌を突き出した。 

「いや……やっばりこっちでいい」 

トリッシュは呆れたょうに小さく溜め息を化いた。 

「考えもなしにとりあえず否定ずるその癖、直した方がいいわよ」 

言い残して、トリッシュは去っていく。その背を見送りながら、ダンテは何となく居ム地の 
悪さを感じ髪を搔き上げた。 

まるで子供おいだ。しかしトリッシュの言う事も正論ではある。 


「まずは身体を動かせって事だな……」 

独り言ちながら、ダンテはトリッシュの向かぅ先とは別方向に歩き出した。 
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悪魔を狩る事を生業とするレディにとって、悪魔についての知識は何ょりも重要なものだ。 
しかし悪魔は、一般的には「存在しないもの」として扱われている。そのために悪魔につい 

ぶんけん たぐい うそ し 

て書かれた文献の類は、噓だらけの価値のない义書と見なされているものが多くを占める。そ 
のため、権威ある書物はひとしきり収められている巨大な図書錐にすら、そぅいった本は置か 
れていない。 

レディがその日、足を向けたのは、オヵルトめいた様々なグッズを鬼集する好事家の邸をだ 
った。既に何件かの、心当たりを訪ね、自分の求める情報がない事を確認した上でそこをがた 
のは、その好事家をあまり好ましく思っていないせいだ。 

ョハンといぅ名のその男は、レディの突然の来訪を快く迎えてくれた。 

しかしその満面の笑みを湛えた態度からしてレディには不愉快なものだといぅ事を、当の本 
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人は気付いていない。 

「それで……今日は何の御用ですか、ミス•レディ？」 

応接室にレディを案内した後、青白い骸骨のような頭を小刻みに震わせながら、ヨハンは尋 
ねてきた。レディは上着のポケットから一枚の紙片を取り出し、ヨハンの前に差し出した。そ 
れは先日遭遇した購±達の盾に刻まれていた紋章を、記憶を頼りに書き起こしたものだった。 
ヨハンはその紙片をひとしきり鱗め、「ほう」「ふん」などと言葉を数回漏らした後、 
r 勿論、知っていますよ」 

と言った。しかしそれ2^上、答えようとはしない。ヨハンはいつもそうだった。 

言葉でその詳しい内容を話すよう促したところで、無駄な事だ。それを知っているからこそ、 
レディは何も言わず、紙片を取り出したのとは反対側のポケットから赤い液体で満たされた小 
瓶を取り出してそれをヨハンに向けて放った。 

「これは……何ですか？」 

ヨハンの問いに、レディは、 

r 悪魔の血」 

と答えた。ヨハンはそれを聞き、苦笑すると、レディに向けてその瓶を突き返してくる。 

「ご冗談を……ミス•レディ。私にそれくらいの事が分からないとでも？」 

そのヨハンの態度に、レディはうんざりしてしまう。ヨハンに限らず、何かを鬼集する人間 
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というのは得てして自分の知識をひけらかし、他者よりも自分が優れているという事を誇示し 
たがるものだ。そういう人間の高慢な態度に、レディはどうしても苛立ちを覚えてしまう。父 
親の事を思い出してしまうからかもしれない、と一瞬そう考え、レディはすぐに思考を中断し 
た。父親の事など、もはや思い出したくもない過去の一部に過ぎない。 

レディが予想していた通り、ヨハンは滔々と自らの知識を語り始めた。 

「悪魔の身体に流れる血は、液状のままで保持するのは不可能だという事くらい知っています 
よ。確かに悪魔には血が流れているものも存在する。しかしそれが肉体の外に排出された後に 
液体であるのはほんの一瞬の事で、すぐに蒸発してしまう。仮に蒸発を免れたとしても、その 
まま水晶のような結晶に変化ずるのです。そちらの結晶の方なら、うちにも幾つかコレクシヨ 
ンがありますがね . 」 

そんな事を偉そうに話しながらもその実、ヨハンが悪魔と出会った事すらもない人間だと知 
っているだけに、レディはヨハンをその場で殴り倒したいような衝動に駆られた。 

ヨハンはレディが悪魔を狩る事を生業としている人間だと知ってはいる。しかしおそらくそ 
れを信じてはいない。そんな噓の肩書きを自称して自分より優位に立ちたいのだろうとしか考 
えていないだろう。だからレディに対しても隙を見付けては悪魔に関する知識をひけらかそう 
とする。自分の方が上だろうと言わんばかりにだ。 

なおも嗓り続けようとずるヨハンを手で制し、レディは小瓶を手に立ち上がった。 
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「そう……いらないのならいいわ」 

あっさり引き上げようとするレディに、ヨハンの表情が一変した。それを見て、レディは内 
ムほくそ笑み、 

「それを知っている貴方だからこそ、コレの価値を分かってくれると思ったんだけど」 

と暇ゃいた。 

そのままレディが部屋を去ろうとすると、ヨハンは腰を浮かせた。 

「ちょっと . 待ってくれ！それは . 本物なのか？しかし . どうやって . 」 

まったく面倒な男だ、とレディは思う。悪魔を研究しながらもその実悪魔に出会った事など 
ないから、そんな理屈をいちいち説明しなくてはならない。 

「石像に穂れた血を注ぐ事で悪魔を生み出す術があるのは知ってる？」 

言葉を失ったヨハンに、レディは説明を続けた。特殊な条件下で石像に磯れた血を注ぎ、儀 
式を行う事で、その石像と血液が混ざり合い、液状となって悪魔化ずる。ブラッドゴイルと呼 
ばれるその悪魔は熱に弱く、火などに触れる事で身体が元の石像に戻ってしまうのだが、レデ 
ィが持参した小瓶に詰められているのは、そのブラッドゴイルの肉体の一部である、と。 

「まあ、元は石像なんだから、悪魔の血という表現には語弊があるかもしれないけどね……試 
しに火にくべてみたら？石に戻るから」 

レディがそう提案すると、ヨハンは小瓶とレディの顔とを見比べ、 
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「そ、そんな事をしたら二度と戻らないのでは……？」 

と不安げな表情を見せた。さっさと信じて目的の情報を教えればいいのに、と思いつつ、レ 
ディが頭を振った。 

r 時間が経てばまた血液状に戾るわ」 

それを聞いたヨハンは慌てた様子で小瓶を火にかける準備をし始め、結局レディは求める情 
報を得るためにそれを黙って見守っていなくてはならなかった。小瓶の中身が本物だと分かる 
までヨハンが何も話さないつもりなのは明白だった。 

結局は、ヨハンのその「実験」は十分程で終わった。小瓶の中身がレディの言う通りのもの 
であると知ると、ヨハンは途端に態度を急変させ、 

「素晴らしい！これは素敵なものを下さった！」 

と、レディの手を取り目を潤ませる始末であった。レディにしてみれば、それ程大層な品で 
はない。たまたま仕事で遭遇したブラッドゴイルを石化させ、その身体の一部を削り取っただ 
けのものだ。ヨハンとの交涉に使えると思いそうしたのだが、ここまで感動させてしまうとは 
思っていなかった。 

「大事に保管させて頂くよ……これでまた私のコレクションが充実ずる……」 

いそいそと小瓶を自分のコレクションの保管室に持っていくヨハンが戻ってくるのを、レデ 
イはまた見守っていなくてはならなかった。 


本当に面倒くさい男だ、とレディは思う。 

しかしヨハンの鬼集する品の中には確かに価値のある逸品も存在するのである。レディ自身 
に鬼集癖がないからこそ、ヨハンのょうな存在は貴重ではあった。必要な時に必要な情報だけ 
を与えてくれるからだ。ただヨハンの場合、見返りを要求する面と、生半可な悪魔の知識をし 
きりに披露したがるところが煩わしい。だからこそ、件の紋^^について調べるのに、ヨハンを 
訪ねるのは敬遠していたのだ。 

暫くして、保管室から戻ってきたヨハンは、一冊の分厚い古書を手にしていた。 

「先程の紋章の件ですがね……」 

言いながら、ヨハンはレディに古書の表紙を示す。そこには確かに、レディが目にした紋章 
と同じものが刻 ffl されていた。 

「……その本は、何？」 

掠れてしまっている表題を読もうとレディは目を細めたが、どうやら自分には理解できぬ文 
字で書かれているらしいとしか分からない。 

ヨハンはその古書をパラパラとめくり始め、 

「これは魔剣教団の教典です」 

と言った。 

「 . 魔剣教団？」 
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「フォルトゥナという小都市のみで確認されている宗教でして . 魔剣 i スパ-~ダを神と して 

崇めています。魔剣±スパーダが魔界を封印した後、彼の地で領主を務めていた、という伝説 
が残っているのでず。おそらくはそれを背景に宗教化していったのではないかと」 

ョハンのその解説を聞き、レディは何故自分があの紋章に見覚えがあったのかを理解してい 
た。 

おそらくは幼い頃、父親の書斎で目にしたのだ。 

レディの父親は、いつ頃からか悪魔に魅了され、悪魔に関ずる研究を熱んに行っており、殊 
に、魔界を封じ人間を救ったという魔剣±スパーダに関しては重点的に調べていた。あの男の 
書斎になら、その紋章が載って いる 書物があっても おかしく はないだろう。 

その書斎 も 今は もうな く、父親 も 既にこの世にはいないが、その事をあれこれ考えたくは な 
かった。 

レディはひとまず自分の中のひとつの疑問が晴れた事に納得をし、ョハンに礼を告げた。 

「ありがとう……ところで、その宗教があったのっていつ頃の話？」 

古びた教典に書かれているのは、おそらく中世の古代文字だろう事から、四、五百年前くら 
いのものだろうと考えながらレデイがそう尋ねると、ヨハンはすぐさま答える。 

「この教典は中世の物でずから古びていますが、魔剣教団そのものはまだを在していますよ」 

レディは一瞬、きな巣を失った。 


魔剣教団の話を聞かされた時点で、あの鎖騎±の正体は魔術的な技法で生み出した鐘であろ 
うとレディは内ん見当を付けていた。一般的な製鉄技術だけではあの鐘の強度は生み出せない 
だろうが、そこに魔術が絡めば話は別だ。スパ I ダに関連ずる王地であれば、いわゆる錬金 
術じみた技法がある時期存在していたとしても何ら不思議はない。 

しかし言われてみれば数百年前の鐘にしては真新しい質感だった。 

錬金術の類は、もはや現代では失われた技術だという先入観に捉われていたが、必ずしもそ 
う決め付ける理由はない。現に、レディの父親は古代の技術を復活させ、魔界への道を開こう 
とした。 

「今も、を在している . ？」 

魔剣教団が今なお存在しているのだとしたら、あの錯騎王を生み出したのが現在の教団であ 
るという可能性が出てくる。過去の、オヵルト的な思想が世界を支配していた時代ではなく、 
科学隆盛の現代において、あのような錯を生み出す理由は何か。 

「現在の教典 も 取り寄せる事は可能でずよ。いくつか ッテ はありますので……手配し ましょう 
か？」 

いつもなら言い出さないような事をョハンは口にした。よほどレディの持参した±産が気に 
入ったものらしい。 

「ええ。お願いで きる？」 
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自分の予想が上に、これは大きな思惑が絡んでいるのかもしれない。 
これまでの経験から、レディはそぅ感じていた。 
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デビルメイクライ4 


於慧。こ _ 

無事、神の完全なる起動を終了し終えたアグナスは、神胎内を移動すると教皇サンクトウス 
の元に向かった。サンクトウスがいるのは神臓部と呼ばれる、神を操るための中枢機関室であ 
る。神にある程度自律行動をさせる事は可能なのだが、やはり複雑な挙動を取らせるためには 
操作者の存在は欠かせない。それを考慮した上で、アグナスは設計段階から神の内部に神臓部 
を設けていた。 

神臓部を訪がたアグナスは、そこで初めて、帰天したサンクトウスの真の姿を目にした。 

それはアグナスの想像とは異なり、極めて人間に近い体驅であった。と言ぅょり、肉体のベ 
1スはサン クト ウスそのものでしかない。そのサン クト ウスに、巨大な角と翼が生えている。 

様々な人間を帰天させ、悪魔の力と融合させてきたアグナスにとって、サンクトウスのその 
姿は拍子抜けする程、無力な存在に見えた。帰天そのものは失敗したわけではない。しかしア 
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グナスやクレドに比べれば、それはあまりに元の姿と変わり映えのせぬ もの だ。 

帰天後の姿に影響を与えるのはその素体となった人間の精神性で ある 事を アグ ナスは知って 
いる。それ故に、サンクトウスの姿を見て、落胆にも似た感情が湧き起こった。 

教皇は既に老齢だ。帰天にかろうじて耐えられたものの、うまく悪魔の力を取り込み発現さ 
せる事ができなかったのではないか——そんな疑問が頭をよぎりさえした。 

「……御苦労だったな、アグナス」 

アグナスの姿を見たサン クト ウスは、小さく微笑みそう告げた。アグナスはそのき口葉に、サ 
ンクト ウスの前に跪く。 

そのアグナスに、サンクトウスはゆっくりと歩を踏み出し、近付き始めた。 

アグナスはそこでようやく、自分の身体が微かに震えている事を知った。だがその理由が分 
からず、困惑ずるよりない。 

「どうした……もうじき 我らの夢が叶うのだ……何を怯えている…… ？」 

サンクトウスのその言葉に、アグナスは自分の身体を震わせるものが恐怖に似た感情で ある 

のに気付かされた。しかしその恐怖は何に対ずる恐怖だというのか。自分は何に怯えているの 
、〇 
ろ 

サン クト ウスが、そっとアグナスの肩に触れる。 

アグナスは思わずサン クト ウスを見上げていた。肉体が触れて、初めてアグナスは、サン ク 
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トウスの肉体に凄まじい魔力が充ち満ちている事を巧解したのだった。そしてそれを感じ取 
ていたからこそ、自分の肉体が反応し、恐怖に似た感情を生み出していたのだと。 

アグナスは、ほんの僅かな瞬間だとしても、教皇の力に疑問を抱いた自分を恥じた。 

帰天には素体の人間性が左右する。 

クレ ドはおそらく、強く健全なる肉体を望んだが故にあのょうな姿になった。対ずるに、 
ンクト ウスは強勒な肉体など求めはしなかったのだ。 

教皇は、魔力だけを求めた。 

ただひたすらに、絶大なる魔力だけを。 

それ故に、人の姿を多く残したままなのだ。 

こうして 真の姿のサンクトウスを間近に感じているからこそ、アグナスにはそれが理解でき 
た。同時に、その魔力の偉大さも。 

アグナスは、決して敬虔な信徒ではない。魔剣±スパーダを、心の底から崇めた事など一度た 
りとてなかった。アグナスにとって重要なのは、悪魔についての研究を重ねる事、ただそれだ 
けであった。サンクトウスにつき従ってきたのも、クレドのょうにその理念に純粋に共感した 
からではない。自身の欲望を満たずために他ならない。 

だがそのアグナスに、今や純粋なる信仰んが湧き起こりつつあった。 

サンクトウスの持つ絶大なる魔力。圧倒的で純粋な力。それに対する畏敬の念が。 


サ 
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r 教皇様 . ！」 

いや、教皇な どという 呼び名は、もはや適さない かもしれ ない。 そう 考え、 アグナスは 次の 
言葉を発する前にその口を閉じた。 

もはやサンクトウスは魔剣教团などという小さな組織の長ではないのだ。 

魔界す らも 含めたこの世界を統べるべき存在。ならばそれに相応しい呼び名でなくて はなら 

ぬ。 

「教皇様……いや、魔皇様……— •何なりと次の御命令を……！」 

アグナスのき口葉に、サンクトウスが再度、小さく微笑んだ。自分が微かに抱いた疑念など、 
サンクトウスには承知の上なのか もしれ ない、 とアグ ナスは思った。 

サン クト ウスがゆっくりと手をかざすと、神臓部の壁面から閣魔刀が出現し、それはゆっく 
りと飛来してサン クト ウスの手の中に収まる。サン クト ウスは閣魔刀を アグ ナスの方に差し出 
しながら、口を開いた。 

「地獄門の封巧を解くのだ、アグナス……堕落した世界を大いなる混^で包むために……」 

サンクトウスから恭しく闇魔刀を受け取ると、アグナスは小さく一礼した。 

地獄門を解放するための装置の在処は既に分かっている。 

そこに赴くのもさしたる手間ではない。 

しかしアグナスには、ひとつの懸念があった。 


「魔皇様……ダンテの事はいかがずるおつもりで……？」 

アグナスの問いに、サンクトウスは目を細め、何かを思案している様子であった。 

「神が完成した今、ダンテを始末ずるのは容易い事ではありまずが……やはり計画の方を優先 
なさいますか？」 

アグナスはそう続けた。ダンテを放っておけば何かと煩わしい事になるのは明白だ。しかし 
計画の前にダンテを追うべきかどうか……その点に関してはアグナスには判断し切れぬ問題だ 

った。 

サン クト ウスは答えた。 

「まずは神の降臨を住民に知らせねばなるまい……」 

そしてその上で、ダンテに全ての罪を負わせ、ダンテとの決着を付ける、と。 

「確かに……その方がより計画を美しく盛り立てるでしょう」 

だがダンテの力が決して侮れぬものである事はアグナスも承知している。おとなしくまっす 
ぐ神に向かって来れば良いが、アグナスには狸解できぬ行動パタ I ンの持ち主であるだけに、 
放置しておく事に些かの不安はあった。 

「しかしもし私が先にダンテと接触した場合、ダンテを始末しても宜しいでしょうか？」 

アグナスはさらにサンクトウスに問うた。 

ダンテの力は強大だ。あの男を捕らえる事が難しいと判断したからこそ、サンクトウスもネ 
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口を捕らえる方法を選んだのだ。 

だがアグナスには勝算があった。 

数時間前の自分なら、そこまでの@信は持ち得なかっただろうが、今の自分の手には閣魔刀 
がある。闇魔刀があれば地獄門を解放できる。それが大きいのだ。その要素があれば、自分の 
能力ならダンテとも対等に戦えるはずだ。 

アグナスはそう考えていた。そしてその考えを見透かして いるよう に、サン クト ウスは、 
「かまわぬ……その時は他の悪魔に罪を被せれば良かろう」 

そう許しを出してくれた。 

クレド t き今、自分はサンクトウスの絶対的な信を得ている。 

その自負が、アグナスにさらなる自信を与えていた。 

「それでは . 全ては魔皇様の御んのままに . 」 

アグナスの き 口葉に、サンクトウスは S 度目の笑みを浮かべた。 




教団本部を後にしたダンテは、すぐにその足を止め、空を見上げた。 

:: わた おお も 

来る時には晴れ渡っていたはずの空が、黒い雲に覆われていた。何気なく周囲を振りおって 


47 


みると、黒雲に覆われているのは自分の上空の一部だけで、遠方の空はやはり晴れ渡ったまま 
の状態だった。 

「妙な天気だな……」 

雨が降る という 様子もない。ダンテは数度、鼻を鳴らした。 

「それにこの臭い……」 

何度となく悪魔との戦いを繰り広げてきたから こそ 分かる悪魔特有の臭いが、あたりに漂っ 
ている。臭いの元を辿るため、ダンテが神経を集中させようとした直後、臭いの主自らが遠方 
で金属が擦れ合わさるような不快な叫び声を上げた。 

目をやると、巨大な橋の欄干に、 一 匹の悪魔が立っている。見た事もない種類の悪魔だった。 
トヵゲのような質感の皮膚は、かつて出会った事のあるブレィドと呼ばれる悪魔のそれに近 
い。しかし頭部の形状はまるで似ていなかった。 

「トヵゲちゃんの親戚か何かか . ？」 

いずれにせよ、出会ったが上は狩るだけだ。 

そう思いその悪魔に近付こうと足を上げた直後、悪魔が再度唯哮を上げる。同時に、黒雲か 
ら放たれた稲妻が、悪魔を打った。 

つんざくような激音と共に、落雷の衝撃で欄干が爆ぜ、濛々と白煙を上げる。 

気にせず歩を進めようとしていたダンテだったが、白煙の晴れた後、欄干の上から悪魔の姿 
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が消えている事に気付くと、歩みを止めざるを得なかった。 

上空の黒雲が、啤くょうな低い音を放ち続けている。 

そして何度か、ダンテの周囲に稲妻が走った。 

初めは遠くの方で。 

そして次第にダンテに近付くょうに。 

ダンテはその様子を、黙って眺めながら、鼻を突く悪魔の臭いが濃くなっているのを感じて 
ぃた。 

そして数度目、ダンテの背後に落雷した時、ダンテはその気配をしっかりと捉えた。 

「そんな電撃作戦みたいな移動しかできねュのか？近所の連中から苦情が出るだろ、そんな 
んじゃ . 」 

振り向かぬまま、、ダンテはそうをいた。 

背後にいるのは、欄干の上にいた悪魔だ。 

この悪魔はおそらく、体を雷光に変えて瞬時に移動する事ができる。何度となくダンテの周 
囲で見られた落雷は、その移動の足跡だろう。一見ずれば便利そうな能力だが、雷光に変じる 
際に激しい音が出るし、あまり長距離には移動できないものらしい。 

ダンテは長年の経験から、即座に分析していた。 

悪魔がダンテの背後で吼える。 


ダンテはゆっくりと身体を悪魔の方に向けながら、 

「やるか、ブリッツ野郎……近所迷惑にならない程度のマナーぐらいは教えてやる」 

そぅ言って手招きした。 

それを受け、ブリッツが爪を振り上げる。 

背中に担いでいる大剣——リベリオンの柄を手に取り、ダンテはその爪の一撃を受け止めた 
と同時に、剣を通じて電流が、ダンテの身体を走り抜ける。 

「お……つと！」 

すぐさまブリッツの身体を押し離し、ダンテは飛び退いた。 

「なるほど……常にビリビリしてやがるわけか……」 

ブリッツがそのダンテの言葉に反応して再度、飛びかかってくる。 

剣で斬りかかっても、ブリッツの身体が帯電しているが上、こちらもいくらかダメージを負 
ぅ結果になる。無難に仕留めるには銃を使ぅべきだろぅ。 

そぅ考え、ダンテはブリッツの攻撃を跳躍して回避し、距離を取った。 

けんじゆう 

着地と同時にエボニーとアィボリーと名付けている二 T の拳銃を抜く。 

ブリッツに銃口を向けた直後、ダンテはブリッツの様子がおかしい事に気付いた。 

ダンテが真正面にいるにも拘わらず、ブリッツはダンテの姿が見えていないかのょぅに周囲 
の様子を窺っているのだ。 
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最初は、他に何者かの気配がずるのかと、ダンテも周囲を振り返った。 

しかし誰もいない。いればダンテが気付かぬはずもない。 

そのうち ブリッツは、最初に見せた電撃移動が嘘の ように、のろのろとした 動きで 違うよう 
に移動し始めた。 

悪魔には様々な種類がいる。ダンテもこれまでの人生の中で無数の悪魔と出会い、 それを 退 
治してきた。傍目には目や鼻のような器官がなくとも、実際には何がしかの器官が 視覚を 生み 
出しているという類の悪魔も目にしてきている。 

そんな事を考えながら、ダンテは這っているブリッツを眺めた。 

その頭部には、目らしき器官があるようには見えない。 

そして今の ブリッツの 行動からしても、確実に、 ブリッツは 見た目通り視覚を有していない 
悪魔という事なのだろう。悪魔としては珍しいタィプではある。 
r 進化してんのか退化してんのかよく分かんね卫妨だな……」 

呆れてダンテが小さく咳くと、その声に反応してブリッツが顔を上げる。 

「ま、耳はいいらしいが！」 

声を追うように飛び込んでくるブリッツに照準を合わせ直したダンテは、^!^にかけた指に 
力を込めた。 

「擊が麗葛、摘稔」•」 


二 T の銃にそう呼びかけながら、ダンテは凄まじい速さで幾度となく引鉄を引いた。即座に 
銃口から矢継ぎ早に難丸が射出される。 

エボニ！とアイボリーで悪魔を相手にする時、ダンテは時折一人の女性の事を思い出す。 

ニ ー ル U ゴ ー ルド スタインという 名のその女性は、稀代の名工と呼ばれた銃職人だった。 

「普通の人間はね、拳銃をマシンガンのように乱射したりはしないんだよ」 

彼女はそう言って苦笑したものだった。 

そんな彼女がダンテのために設計してくれたのがエボニーとアイボリー、 IIT の銃だ。 

秒間十数発の連射にも耐え得る強勒な銃身など、おそらくはダンテが外には無用の長物かも 
しれない。それだけの速さでハンドガンの引鉄を引ける人間など、この世には存在しない。悪 
魔の血を引くダンテだからこそ可能な芸当だ。 

そしてその芸当を可能にするためだけに生み出された銃こそが、エボニーとアイボリ } だっ 
た。 

ニ ー ル： Z ゴ ー ルドスタインが設計し、ダンテ自身が組み上げたその銃は、ダンテにとって最 
も愛着のある武器であり、信頼できる相棒でもある。 

エボニーとアイボリーから瞬時に放たれた十数発の銃弾は、ブリッツを怯ませるに充分な威 
力を有していた。しかしブリッツの身体は決して小さくはない。エボニーとアイボリーだけで 
仕留めるのは骨が折れる相手なのも事実だった。 
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ダンテはよろめくブリッツを前に、エボニ^ —とアイボリ^ — を納め、コ I 卜の内側に手を差し 
込んだ。コートから吊るすようにして携帯しているもうひとつの銃器に手を伸ばす。 

コョーテ • A と名付けたばかりの大型の散弾銃。 

「新しい兄弟の初仕事といくか……」 

ダンテはコョーテ • A にそうをいて、その銃身をブリッツに向けた。 

元来、ダンテはエボニ I とアイボリーが外の銃器を持ち歩かない。エボニーとアイボリーさ 
えあれば、殆どの悪魔は駆逐できる事を知っているからだ。仮にそれだけでは通用しないとし 
ても、大剣リベリオンも持ち歩いているから事足りる。仕事の際に現地調達で他の銃器を使う 
事は往々にしてあるが、わざわざ持ち歩こうとは思わない。 

だが今回の仕事にはコョーテ • A を持参していた。 

とは言え、特に深い理由があるわけではない。 

フォルトゥナを訪れる I 力月ほど前、暇を持て余していたダンテはガンショップでショット 
ガンを購入し、それを対悪魔用に改良するという作業を戲れに行っていた。そしてそれが完成 
したのがたまたま今回の仕事の直前だった。それだけの事だ。 

「貴方、時々そうやって思い付きで行動ずるわね。コョーテみたい」 

改造のためにショットガンをいじりまわしている時、トリッシュは呆れたようにダンテにそ 
う言った。 
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-コヨ I テ？」 

何故そこで犬のよぅな獣の名が出てくるのかダンテは分からず、トリッシュに問い返した。 
「知らないの？インディアンの昔話よ。コヨーテは気まぐれでいたずら者なの」 

それでダンテは、{元成したショットガンにコヨーテ • A と名付けたのだった。気まぐれの中 

じゆク 

の気まぐれで生み出された銃。次の仕事で使ぅかどぅかさえ、ダンテ自身分からない。 

うめ きより つ 

啤くブリッツにゆっくりと歩き距離を詰め、ダンテはコョーテ • A の弾丸を放った。 

巨大なシてルに詰め込まれた細かい散難夕拡散し切る前にブリッツの身体に全離命中する 
と、衝殷手でブリッツの身体が大きく仰け反る。それを見て、ダンテは小さく笑った。 

並のショットガンによる射撃でも、至近距離で放たれれば大概の悪魔は衝撃に耐え切れずに 
吹き飛んでしまぅ。対悪魔用に改造を施したコヨ I テ • A ならば尚更だ。 

そぅいぅ意味で、体勢を崩しただけに終わったブリッツの強度は相当なものだ。こぅいぅ相 
手がいるからこそ、コヨーテ - A をわざわざ改造し作り上げた甲斐がある。そこらに落ちてい 
るよぅなショットガンでは、ダメージずら与えられなかった可能性もあるからだ。 

「じや、もぅ一発いっとくか？」 

はいしゆつ 

アクションスタ^ —のよぅに片手で空のシュルを排出し、指先でくるりとコヨ^~テ • A の銃身 
を回転させると、ダンテは続けざまにもぅ一発、コヨ^~テ • A により射撃を敢行した。だがそ 
れでもブリッツは体を震わせるのみで吹き飛んだりはしない。体表を覆ぅ電流が、弾丸の威力 
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を殺しているのかもしれなかった。 

一二度目の射撃を前に、ブリッツは唐突に叫び声を上げながら雷光へと変じる。 

目では追えぬ速度でそのままダンテの周囲を慌ただしく移動し始めたブリッツに、ダンテは 
溜め息を吐いた。 

「忙しない野郎だな……」 

巧いて、ダンテはコョーテ . A を構えた。 

高速度で移動ずる今の状態に銃弾を当てる事は難しいが、それも普通の銃を、普通に撃てば、 
の話だ。- 
「ちょっと落ち着けよ！」 

ダンテはそう言いながら僅かに腰を落とし、コョーテ • A をヌンチャクと呼ばれる武器のよ 
うに振り回した。そしてその一動作の間に射撃と空になったシ H ルの排出とを数回繰り返す。 

ファィアヮークスとダンテが呼んでいる射撃技術だ。正確に狙いを付けず、ショットガンの 
散雖を自分の周圃にバラ撒く。本来は多勢の悪魔に取り囲まれた際に使う技だが、今のように 
相手が速過ぎて目標が定まらない時に使えば、少なくともどれかは当たってくれる。 

その目論見通り、いくつかの散弾が命中したらしいブリッツは、叫び声を上げながら実体を 
現し、地面を転がった。高速度での移動中に弾丸を受ければその衝撃は倍加する。至近距離で 
の射撃にも怯まなかったブリッツにしてみれば、何が起こったか理解できないだろう。 


地面に這うようにもがくブリッツを見ると、体色ボ変化しており、バテたように息を荒げて 
ぃた。 

「今ならブッタ斬っても平気そうだな？」 

コヨーテ • A をコートの内側に戻し、ダンテはゆっくりとリベリオンを手にして切っ先をブ 
リッツに突き付けた。しかしすぐにそれを引いてしまう。 

「でもやっぱビ リツと きたらムカつくし、やめとこう」 

をいて、ダンテはブリッツと離れるように飛び退いた。着地と同時に腰を落とし、リベリオ 
ンを逆手に持ち替え、構える。そしてそのまま柄を握る右手に力を込めた。 

ダンテはこれまで無数の悪魔と対時してきた。その中で様々な武器を用いた。エボニーとァ 
ィボリ！ しかり、現地で調達したショットガンしかり、或いは魔具と総称される、魔力の宿っ 
た武器を使った事も一度や二度ではない。素手で戦った事もある。 

しかしやはりダンテにとって、自分がもっとも信じられる武器は、剣であった。 

何よりも最初に手に取った武器だからかもしれない。 

幼い頃、ダンテが父スパーダから最初に習ったのは、剣の扱い方だった。戦うための技。自 
分の愛ずる者を守るための力。その象徴は、剣なのだ。 

どれだけの歳月が経とうとも、無数の悪魔を狩り続けても。 

だからこそダンテは様々な剣技を習得している。父から習った技もあれば、自分で生み出し 
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た技もある。 

無論、相手に触れずに攻撃ずる技も。 

ダンテは一歩大きく踏み出しながら、引き絞るように構えていたリベリオンを振り上げた。 
リベリオンに込められた魔力と凄まじい速度の剣風とが絡み合い、巨大な衝撃波を形成する。 

奚っ走れ一」 

ダンテの叫びに呼応ずるように、その衝撃波が地面を駆け抜け、今なお苦しそうに啤いてい 
るブリッツを 襲った。 

空気の裂ける激しい音と共に、ブリッツの巨体が上空に舞い上がる。 
i もう一発！」 

返す刀でダンテはさらにもう一迅の衝撃波を撃ち出し、 

「いや、一一発 だ！」 

さらにもう一撃を付け加えた。今度は舞い上げられたブリッツ目掛けて、二つの衝撃波が宙 
を駆け走る。その一一撃が重なるようにブリッツに命中ずると、ブリッツは大きく吹き飛んだ。 
その結果に満足の笑みを浮かべ、ダンテはリベリオンを背中に担ぎ直す。 

だが上空から落下し地面に叩き付けられたブリッツがよろよろと起き上がったのを見て、ダ 
ンテは我が目を疑っていた。 

「想像が上にタフだな……」 
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ブリッツは、体を仰け反らせながら、空気を震わせる音量の唯哮を上げた。 

その体色が臟 C 間に赤く変色していくのを見て、ダンテは顔をしかめる。 

「嫌な予感だ……前にも見た事あるぜ、こういう奴……」 

ダンテがぼやくと、ブリッツはがかが：、雷光に変じながらダンテ目掛けての突進を開始した。 

繼齡してそれをかわしたが、ずぐさまブリッツは上空のダンテに狙いを修正してくる。 

ただの体当たりなら、それ程焦る必要はない。たとえ食らつてしまつたとしても、さしたる 
ダメージがないのは分かり切つている。 ，、’ 

だがブリッツの齡 I 犬な如亦心 W 体色の変化。この二つはダンテに不安を抱かせるには充分なも 
のだつた。かつてのような悪魔と対時した際に、その悪魔が似たような変化をした事を、ダ 
ンテは覚えていた。まるで開き直つたかのような攻撃の果てに、その悪魔はダンテを捕らえて 
自爆しようとしたのだ。ブリッツがやろうとしているのが同じような行動だとずると、その一 
撃を受けるのはあまり好ましくはない。人間に比べれば強勒な肉体を持つダンテと て、 不死の 
存在というわけではない。 

「面倒くせ卫な . 」 

もはや ブリッツの突進が眼前に廬つていた。 ダンテは 両脚に意識を集中させ、魔力を伝達さ 
せる と、空中に魔法陣を思わせるようなデザィンの足場を形成していた。それを踰り付ける事 
で Sk がを移動させ、ブリッツの攻撃をかろうじて回避する。 
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「そのまま寝てな」 

自分を掠める ようにして 飛んでいった ブリッツに 向けて、エボニ I とアィボリーを 抜いた ダ 
ンテは無数の弾丸を撃も放った。 

弾丸を受けながらも地面に着地した ブリッツに、同じく 着地した ダンテはさらなる 織 11^加 
えようと引鉄にかけた指に力を込めようとしていた。 

その直後、ブリッツは苦しそうにもがき始め、不快な叫び声を上げた。 

何事かと思う間もなく、ブリッツの巨体が轟箭と共に爆ぜたのを見て、 ダンテは小さく息を 
吐いていた。 

ばくまつ 

「やっぱ爆発しやがった……」 

手負いの獣は恐ろしい、とよく言うが、死を覚悟した悪魔ほど腊な代 g はない。手負いの 
獣が恐ろしいのは、生きようとするからだ。生きるために自分の力を最大限に発揮し ようとす 
る。だから恐ろしい。だが悪魔の恐ろしさはそれとは種類が根本的に異なる。 

悪魔が根底に持つ本能は「生」ではないからだ。 

悪魔の本能は破壊。形ある物を破壊し、生ある物を II めるな為。それが悪魔の本質なの だ。 
だからこそ、死を覚悟した悪魔には十二分の注意を松わなくてはならない。 

自らの命の残り火全てを一気に燃焼 させて 相手を破壊し ようとする。ブリッツの 爆発は まさ 
にその類の行動だ。敢えなく空中で四散してしまったが、おそらくあの爆発を まともに 受けれ 


ばダンテとて無事ではすまなかっただろぅ。 

「しかし、余計な時間食っちまった……」 

自らの目的を遂行するために、ダンテは歩き出し 


た 
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STAGE 00-3 



魔剣教団の存在を知った後、レディはいくつかのが®を受け、仕事に船^た。 

悪魔退治の化頼もぁれば、魔具の回収といった仕事もぁった。 

しかしそのどれもが失敗に終わった。例の鐘騎壬達が、毎度の ょうに 現れた ためだった。 
その中で、レディはいくつかの確証を持っていた。 

ひとつは、鑑騎±達は何らかの理由で悪魔を！；っている。そしてその形 I を持ち帰って いる 
という事。彼らは魔具も鬼集して いるら しいという事。 

自分が狩るべき相手を連れ去られ、自分が回収するべき 魔 具を薇い 去られれば、 嫌で も 見当 
は付く。 

そしてもうひとつは、レディには興味がないらしいという事 だ。 彼らはレディが聪 II を加え 
れば応戦はしてくるが、何もしなければレディを襲って くる 事もない。 まるで その場に何も、， 


ないかのように自分達の目的を遂げて去っていく。 

つまりた だの人間には興味がない という 事だ。 

悪魔、あるいは悪魔の力を有したもの。 

それだけに興味を示し、それらを何処へかと持ち去っていく。 

問題なのは、何故そんな事を繰り返しているのかという事だ。 

そこが今ひとつ、よく分からない。 

そもそもあの 錯購 ±の 素性 もま だ はっきりとはしていないの だ。魔剣教団と いう 組織が関わ 
っているらしいという だけで。 

それが上の事を調べるには、やはりフォルトゥナという街に赴く必要があるのだろう。 
しかしレディはそれをする事に あまり 乗り気ではなかった。 

自分の仕事を邪魔されているという事実自体は由々しき問題だった。このまま化頼の失敗が 
続けば、自分のハン ター としての資質を問われる事態にも発展しかねない。 

だからと言って、わざわざ自費を投じてフォルトゥナに行くというのが、彼女にとっては面 
倒でならないのだ。それなりに金もかかるし、行ったところで何ひとつ解決しないという可能 
性もゼロではない。 

それに、あの鐘騎±達の相手をせねばならないというのが、レディにとっては何より煩わし 
かった。 
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レディは主に銃器を武器として用いる。元々体格はいい方ではない彼女が剣や槍などといっ 
た得物を使うょりは、その方が効率が良いからだ。一人で多数を相手にする事も多いとあれば 
尚の事、銃器に頼る面は大きい。 

しかしあの鑑騎±達と銃器の相性が悪い。 

相手の能力が分かっているが上、効果的な武器を揃える事はできる。しかしそれだってタダ 
ではない。仕事を邪魔されているとは言え、何もせねば自分には危害を加えてこない相手にあ 
れこれ 費やして装備を揃える というのもシャク な話だ。 

「やっぱりアイッを使うしかないか……」 

自室のソファで思案した後、レディはそうおいて立ち上がった。 

俗にデビルハンターと呼ばれる、悪魔を狩る事を生業とする人間は、少なからず各所に存在 
する。基本的に相棒を持たず一人で行動するレディにも、そういった知り合いはいくらかいる 
夕実力という点でレディが自分が上と認めている者は一人しかいない。 

ダンテ。 

そう呼ばれている男だ。 

それが本名なのかどうか、レディは知らない。そう名乗られたからそう呼んでいる。 

彼を トニーと 呼ぶ人間もいるが、そちらはどうやら偽名らしい。一頃、素性を隠すために使 
っていたそうだが、真実かどうかは怪しいものだ。 
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デビルメイクライ4 


何せ気まぐれな男なのである。巧由なく下らない嘘を吐いたりもする。 

まるで 人間だ。 

あんな性格で「悪魔と人間との間に生まれた」というのだから笑ってしまう。 

彼と親しくなってからその話をされたのなら、レディは確実に信じなかっただろう。 
レディはダンテが人間ではないという事実を先に知ったのだ。 

あれからもうかなりの歳月が経つ。 
r 本当に腐れ縁だわ……」 

バイクに跨りながら、レディはそう独り言ちた。 



スラム街の一画に入り、薄巧い路地を抜けた突き当たりに、その事務所は建っている。 
「Devil say cry 」 と書かれたネオンサインが目印だ。何も知らなければ卑撰な店か何かのょ 
うに思うかもしれない。何度となくそのネオンサインを見ているレディでさえ、そう思う事が 
時折ある。 

ノックもせず、木製の巨大な扉を押し開け、事務所の中に足を踏み入れると、ダンテは事務 
机に足を投げ出し、暢気にピザを食べていた。 




64 


またピザだ、 と レディは思った。 この 男は暇 さえ あればピザを食べて いるという巧 象が ある。 

それか酒を飲んでいるか、子供のようにサンデ I を食べているか . いずれにせよあまり健康 

的な食生活を送ってはいないだろう事は確かだ。 

「何か用か？」 

レディを目にしたダンテは、ピザを掲げながら小さく笑った。レディはその傍，；0に目をやる。 
「トリッシュ……貴方もいたの」 

トリッシュは、ダンテのすぐ横、机の上に腰掛けていた。彼女と知り合ったのは比職が最近 
の事だが、彼女の素性をレディはよく知らない。分かっているのはダンテの元相棒で、人間で 
はないらしい、という事ぐらいだ。今は世界のあちこちを回っていると聞いている。 

「あら？いたら！ * い？」 

、心外そうにトリッシュは肩を疎める。彼女もまたダンテに負けず劣らず気まぐれな性質 だと 
いう事は理解していた。ふらりといなくなって、気が向いたら 「Devil say ory 」 に影って来 
ているのだろう。 

「別に」 

レディはそう答えた。トリッシュがいたところで、さして気にする事ではない。 

「仕事を頼みに来たのよ」 

ダンテの眼前に立つと、レディはそう切り出した。その言葉に、ダンテは少し漱そうな顔を 
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してみせた。 

「気乗りしねてな……」 

が前、 うまい 事言いくるめてタダ働きをさせた事があり、それが来、レディが仕事を持って 
くると そういう 反応をする。だが悪魔が絡んでいるとなればダンテは絶対に依頼を断らないと 
いう 事をレディは知っていた。 この 男は金のために仕事はしていない。悪魔を狩る事を自分の 
使命の ように 考えている。それが、魔剣壬スパーダの白 I 子である自分の責務だと。 

「 . 魔剣教団って知ってる？」 

ひとまず、レディはダンテにそう問うた。ダンテは小首を傾げる。 
r 魔剣教団？」 

「そう。聞いた事はない？フォルトゥナという小都市で信仰されている宗教なんだけど」 

宗教、という単語にダンテは肩を疎めた。 

至憎、宗教には縁がなくてな」 

そう巧くダンテから視線を逸らせ、レディはトリッシュに目を向けた。トリッシュは何も言 
わず、小さな笑みを浮かべている。その表情は、「私は知っているけど」という思考を露骨に 
現していた。それでも口を挟まないのは、おそらくダンテに説明してやれという事なのだろう。 
レディは再度、口を開いた。 

「……貴方、スパーダについてはどれくらい知ってるの？」 
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レディの問いに、ダンテはピザを頰張る。付き合いの長い今でも、この男が魔剣±ス パーダ 
の息モだなどという事実を、レディは疑いたくなる事が幾度となくある。今 もまさに そん私臟 
間のひとつである事は間違いなかった。 

「何でも知ってるわけじゃない。それが普通だろ？自分の親の事は何でも知ってるって方が 
どうかしてる I 

いかにも正論のようではあったが、ダンテが口にず るとレディの 耳には あまり そうは聞こえ 
ないのだった。何かと難癖を付ける性癖を知っているからだろう。 

だが、そんな事を言い出してもキリがないので、レディはひとまずひとしきり説明をする事 
に決めた。 

「フォルトゥナと いう 都市では ね、 スパーダが領主を務めてたって いう 伝説が残ってるの。住 
民も皆それを信じてる」 

多少なりとも関、心を示すかと思ったがダンテの反応は、 

「へえ……」 

というただ一言だった。 

「スパ J ダが去った後も、住民は彼を敬い、崇め続けたそうよ……神としてね」 

それまで仰け反って話を聞いていたダンテだったが、神という単語に身を前に乗り出した。 
「悪魔が神になったつて？」 


ム底面白そうだという表情を浮かべ、問い返してくる。父親の過去にはさして興味がない風 
なのに、そういう皮肉めいた要素には食い付いてくるダンテという男の思考が、レディはよく 
分からない。しかし何にせよ、多少なりとも興味を引けた事は幸いだった。 

「問題なのはここから先の話でね……どうやらその教団が最近、悪魔にご執んらしいのよ。あ 
ちこもで悪魔を狩って捕まえてるの」 

ようやく 仕事の話ができると安堵したレディだったが、ダンテの、 

「動物園でも造るんじゃねての？」 

という言葉に少し苛付いた。大体この男は真剣に人の話を聞くという能力が欠如している。 
何かとつまらぬ横槍を入れねば気がすまないのだ。レディは、直ハ面目に聞けという警告のつも 
りでダンテの手にしているピザを奪い取り、 

「それだけじゃないの……貴方が持ってるような魔具なんかも集めてるみたいよ」 

と付け加えた。ダンテは口元に笑みを浮かべ、 

「分かった。博物館だろ？」 

そう言ってレディの持つピザを奪い返そうと手を伸ばしてくる。レディは素早く手を引きそ 
れを逃れた。ダンテは勸ねたように頰杖を突く。 

「じゃあ何だよ . 」 

いちいち道筋を追って話をした事を、レディは後悔していた。この男にはまず本題を告げな 
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くて は駄目なのだ。 

「そんな可愛い目的じゃなくて、もっと凶悪な目的 だとしたら？」 

レディの再度の問い掛けに、ダンテは眉を擊める。 

「……それが仕事の依頼か？」 

明らかに怪しんでいる様子だった。 

「その教団に何度も仕事を邪魔されてるのよ。このままじゃ商売上がったりなわけ。だから何 
とかして もらおうと 思って」 

言いながらダンテにピザを返してやると、ダンテは何か思案して るよう だった。 

その背後で、トリッシュが机から降り立ち、壁に掛けられた禍々しい剣や床に転がっている 
魔具らしき物を荷物にまとめ始めていたが、ダンテはそれに気付いている様子はない。 レディ 
は特に何も口出ししなかった。 

「その教団が操ってるのが妙な鑑騎±なの。人間じゃないわ。錯だけが動いてる。麟齡獻ぎに 
はなる仕事 だと 思う わよ？」 

レディのその言葉に、ダンテはピザを全て食べ切った後で、 

「確かに、最近暇だからな……」 

と 答えた。トリッシュは全て荷物を まとめ 終えたら しく、 ダンテの背後の壁に、 ル J ジュで 
何やら書き始めている。レディが目を凝らす と、 「現地集合」 という 文字だった。 
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デビルメイクライ4 


レディの視線に気付いたらしいトリッシュは、人差し指を唇に宛がい、ウインクをしてくる。 

どうやら ダンテに先んじて フォルト ウナに向かうつもりなのだろう。 レディの 話にも結局何 
も口を挟まなかった ところを 見ると、 トリッシュは 既に フォルト ウナ や 魔剣教団について何が 
しかの情報を得ていたのかもしれない。ひょっとすると、彼女が 「Devil 客 ay ory」 に戻って 
来たのも、その事を知ったからこそなのかもしれなかった。 

「ま、旅行がてら斤ってくるか」 

ダンテが そう 決断したのは、既にトリッシュが窓から事務所の外へ と 飛び出した後だった。 

「トリッシュ！お前は I 」 

当然、ダンテが振り返っても誰もいるはずがない。 

「彼女ならもう出てったわよ」 

呆れてレディはそう告げた。ダンテは まじまじと 壁の書き置きを見つめて いる。 レディとし 
ては魔剣教団をどうにかしてくれさえすれば、解決す るの がダンテであろうとトリッシュであ 
ろうと 何も 問題は ない 事だった。 

そのまま立ち去ろうと振り返り、それからふと思い出して立ち止まった。 

「あ、交通費は報酬込みだから。 じ ゃ、頑張って。後は よろしく」 

レディが振り向きそう告げると、ダンテは、返事もせず慌てた様子で支度を始めていた。戦 
う事が外に関しては本当に頼りにならない男だ。レディは思いながら 「Devil say oryj を後 
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WT'A.O 田 M 

アグナスはフォルトゥナ市街の中央に位置ずる大歌劇場にいた。 

儀礼や式典などに一切顔を出さぬこの男には最も似つかわしくない場所でありながら、アグ 
ナスはまるでかって知ったるといぅ様子で歌劇場の奥へと歩を進めていく。そして迷ぅ事もな 
く袋小路になっている廊下の突き当たりで立ち止まると、目の前の壁の一点に指を押し付けた' 
と同時に、アグナスの指は壁の一部ごと中程まで埋まり込む形になる。そして静寂な空間に力 
チリと微かな音が響いた。 

それ夕魔剣教団の中でもごく一部の者にしか知らされていない、隠し通路を開くためのス 
ィッチになっているのだった。 

アグナスの足元の床がゆっくりと、隠されていた階下に繫がる階段を露わにしていく。アグ 
ナスはそれを見て、小さく微笑み、再び歩き始めた。 
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元义その通路は大歌劇場が生み出されるよりも la かな前から存在していたもの だ。永い 歳 
月の間に忘れ去られ、±や瓦礫に埋もれて しまった 古代の 遺産。 

大歌劇場が建造されてから幾歳月の間、発見される事はなかったその通路を、 アグナスに 命 
じて発掘させたのはサンクトゥスである。彼は様々な文献を元に、その通路が歌劇場の地下に 
を在して いるという 結論を導き出し、 そして 実際、発掘の結果、事実は その通りであった。 

その通路は、大歌劇場と同じく市街の中央に位置している聖碑——^11門の直ハ下に通じてい 
る。そしてその空間にこそ、地獄門を封 じるための 結界がを在しているのだ。 

狭い通路を遅々とした足取りで歩みながら、アグナスは張り語めたような空気を臟に感じて 
いた。調査のために何度となく訪がはしたものの、その空気の持つ ある 種の腊觀には質れ る 
事がない。 

「さあ、悪魔どもよ . 」 

闇魔刀を手に、アグナスはそう咳いていた。 

それは、自身を取り囲む空気の重圧を振り払うためで あり、 また、歴史的をこれからま 
し遂げんとする興奮からでもあった。 

「欲望のままに牙を剝くがいい . 研ぎ澄ませていたその脂を振るうがいい . 貴康らのもた 

らす災いこそが、我らが楽園の礎となるのだ……」 

アグナスは、結界の中ん部で足を止めた。闇魔刀を撇からがき、アグナスは大きく馬股：^齡 


いで目を閉じる。 

「堕落した人間に、正義の欽植を……腐敗した世界に神の怒りを……」 

目を見開き、アグナスは闇魔刀を一気に結界の中央に突き立てた。 

「今こそ！審判の 時！」 - 
アグナスの叫びと同時に、周囲を取り囲む結界が強い光を放つ。同時に、地響きが起こり始 
めた。 

アグナスは感じていた。凄まじい魔力が今、自分の足元を伝っていくのを。そしてその魔力 
が、自分の頭上に存在ずる地獄門に流れ込んでいくのを。 

「見るがいい！これこそが我が研究の結晶！真なる地獄の到来！二千年前を超える、大 
いなる混纯 だ！」 

感極まり、 アグナスは 誰も居ぬ空間で声を張り上げていた。 

闇魔刀を用いれば地獄門は解放できる。だがそれはアグナスでなくとも、閣魔刀さえあれば 
可能な事だ。アグナスが歓喜しているのはそれに対してではない。 

このフォルトゥナの一二つ の ポィントには、アグナスが 設計した小地獄門が設置され ている。 
それは研究素体と しての 悪魔を呼び出すためのものだ。しかし小地獄門の目的はそれだけでは 
なぃ。 

小地獄門を設置しているのはフォルトゥナでも特に強い魔力を帯びている±地だ。その強い 
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魔力は、小地獄門により さらに 増幅され、今や フォルト ゥナをひとつの結界で覆ぅよぅなおに 
なっている。 

そして今、真の地獄門が解放された。 

元来、魔界への道は瞬時には開かない。徐々に、時間を掛けて解放されていく。それは人間 
界と魔界との間に存在する魔力の差異によるものだ。開かれた魔界への道から魔力が流れ込み、 
その||度が一定量に達しなければ、魔界への道は完全には開かない。特に地獄門程の巨大な道 
を開く場合、その解放にはとりわけ時間を要ずるはずだ。アグナスは研究によりその事実に気 
付いていた。 

だがこのフォルトゥナの地は、既にアグナスの生み出した小地獄門により濃度の高い魔力で 
満たされている。その結果、地獄門は瞬時に最大解放されるのだ。 

それこそが、アグナスの研究の成果であり、アグナスの歓びの源であった。 
r 食らい 尽くせ！ 悪魔ども ッ！」 

恍惚とした表情で、アグナスは笑った。 

森へと続く道の小高い場所で、ダンテは足を止めていた。 
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目を細め、遥か遠方に位置する巨大な黒い板状の物体に目をやる。それが地獄門と呼ばれる、 
魔界へと続く道である事は、トリッシュから聞かされていた。これまでダンテが目にしてきた 
どんな魔界への道ょりも巨大な代物であるという事も。 

その地獄門が、震えていた。遠方にいるダンテにもそれと分かる程に。 

「間に合わなかったか……」 

ダンテの咳きと同時に、地獄門の表面が妖しい色に煌めき始める。ダンテ 自身、それを目に 
するのは初めての事だった。しかしある程度の予測はしていた。これまでにダンテは繳 とな 
く魔界への道が開かれるのを目撃している。だからこそ、地獄門の解放にさしたる臘觀を搬い 
ていなかったのは事実だ。 

だがぼんやりと地獄門を鱗めていたダンテは、すぐにその安ムし切った表情を一変させた。 

地獄門から、もはや言葉にできぬ程の大量の悪魔が流れ込んできたからだった。 

もはや個体を個体として認識できない、荒れ狂う波のょうな悪魔達の大移動。その波が 一気 
に市街地に覆い被さり、フォルトゥナの街は瞬時にして悪魔で覆い尽くされた。 

「凄ェな……」 

ダンテは思わず感嘆の声を上げていた。 

しかし今 この 場から地獄門の解放を止める手立てはない。大量の悪魔達が、やがて住民達を 
躁順していくと知っていても、今のダンテには何もできない。 


「トリッシュに任せるしかねてか . 」 

市街地にはトリッシュが赴いているはずだ。しかしあれだけの悪魔の来訪はトリッシュでさ 
え予測し得なかっただろう。 この 様子では住民全員を救う事はできそうもない。ダンテはその 
事を気にかけた。 

血も涙もない男だ、とダンテは時折言われる事がある。 

悪魔を退治するために、市民を危険に晒した事も何度となくある。 

しかしそれでも、無意味な犠牲者を出した事はない。 

ダンテが蘇すべきなのは、ただ悪魔を退治する事ではないからだ。罪なき人間を殺めるから 
こそ、ダンテは悪魔を憎ろ悪魔を屠る生業を選んだのだ。 

舌打ちをし、ダンテは先を急ごうと足を上げた。 

その直後、地獄門の方からした轟音に、振り返る。 

見ると、地獄門の上空に、神が出現していた。教団本部から飛び去り、一度身を隠して地獄 
門の解放を待っていたのだろう。 

神の額から i 藏が光が放射され、その光は地獄門から現れたばかりの悪魔達を瞬時に焼き払 

った。 

神の頭上には教皇が立っている。 

教皇は悪魔をぃ一っ載した事を確認し、満足そうに領いて市街地を見渡した。 
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、「フォルトゥナの民達よ！恐れるな！大いなる猶いを取り去るために、私は驗ってきた！ 
偉大なる神と共に！」 

遠方からでも微かに聞きと る 事ができたその言葉に、ダンテは散！^していた。自分達で悪魔 
を呼び出し、その悪魔を殺して英雄を演じて いる 様は、あまりに 觀織だった。 

教皇は高らかな叫びを続ける。 

「さあ、がるのだ！聖歌を捧げよ！世界はまだ終わって はおらぬ！」 

大した もの だ、とダンテは思う。賞賛す るために 拍手 さえして いた。自分を英雄と思いスーん 
だ悪党には何度か出会った事はある。だがここまで露み1£な自作自演劇の果てに、 あそこまで 
堂々と英雄ぶった者を見たのは初めての事だった。 

「演技派だな爺さん……せいぜい頑張って住民を守ってくれよ。その方が俺も動きやすい」 

神の周囲には、教団が生み出したという錯騎±が無数に取り巻いている。彼らもまた住民を 
守るためにあちこちへと向かうのだろう。地獄門の解放を見て、住民の安否を繁廊いはしたダ 
ンテだったが、教団自身が守ってくれるのなら世話はない。 

「さて、行くか……」 

軽い足取りで、ダンテは進路を森へと向けた。 


厳剣教団に潜入^るにあたり、トリッシュが持ち出したものが四つある。 

ひとつは魔剣スパ I ダだ。 

ダンテの父、魔剣±スパーダの愛剣であり、彼の魔力そのものと言ってもいい魔剣。 

そして残りの一二つは、ダンテがこれまでの仕事で得た魔具だ。 、： 
あまり物 jj ' ST のないダンテは、魔具などを手に入れても手元に置いておく事は稀で、大概 
は手放して しまう。 知人にそういったものを専門に預かる質屋の ような 男がいるから、彼に借 
金の カタと して取られる場合もある。 

だが フォルトゥナ 潜入を決めた時、たまたまダンテの手元に魔具が一二つばかり残されていた。 
トリッシュは それもスパーダとぃ一っ緒に持ち出したのだ。教団が魔具も集めていると、レディ 
から聞いたせいだろう。 

それら魔具が今はフォルトゥナの各地に散らばっているという事は、トリッシュからの情報 
で知っていた。何でも、教団が生み出した擬似地獄門の起動装置に使われているという。 

まずはその魔具を取り戻す。ダンテはそう決めていた。 

を民達は教団自身とトリッシュに任せておけば、大きな被害が出る事はないだろう。だとす 
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れば、ダンテはあの神に対抗するだけの力を手にした方がいい。 

普段なら、そんな事はこれっぽちも考えはしない。 

ダンテは、魔剣±スパ I ダの血と魂を受け継いだ己の力を誇りにしているし、その力が何者 
にも負けるはずはないと考えている。実際、完成したというあの神に対しても、負ける 要素が 
あるとは思わない。 

しかしダンテはあの神を破壊できない。 

あの中にはネロという少年が取り込まれてしまっているからだ。あの神を破壊すれば、おそ 
らくネロもまた巻き込まれて死んでしまうだろう事は想像に難くなかった。 

破壊せぬょうに気遣いながらあの神を相手にするのはさずがに面倒だ。 リベリオンやエボニ 
1、 アィボリ ーだけでは少々必許ない。ダンテはそう考えていた。 

「結果才 I ラィって事か . 」 

トリッシュがあれこれ持ち出したおかげで話が ややこしく なったきらいはあるが、結果的に 
はそれが幸いしたという事だろう。教団も様々な魔具を集めていたらしいが、その魔具のがが 
はよく分からない。はっきりしているのはトリッシュが持ち出した一二つだけだし、 ダンテと し 
ても使い慣れたそちらの方が この 状況ではありがたい。 

魔界の植物が生い茂ってしまっている森を進み、ダンテは周囲にむせ返るような魔力ががち 
満ちている事に気付いた。それは穫気と言い換えてもいい。並の人間なら足を勝み入れただけ 


で気を失うような濃度だった。 

地獄門が解放されてからまだ間もない。その僅かな時間の間にこれだけの魔力が流れ込んだ 
とは考えにくかった。おそらくは教団の設計した擬似地獄門とやらのせいだろう。 

「どっちにしろ、破壊しとけって事か……」 

ぼやきながらダンテは足を進めた。神を相手にした後でまたあちこち戻って地獄門を破壊ず 
るのは面倒が外の何物でもない。このまま擬似地獄門を破壊しつつ先を急ぐのがやはりべスト 
な道のりだ。 

森には無数の悪魔がはびこっていたが、強大な力を持つ者は殆どいなかった。地獄門が開か 
れた今、どれ程の相手が現れるかと思っていた夕もはや魔界には下級悪魔しか残されてはい 
ないのかもしれない。 

そう考えて、ダンテは足を止めた。 

森の中央部、擬似地獄門の上空に、巨大な竜のような悪魔が飛んでいる。教团本部を訪れた 
時、同じように遠方の空で見かけた悪魔だった。その時は先を急ぐために放っておいたのだ。 

その悪魔が、上空を漂いながら無数の種子らしき物体を産み落としているのに、ダンテは気 
付いた。森の変貌は、おそらくその種子によるものだろう。 

ダンテは小さく笑い、今まさに産み落とされ空を落下していく種子の方に駆け出していた。 

「ポロポロとゴミを落とすもんじゃねユな……」 
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おき、種子のひとつが地面に落下する前に大きく踰り上げる。踰り飛ばされた種子は落下中 
のもうひとつの種子に激突し、弾き飛ばされてその進路を変えた。 

ダンテは続けざまに森を駆け抜け、飛び上がった。空中で身を«いながら、サッヵ ー 選手の 
ようにさらにもうひとつの種子を 織り 飛ばす。 

複数の種子は森の樹木に当たり、他の種子に当たりながら何度も進路を変え、やがてが ての 
種子が揃ってひとつの同じ方角に向かって突き進んでいた。. 

それに気付いたらしい竜のような悪魔は、空中でうねりながら滞空すると大口を開けた。そ 
の大口の中には女性の上半身のようなものが備わっている。どうやらそれが本体らしい。 

「由貝様-」 

本体が口を開いた瞬間、 ダンテが 織り飛ばした種子が連続してその頭部に命中する。 ダンテ 
は足を止めて笑った。 

「舌曠んだか？悪いな、お噪りができるとは思わなかった」 

悪魔は、ダンテを晩みながら低く瞻った。 

「無礼な . わらわをこの森の主と知っての狼藉か . ！」 

その言葉に、ダンテは肩を疎める。 

「いや……知らねュな。と言うか、ここは人間の森だ。お前の森じやないだろ、 どう 考えて 

も」 


ダンテがそう告げると、悪魔は愉快そうに笑った。 

「ほほ……愚か者め。我が子らが覆い尽くせば其処がどこであろうとわらわの森となる。この 
エキドナの森にな……」 

人語を解するょうな知性のある悪魔は、往々にして自己驅巧欲が強い。別段、ダンテとして 
は悪魔の名など知りたくもないのだが、向こうから嬉しそうに名乗ってくる。ダンテはエキド 
ナと名乗った悪魔を無視し、擬似地獄門の方へと歩き出した。 

「こちらを見ぬか . ッ！」 

エキドナはそう叫んでダンテに向けて突進を始めた。瞬時に竜のょうな形状に変化し、その 
頭部がダンテを飲み込もうと牙を剝く。 

ダンテは振り返り立ち止まったが、そのまま何もしなかった。何となく、相手の攻撃を受け 
てみたくなってしまう瞬間が、ダンテには時折ある。そういう刺激がなければ、時に悪魔狩り 
は退屈なルーチンヮークに陥ってしまうからだ。 

そのまま 一気にエキドナの頭部に食らい付かれ、ダンテは上半身を巨大な顯に挟まれる。 

その食らい付かれた口内で、エキドナが笑い始めた。 

「貴様もわらわの子とひとつになってこの森の一部となるがいい。平穏無事な余生を送らせて 
やろう . 」 

思わず溜め息がこぼれた。 
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ダンテはゆっくりとエキドナの両頸に手をかけ、力を込める。 

「そういう誘いなら……パスだ」 

強引に自^を押し挟む頭を開きながら、ダンテは そう 咳いた。そして エキドナの 觀駭 から 総 
出し、髪を搔き上げる。 

「刺激があるから人生は楽しい。覚えときな。人間ってのはそういう もんだ」 

怪我ひとつなく自分の口内から逃れた事を侮辱と捉えたのか、 ユキドナは 再度女性の ような 
本体を現し、ダンテを腕み付ける。 

「貴様……人間の分際で……ッ！」 

ダンテは自分の背後に ある 擬似地獄門に目を向けた。その傲がには 小さな装置が置かれてい 
る。おそらくそこに 魔具が 埋め込まれているのだろう。 

「ちょっと刺激を体感して みるか？ ちょうど いい 得物も ある」 

エキドナにそう告げると、ダンテは後方に跳び、着地と同時に地獄門の起動装置を 踰り 付け 
る。その衝撃で、光の球のような物質が上空へとがき出された。 

多くの魔具は、魔力を付加ずる事でそういった形状に圧縮ができる。その魔具 もまた、教団 
によって埋め込まれる前に圧縮されていたのだろう。 

吐き出された光の球に手を差し伸べると、それを待ち構えていたように光球はダンテ 目が け 
て飛来し、その手の中に収まった。ダンテはそれに魔力を流し込み、その魔具を 展開す る。 


「さあ . どれが出てくるかな」 

どの魔具がどの門に埋め込まれているかまでは、ダンテは知らない。だがそれがどの魔具だ 
としてもエキ ドナに刺激を与えて やる には適した武器だ。 

展開された魔具を見て、ダンテは小さく口元を歪めた。女の形状をした H キドナに、その魔 
具を用いるのもなかなかに面白い。 

展開された魔具が瞬時にダンテの肉体を覆う。 

それは魔具と呼ばれてはいるが、武器と呼ぶべき存在かどうか、ダンテには分からない。 

衝撃鋼ギルガメス。 

生命体と一体化する事で強勒な肉体をもたらし、同時に衝撃を生み出す力を与える魔界産の 
金属生命体だという。 

そういった情報は、 re ねトリッシュから得たものだ。ダンテは魔具の持つ経緯などを細かく 
調べる事はしない。だからギルガメスが魔具であろうとなかろうと、そんな事はどうでもいい 
事だった。 

ダンテと一体化したギルガメスは、まるで錯のような形状に変化し、ダンテの四肢と背部を 
包み込んでいた。両腕にはミサィルの発射装置を想わせるような突起、両足には車輪のような 
機関が備わっている。ダンテの意思によって、ギルガメスはその形状を変える。 

厭に何度かギルガメスを用いた事のあるダンテには、それが最も適した形がであった。 
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「刺激たっぷりの時間を過ごさせてやる……来いょ」 

言葉と共にエキドナに手招きをすると、エキドナは叫びながら上空へと飛んだ。凄まじい速 

じようしよう ひるがえ きより つ 

さの上昇の後、身を翻して一気にダンテとの距離を詰めてくる。 

ダンテは深く腰を落とし、右手を腰に引きつけて構えた。 

うな じよじよ ちくせき 

力を込めた右腕がエンジンのょぅに隐りを上げ、ギルガメスの生み出した衝撃が徐々に蓄積 
されていくのが分かる。 

「いいパンチが入りそぅだ」 

ギルガメスは多数を相手にするのに決して適した武器ではない。肉体に依存するといぅその 
形状の性質上、攻撃はパンチやキックといった延長線上になってしまいがちだ。 

だがダンテを飲み込む程に巨大なエキドナの頭部は、ギルガメスで相手をする上で格好の獲 
物だった。あれ程狙いやすい的もない。まして向こぅはその巨大な頭部を激突させんと突進し 
てきている。 

エキドナの頭部が眼前に迫ったその刹那、ダンテは一気に拳を振り上げていた。 

同時に、両腕の装置が蒸気を発しながら杭状の機関を排出する。 

巧 isin 的 己 ！ 

「 . ラィジング ドラゴン！」 

突き出した拳を上空に向け、ダンテは地面を織った。衝撃鋼の力にょってその跳躍もまた通 

しゆんぱつりよく 

常のダンテが上の瞬発力にょって為されている。 
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ィ i か心巧と名付けた通り、ダンテの身体は天を目指す竜のように上空へと舞った。その勢い 
のままに、突き上げられた拳がエキドナの竜のような頭部、その顯を打ち上げる。同時に、ギ 
ルガメスが抓一っした#が突き刺さり、衝撃をその肉体に伝達させる。 

ボクシングで言うヵゥンタ ーで命中したダンテの拳は、巨大なエキドナの身体を吹き飛ばす 
に充分な&歌力を^めていた。エキドナの身体が空中で一回転し、地面に激突する。 

エキドナは竜の口から本体を露わにし、まるで人間のように身体をふらつかせた。 

ダンテはそれにゆっくりと近付きながら微笑む。 

「どうだ？楽しいだろ？生きてる実感ってやつだ」 

エキ ドナは 何も 言わなかった。 とても 答えられる ような 状態ではないらしい。 

「ちょっと刺微が強すぎたか . ？」 、 

もう少し待って、 相手の言い分を聞いて みようかと いう気持ちが一瞬芽生えたが、ダンテは 
すぐにそれを打ち消した。 

この悪魔は一応、女のような姿をしている。 

昔から、女運があまり良くないのだ。少し手ムを加えたりした結果、腹を突き刺されたり眉 
願を撃ち拔かれたりといった憂き目に遭った事もある。 

「ま、 さっさと 終わらせた方が無難だな……」 

ふらついているエキドナを前に、ダンテは深く腰を沈める。 
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それから、どんな技を繰り出そうか思案した。 

「パンチの次は：：：キックにするか」 

相手を倒せればどのょうな技でも別に問題はないのだが、何となく、同じ技ばかりを繰り出 
すのは気が引けた。それもまた、ダンテなりの退屈凌ぎの方法だった。 

地面を踰ると同時に回し織りを放っと、ユキドナの脇腹に®りがめり込む。 

そのままの勢いで身体を反転させ、二発、三発と踰り込んだ。 

合計十 S 発。 

踰りの乱打を浴びたエキドナは大きく仰け反り、、ダンテに手を伸ばそうとする。 

ダンテはその手を振り払い、後方に跳ぶとエボニーとアィボリーを構えた。 

「わらわの……森が……」 

うわ言のょうに咳くエキドナに銃口を向けて引鉄を引くと、エキドナの身体中を駆け巡って 
いた衝撃が一気に解放され、エキドナの身体は四散した。 

銃口に一息吹きかけ、ダンテはエボニ^ —とアィボリーを収める。 

「今日の女運は悪くなさそうだ……珍しい」 

ダンテはそのまま擬似地獄門の方に歩き出した。動力となっている魔具を失ったが上、 この 
門が動き出す事はないだろうが、後々の事を考えれば破壊しておくに越した事はない。 

門の目の前で拳を突き出し、ダンテはそっとそれを宛がった。 
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足を動かさず、上体の動きだけでその拳を突き出ず。 

門は I 則^の間、何事もなかったかのょぅに Mil していたが、やがて様々な各所に亀裂が走"^ 
ていく。 

それを見て、ダンテは門に背を向けた。背後で門が崩れ去る音が響いた。 

「さて、とりあえずひとつ、か . 」 

残る魔具は二つ。そして闇魔刀。 

あまりのんびりしている暇はなさそぅだった。 
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田 Iw 



レディは船上で潮風を感じながら、遠方の風景を見つめていた。 

既にフォルトウナの街は遠方に見えている。しかし到着にはまだ幾許かの時間がかかりそう 
だった。 

「やっぱりアイツに任せて正解だったわね」 

遠方のレディの目にも、今フォルトウナが置かれている現状は見て取れた。地獄門と呼ばれ 
る装置から大量に噴き出した悪魔の群れ。それに合わせるように出現した巨大な石像のような 
存在。人間のハンタ！ではおそらく相手をするのは不可能だろう。だがダンテやトリッシュな 
ら、おそらくそれも可能だ。 

「あの . 本当にあそこに行くんですか？」、 

船頭のベンがフォルトウナの惨状を見て、怯えたようにレディに尋ねてくる。その質問が為 


91 


デビルメイクライ4 


されたのはこれで四度目だった。 

「何回も言わせないで。行くのよ。大丈夫、着く頃には収まってるから」 

レディはそう答え、 ベンに聞こえぬ声で、「たぶんね」と付け加えた。正直な話、 レディ 自 
身 ここまで 大量の悪魔が湧き出すような事態になるとは思っていなるった事はヘンには告げ 
なかった。亜心魔一みの仕事に離わった事がある男だから、悪魔のあれこれについて説明しなく 
て済むのは幸いだったが、そんな男でも怯える程には今のフォルトウナの状態は凄まじいとい 

う事だ。 かたゎ か 

半信半疑といった様子で驗&室に向かったベンの背を見ながら、レディは傍らに立て掛けて 
あるカリ^~ナ U アンに触れる 
「 I 応持って来て正解だったって事か……」 

そもそも レディがフォルト ウナに向かっているのは悪魔を退治ずるためでは な' い。仕事を終 
えたダンテと トリッシュを 撇 える ためだ。それは トリッシュが 旅立ってから数日経った後に手 
紙でが臟された事だった。一力月後に迎えの船を出して欲しい、と。 

教団と戦い教団を瓣臟させれば、フォルトウナの街は混乱する。そうなれば帰るための船を 
用意できるかどうかは懐しい。そう考えての依頼だったのだろう。一力巧というのはおそらく 
多少の於織を見た上での期間だと考えていただけに、 もうじき フォルトウナに到着するという 
この段になってまだ街があのような惨状にあるとは考えてもいなかった。 
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最悪、自分もあの悪魔どもを相手に立ち回らなければならない。 

船はムなしか数時間前に比べて速度を落としていた。ベンが恐れをなしてなるべく到着を^ 
らせようと している のだと 気付き、 レディは 操船室に向けて歩き出した。 

そして頭上にそれを見付けた。 

悪魔だった。 

吸い込まれそうな闇色のコートのような物を羽織り、帽子を被って いるよう に見える。 
悪魔はレディの頭上を漂いながら、真っ赤な爪を何度かうごめかせた。 

「あら……こっちまで流れて来ちゃったの？」 

首を傾げながら、レディは太股のホルスターから銃を引きなく。だがレディがその引^を引 
くよりも 速く、悪魔の爪がレディを襲っていた。 

啞嗟に危機を感じ、レディはバク転をしてそれをかわす。見上げると、悪魔は最初にいた場 
所からほとんど動いていない。爪だけが伸びてレディを襲って来たのだとレディは知った。 
悪魔は笑うようにかすかな啤き声を上げた。 

「カンに障る声ね」 

言いながらレディは銃を数回発射した。悪魔はやはりその笑いを続けながら風に流されたよ 
うに左右に移動して銃弾を回避する。そしてその直後、再度レディにその指先を向けた。 
レディは舌打ちして飛び退く。瞬時に伸長した爪が甲板に突き刺さった。 
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自分が 襲われるのは問題ないが、船を觀されればこんな洋上に投げ出される事になる。レデ 
ィは齡りながら立て掛けてあるカリ！ナ U アンに視線を向けた。 

ミサイルを使うのはマズい。船ごと壊しかねない。しかし悪魔の動きから見て、拳銃だけで 
仕留めるのは難しいかもしれない。 

悪魔は渋然、宙からレディを見下ろしている。そして笑い声のような啤き。 

「そうをって韋そうに人を見下ろすもんじやないわ」 

カッと なると瞬間的に我を失うのは自分の悪い ところ だ、とレディは自覚している。それで 
昔は悪魔かどうかも分からない男の頭をち抜いたりもした(結果的にそれは悪魔だったので 
殺人者にはならずに済んだが)。 ..、まん 
をしな昔に光ベれば、常に冷静でいられるようになったとレディは思う。しかし時折、我慢 

ならない事もある。 

今の状況がそうだ。 みこ 

船の上。 こちらからは手が出しにくい状況。そしてそれを見越したかのような悪魔の態度。 
知をがあるのかどうかも怪しくはあったが、自分を®がような態度が気に入らない。 

レ ディは カリ1 ナ U アンに手を!：ばしていた。悪魔蔓だレディの頭上を漂っている。 
「降りて来なさい」 

そう言菜を化き、レディはカリーナ U アンの引鉄を引く。 



94 


ヵリ I ナ u アンの銃口から射出された、、、サイルは緩い弧を描きながら悪魔目掛けて飛んだ。 
悪魔はゆらりとした動きでその、、、サイルを回避したが、ヵリ^ —ナ U アンのミサイルは多少の 
角度の誤差は修正する。 

目論見通り、ミサイルが悪魔に命中し爆発を生み出した。爆風に煽られ、レディは腕で顔を 

i ぅ。 

それでよ うやく 事態に気付いたのか、ベンが慌てて操驼室から飛び出してきていた。 

「ちょ . あんた！ 何やって-」 

そのベンの背後に、例の悪魔がいた。羽織っていたコートのような物質が ところどころ 娜げ 
てはいたが、大きな傷を負っている様子はない。 

レディは すぐさま 拳銃を引き拔いて数発撃ち込んだ。ベンを 襲おうと していた悪魔がそれに 
気付いて上空に舞い上がる。 

「あんたは隠れて て！」 

ベンにそう告げながら、レディは甲板の上を走っていた。 

船を壊されるの も 厄介だが、ベンを殺されるの も 問題だ。操船の技術は レディに はない。 、、ハ 
イクや車と違って船を用いる ような 仕事はほぼを在 しないと 言っていいからだ。 

ベンは慌てた様子で操艇室の扉を開けたが、ずぐに、 

一こ.，：： ツ ！ 」 
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と声を上げた。 

目を向けると、 上空に飛んで行ったはずの悪魔が操船室の中に入り込んでいる。 

脈&一に銃を向けたが、もし銃弾が外れれば船を傷付ける事になるのに気付き、レディはベン 
を悪魔から艦れ るよう に突き飛ばした。そして担いでいたヵリーナ U アンを構える。 

悪魔はそれを見て警戒するようにまた上方へと飛んだ。 

馬 股ぅに纖繫 する 事もなく、悪魔は吸い込まれるように消えてしまう。 

入り口から離れ上空を見やると、悪魔はまた上空で漂っていた。壁をすり抜ける事ができる 
らしい。 ますまず厄介な相手だった。船頭を操船室に押し込めても、これでは簡単に殺されて 
しまう。 

ならばせめて戦いやすい場所に移動させるべきだ。 

そう考え、レディは銃を撃った。わざと'継がをかわさせ、悪魔が甲板の方に向かうように誘 
導する。 

「そこにいて！動かないでよ！」 すでこし 

ベンに向けてそう雌んだが、あまり意味はないようだった。彼は既に腰を抜かしている。 

再度、甲板で悪魔と涨喊しながら、レディは周囲を見回した。これ一匹ならまだどうにかは 
なる。だがもし複数で繫われるとがたないかもしれない。それを危惧していた。今のところ、 
«の驗膨の気配はない。それに就'龄して正面の悪魔に視線を向け直す。 
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レディは、悪魔の身体を覆う衣のようなものが、元通りに戻りつつある事に気が付いた。爆 
発の影響で剝げかけていたはずだ。おそらくその衣が爆発の被害を最小限に食い止めたのだろ 
え 

この悪魔を仕留めるにはその衣を全て剝ぎ落とす必要がある。そう感じて、レディは カリー 
ナ U アンを向けた。悪魔は また その射線から逃れるように空中を移動した。先程の I 撃で学習 
したらしい。 
r ® 陶しい……！」 

レディがぼやくと、悪魔が瞬時に爪を伸ばした。その爪を、レディはかわさず、カリーナ U 
アンの銃身で受け止めた。かわせば船が傷付く事になる。 

その爪には、 カリ I ナ U アンを 射貫く程の威力は ないらしい。 悪魔が衝撃で空中で よろめく 
ような仕草を見せた。 

レディがカリ I ナ U アンを盾に したまま 拳銃を 引き抜き 撃ち込むと、銃難はよろめく悪魔に 
命中する。だが、さしたるダメージは与えられていない。取り巻く衣が僅かに剝がれただけだ 

つた。 

銃弾を受けた悪魔は怯みながらレディから離れるように移動する。 

また悪魔の攻撃を待って、 その 隙を突くか。しかし、 ミサイルを 警戒して いるところから 見 
ても同じ手が何度も通用するかどうかは分からない。それに相手の攻撃を待って反撃 するとい 


うのはレディにとって好ましい戦い方ではなかった。 

「本当に面倒くさい相手ね……」 だ 
レディはカリーナ U アンを 5%に投げ出し、腰に矿るしている手樞弾を手に取った。 

ピンも抜かず、それを上空の悪魔に臟り投げると、レディは手權弾を撃ち抜いて悪魔の手前 
でそれを爆発させた。爆風でレディの黒髪が揺れる。 ちょ 

if こくえん はば 

相手にダメージを与えるためのな撃ではなかった。目的は、あくまで黒煙で悪魔の視界を阻 
む事。 

「終わりよ」 ナ 

暇き、 レディは が 元のカリー ナ U アンを踰り上げてキャッチずる。 

そのまま 眼前に!!がと広がる黒煙に向けてミサイルを発射した。 カリ ーナ U アンの 爆発が 
手權弾の爆発に重なるのとほぼ同時に、不快な鳴き声と共に白い虫のような物が落ちた。 

「……本体はみすぼらしいのね」 

レディはその虫に近付きながらそう言った。 

ともすれば人間のように見えた悪魔だった夕身体を覆う黒衣が剝がれ落ちた今の姿はどう 
見ても巨大な昆虫のようにしか見えない。 

本体を現した悪魔は、レディの接近に気付き、甲板の上を這い回り始めた。その姿には、先 
程までこの悪魔にあったある種の高貴さのようなものが一切感じられない。 
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レディが黙ったままボゥガンの矢を撃ち込むと、虫のような悪魔は甲板に縫い付けられる格 
好になる。そしてそのまま数度蠢き、やがて動きを止めた。 

安堵の息を漏らし、レディはベンを振り返った。 

「大丈夫？怪我はない？」 

尋ねると、ベンは よろよろと 立ち上がりながら、 

「ああ . 」 

とだけ答えた。 

「だったら急いでくれる？貴方もこんな海の上に投げ出されたくはないでしょう？」 

そう告げてレディがベンに歩み寄ろうとずると、ベンは怯えたような表情をしながら後ずさ 
る。そんなにキッい言い方をしたつもりはなかっただけに、ベンのその態度には疑問を感じず 
にはおれず、レディは足を止めた。 

「何 . ？」 

ベンが見ているのはレディではなかった。その視線は自分の後方に向けられているのだとレ 
ディは気付く。 

そして振り返り、レディは晒然とした。 

レディの背後の上空に、既に無数の悪魔が群がっていたのだ。 

先程一匹始末した悪魔と同種のもの。そしてそれによく似た赤い体色の悪魔。 


「成る程ね……」 

これだけの数の悪魔を相手にして果たして船が無事でいられるだろぅか。レディはただその 
事だけを案じた。無論、それは悪魔によって破壊される可能性を危惧したのではなく、レディ 
の攻撃によるものだけを、である。 

「救命用のボートがあるでしょぅ？それで避難して」 

ベンの方を振り返らず、レディはそぅ告げると、まだ数発の離丸が残されている銃のマガジ 

は^しゆつ そうてん 

ンを排出し、新たなマガジンを装塡した。 

森を抜け、ダンテはフォルトゥナ城に再び訪れていた。往路でも感じていた事ではあるが 
この街周辺の道はどれも険しく、しかも難解な迷路のよぅに入り組んでいる。 

それはおそらく中世、まだ国との領±争いなどをしていた頃の名残なのだろぅ。もしもそ 
れを指示したのがスパーダだとしたら、皮肉なものだとダンテは思ぅ。こんな構造をしてさえ 
いなけ味ば、もぅ少し近道ができそぅなものだ。それをいちいち歩いて元来た道を戻らなくて 
はならない。 

城内にもやはり無数の！!廳が蔓ひ延っている。それを相手にしながら城内を進むぅち、ダンテ 
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はその悪臭に気付いた。ダンテだからこそ感じ得る、悪魔特有の臭気だった。しかもかなり強 
い。思わず顔をしかめたくなる程だった。 

「こり やどっかに大物が いるな……」 

巧き、ダンテはその臭いの元を辿るように歩いた。城の中にも教団が設置した門がある事は 
分かっている。これだけ強い臭気を放つ悪魔となれば、その門から這い出してきたものである 
可能性が高かった。 

中庭と思しき空間に辿り着き、 ダンテは 足を止めていた。ひどい吹雪だった。数 センチ 先の 
視界も開けないような有様だ。 

「ふゥん……」 

ダンテは周囲を見回した。その空間に天井はなく、屋外である事には違いない。しかし四方 
は城壁に囲まれる形になっており、そこまでの強い吹雪が起こり得るような場所ではない。そ 
の吹雪が悪魔の仕業である事はもはや疑いようがなかった。 

この付近に門がある可能性が高い。そう考え、ダンテは荒れ狂う吹雪の中を歩もうと足を進 
め、またすぐに立ち止まった。 

数メ I トル先に、何かを見付けたからだった。相変わらず視界は悪かったが、それはぼんや 
りと淡い光を湛えている。そのせいでダンテのいる場所からでもなんとなくその存在を知る事 
ができた。 
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悪魔か、そう思いダンテが目を細めると、その淡い光がゆっくりとダンテに近付いてくる。 
「お、ッほ……」 

ダンテは思わ至削のめりになり正面を歌き込んだ。 

裸の女だった。 

白い吹雪の中、空中を||うように踊る二人の女。その裸体は淡いピンク色の光を放ち、それ 
が実に官能的な風情を生み出していた。 

女達が数度、楽しそうな笑い声を上げ、ダンテを手招きする。 

ろた 1 ちた I 

職らず、ダンテは雌びながら女達に歩み寄っていく。ずると女達はふわりとをを舞って、ダ 
ンテから逃れるように距離を開けた。 

「つれないね H ……だがそれがいい」 

泌げられれば追いたくなる。そんなダンテの性格を見透かしているように、ダンテが何度と 
なく女達を撤きすく めようと しても、女達は輕やかにその腕の中から逃れていく。 

「お^りは禁止か？じゃあせめてゆっくり K めてるかな . 」 

が燃齡敷的なダンスを続けている女達の前で、ダンテはゆっくりと寝転がった。煽るような 
アングルになるとよ的な度合いが高まり、ダンテは満足げに嘆息する。 

「最高だ……ムが安らぐ……」 
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ダンテが そう曠バた時だった。女達の背後から狐のような叫びと共に、猛烈な勢いで何者か. 
が 飛び出してくる。 ダンテはすぐさま 跳躍し、その何者かに よる 一撃をかわした。 

姿を現したのは、段がな殿がような悪魔だった。その頭部に、触角のように例の光る女達が 
ブラ 下がっている。その女達を•節にして、獲物を誘い込んでは食らうのだろう。深海魚のよう 
なその風：に、ダンテは苦笑していた。 

「貴様……気付いとったンか……」 

ダンテの反応の速さを疑問に感じたのか、悪魔が問うてくる。 

ダンテは自分の眼前で何度も掌をひらつ かせて、 

「ベィビ ー ちゃんの質は悪くなかったぜ……だがお前の体臭がな……酷いもんだ。鼻づまりで 
もしてなけりゃ、驅されてやるのは無巧だな」 

そう答えた。そもそも悪魔の臭いを追うようにしてこの場に来たが上、悪魔の存在に気付か 
ぬはずもないのである。 

ダンテの態度をと捉えたのか、悪魔は凄まじい勢いで鼻息を漏らし、 

「ふざきゃあがって、こンのボケが…… ッ！」 

と言った。人の言葉を勝'へっているには違いない が、 說りが きつく、 聞き取りにくい。それに 
どうやら 自分の事を知らないらしい。ダンテは 111 か落胆していた。別段、有名になりたい など 
と思った 事がある わけではないが、しかしそれなりに悪魔の中にも名は知れ渡っていると思っ 
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ていたのだ。ところが先程のエキドナしかり、この盛 I 魔もまたダンテを見て、さして驚くよう 
な様子はない。 

「最近サボってたからか . .それともお前が田舎者なだけか？」 

唐裝に、ダンテは目の前の悪魔にそう尋ねたが、その質問の意味など通じるはずもない。悪 
魔は大量の唾を飛ばして叫んだ。 

「やかましいわッ！」 

言葉と共に吐き出された息でダンテのコ I 卜が捲れ上がった。そしてそれを追いかけるよう 
に大量の唾がダンテを襲った。 

幸い、先に身体を覆うようにコートが捲れ上がったおかげで、唾で身体が汚れる事はなかっ 
た。しかし あまり 気分のいいものではない。 

「このダゴン様の恐ろしさ、思い知らせちゃる ッ！」 

そう叫んで、ダゴンは再度鼻息を漏らす。 

ダンテはべっとりと巧れたコートを気にしながら、 

「充分思い知った……もう勘弁してくれ……」 

と咳いた。コートを捨ててしまいたいという衝動に駆られたが、ここは旅先で代えがあるわ 
けでもない。 

壳ねッ！ J 
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ダゴンが大きく息を吸い込み始めるその背中に、無数の氷塊が生成されるのを見て、ダン 
テはすぐに気分を取り直し身構えた。 

ダゴンの背の氷塊が上空に向けて射出される。それから一気に、ダンテを狙うように地上に 
向けて落下を始めた。その一発一発をかわしながら、ダンテは視界の悪い吹雪の中を駆け走っ 
ていた。 

この中庭のどこかに門がある事は間違いない。まず先にその門を探すべきだ。そう考えてい 
た。 

「ちよこまかしやがって！いつまでも逃げ回れると思うなや . わしら兄弟全員でブチのめ 

してやるけ H の…… ッ！」 

ダゴンはその言葉の後に、突然晦哮を上げた。 

それに呼応するように、中庭のどこからか同じような唯哮が上がる。そして無数の地響きが 
起こる。ダゴンはまた鼻息を漏らした。 

周囲を覆っていた激しい吹雪がいくらか落ち着き始めていた。おそらくダゴンがそうしたの 
だろう。ダンテにその様を見せ付けるために。そして絶望を感じさせるために。 

実際、普通の人間にとってならば、その光景は決して好ましいものではなかった。 

中庭の片隅に設置された門。その門から何匹も何匹も這い出してくる、ダゴンと同じ姿の悪 

勝達。 


しかしダンテにとって、吹 tr が晴れてその光景を目にする事ができたのは、むしろ幸いだっ 
た。探すべき門の在処が分かりさえすれば、他に気に掛ける要素は何ひとつない。 

「おい！ コィッをブチ殺すぞ ッ！」 

最後の一匹が門から這い出してきたのを機に、ダゴンがそう叫ぶ。一斉に他のダゴン達が 
(他の者は違う名を持つのかもしれないが)ダンテを晩み付けた。 

15、同じ顔をしているのがおかしく、ダンテは苦笑しながら門に向かってまり出していた。 
ダンテが% を仕掛けてきたと勘違いしたのか、ダゴン達が身構える。 

だがダンテは大きく跳躍すると、一切の攻撃を繰り出す事なく、ダゴンの身体の上に着地し 
た。そしてず ぐさま 再度跳躍する。 

「おお……ッり：」 

赔み台にされたダゴンが低く啤く。 

一匹、二匹とダゴン達を足場にし、ダンテは一直線に門の元へと進路を向けていた。 

そして門の傍に着地し、振り返る。 

ダゴン堇はその巨倘のせいで、ダンテの方を振り返るのにもモタモタしているような有様だ 
った。 まして鹏 '"，空間に 無数のダゴンがひしめき合っている状況だ。互いの身体が岡え、邪魔 
し合つて一層難儀している。 

その様子にを歌めながら、ダンテは門の起動装置を®り上げた。 
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残された魔具は二つある。 

そのうちのひとつは、いかにもこういった状況で使いやずいものだ。 

「さて……当たりか、外れか……」 

どの魔具を使ったところで別段ダゴン相手に負けるとは思わない。しかし楽に済ませる事が 
できるなら、そうするべきだ。先を急いでいるが上は。 

起動装置から跳ね上がった光球が、ダンテの掌に飛び込んでくる。すぐさまそれを展開した 
ダンテは、小さく口元を歪めた。 
r 当たり"だ……俺のクジ運もまんざらじゃないな」 

咳いたダンテの手に握られているのは、スーッヶースを想わせるような形状の魔具だった。 
その名を「パンドラ」という。 

魔具の中には、特に「魔銃」と呼ばれるヵテゴリのものが存在ずるが、パンドラもその魔銃 
のひとつだった。およそ銃には見えぬ外観ではあるが、パンドラこそが魔銃と呼ばれる兵器の 
中でも突出した力を持つ事を、ダンテは知っている。そしてそれ故に、悪魔ひしめき合う今の 
状況には打ってつけの兵器である事も。 

「始めるか」 

ダンテはパンドラを地面に置く。そして頭にひとつの武器を思い描いた。 

呼応するように、パンドラが形状を変化させ、ガトリングガンと呼ばれる其器に似た機関を 
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ぉ出ずる 

「ハ ハッ！」 

笑いながら、ダンテはスーツヶースのグリップに生み出された引鉄を引いた。 

生み出された銃身から、繫まじい速度で無数の弾丸が射出される。 

ようやく全員がダンテの方を向き直ったばかりのダゴン達を、バラ撒かれた弾丸が襲った。 
しかし元より、腊娜的な破壊力を持つな撃ではないだけに、全てのダゴンを片付けるに適した 
攻撃ではないと気付き、ダンテはパンドラを変形 させ、 元の形状に戻す。 

そしてまた別の武器を思い描いた。 

それがパンドラという武器の本質であった。 

パンドラを生み出したのは、魔界の銃エであるという。彼は実に様々な魔銃を生み出した。 
そのうちのいくつかに、これまでダンテは触れた事がある。 

多数を一人で相手にずる際に力を発揮するタィプもあれば、一対一でこそ利便性を発揮する 
タィプもあった。 

しかしパンドラはそのどちらとも性® r が異なる。 

と言うより、パンドラには定められた用法など存在しないと言った方が適しているのだろう 
スーツヶースのようなその見た目は、あくまで基本となる形状に過ぎない。パンドラはそこ 
からその姿を獻通りものパターンに変形させ、様々な武器となるのだ。 
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そしてその変形の引鉄となるのが、持ち手であるダンテの意思だった。 

パンドラは手にした者の記憶と想像力とを読み取り、自身の形状を変化させる。 

ダンテがパンドラを掲げると、最小限の変形に過ぎなかった先程とは異なり、パンドラは大 
きくその姿を変えた。瞬時に広がるょうに展開し、生み出されたその形状は、いわゆるロケッ 
ト ランチャ ー と呼ばれる兵器に近いものだ。 

「こいつならどうだ……？」 

ランチャ I が持つ一二つの銃口から放たれたミサィルが、群れなずダゴン達の中、む部に向けて 
飛んでいく。大きく弧を描く軌道の後に着弾した、、、サィルは巨大な爆発を起こし、ダゴン達の 
巨体を上空へと跳ね上げた。 

ダゴン達の驚愕と焦りの声を BGM に、ダンテはずぐさまパンドラを再変形させる。 

「この際、勘を取り戻すためにもあれこれ使わせてもらうか……！」 . 

一気に収縮したパンドラが、次に見せた形状は、巨大な円刃が複数組み合わさってできたブ 
1 メラン様の兵器だった。 

それを手にしたダンテはその場で i 回転した勢いで、ブーメランを投げつける。ブーメラン 
は一気に跳ね上げられたダゴン達に向かっていった。 

ブーメランは一体のダゴンの周囲を旋回しながらその身を斬り刻み、それが終わるとまたず 
ぐ次の V コンを標的にして飛んでいく。それもまた魔銃であるが上、ただのブーメランではな 
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い。使い手の定めた相手を延々と斬り刻んでいくの だ。 

麟臟 によって {由に!！ っていた、ダゴンのうち、 数体は地面に落下し、数体は ブ ー メランの 威 
がくに負ける ようにさらに 上空へと跳ね上げられていた。 

ブーメランを 重兀に戻したダンテは、その様子を見て微笑んだ。 

「最後に掃除が必要だな……」 

咳きと同時に、パンドラが待ち構えていたように再び形状を変化させる。 

ダンテは これまで にも パンドラを 貧度か使用した事があったが、その中でも最も複雑な変形 
プロセスを 有するのがその兵器だった。それを何と呼ぶべきなのか、ダンテには分からない。 
パンドラを 変形 させようと 最初に頭に思い描いた時にも、それが一麟的に何と呼ばれる兵器な 
のかな どとは 考えもしなかった。 

ダンテを取り囲むように、パンドラの一部が巨大な円形に展開ず る。 そしてその円に取り付 
けられていく無数のランチャー。 

が前その変形を目にしたトリッシュは、 

「まるで子供ね」 

と呆れたように言った。 

言われてみれば、小さい頃、映画やコミックで目にした兵器に似ているような気もする。し 
かし子供ならずともそういった兵器を目にずればムが躍るものだとダンテは思う。 
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「子供？違うな……これは男のロマンってやつだ」 

その時には反論しなかった言葉を口にしながら、やがて変形を終えたパンドラに、ダンテは 
乗り込んでいた。 

巧に浮かぶ巨大な移動砲台。強いて言葉で説明ずるならばそう表現するべきかもしれない。 

「吹憂！」 

言葉と共に、ダンテは操縦桿にあたる部分を大きく押し倒す。 

周囲に展開された無数のランチャしが、順を追ってミサィルを吐き出し始めた。 

ミサィル達は航空ショーさながらに、白煙を上げながら中庭上空を駆け巡り、次々雨のょう 
にダゴン達の周囲に着弾、爆発していく。 

手加減のないダンテのその攻撃に、ダゴンはおろか設置されていた門までもが粉砕されてい 
た。 

それを挪めながらパンドラを元の形状に戾したダンテは大きく息を吐く。 

死体ひとつ残さぬ圧倒的な破壊だった。 

災厄兵器と呼ばれる事もあるという、パンドラならではの光景だ。 

パンドラを地面に置いたダンテは、一度髪を搔き上げ、少し乱れていたコートを直した。 
「さて……夕行くか」 

パンドラを 再度手に 取ろうとしたダンテは、パンドラの 蓋が開きかけて いる 事に気付いた。 


「う . おッ！」 

慌てて足で押し倒すょうにしてその蓋を閉じる。 

そして何事もなかったのを確認して、安堵の溜め息を吐いた。 

パンドラは危険な兵器だ。使い方を誤れば自分の身さえ滅ぼしかねない。特にそのスーッヶ 
1 ス状の まま 放たれる攻撃は悲惨な結果を生む事は、驻刖身をもって体感している。 
r 城ごと吹き飛ばしかねないからな……」 

嗦いてダンテがパンドラを手に取ると、突然地響きが起こり始めた 

何事 かと 周囲を^り返った後、ダンテは运冗を見つめた。地面に、巨大な亀裂が走っていた。 
獄^す る間もなく、 地面が陥没し、ダンテはそのまま地下へと落下していく。 

「どっちにしろ、やり過ぎだったわけか」 

パンドラを 吏う といつ もそうなのだ。なまじ様々な使い方ができるだけに欲張って必要が上 
に大きく派手な攻撃を選んでしまう。 

「やれやれ……遠回りにならなけりゃいいがな……」 

想像2^上に深いらしい穴の中を落下しながら、ダンテはぼやいた。 
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w 叫 田 16 



完全に力が戻ったとは言い難かったが、それでもなおべリアルを人間界へと走らせたのは、 
先に受けた恥辱のせいであった。自分の足程もない小柄な男に敗北を喫しかけた といぅ その事 
実は、ベリアルにとって受け入れられぬ事実だった。 

雪辱をせねばならぬ。あの男と今一度、戦わなくてはならぬ。その想いが、ボだ傷癒え きら 
ぬべリアルを人間界へと向かわせたのだ。 

しかし男は現れなかった。 

果たしてあの男は何者なのか。 

小賢しい人間の生み出した小さな門を前に、ベリアルはその事を考えていた。 

あの男は確かに悪魔の力を有していた。 
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しかし撇齡がる悪魔であれば、 ベリア ルがそれと気付かぬはずはない。だからこそ、最初は 
あの男が人間だと、 ベリア ルは思つたのである。 

では、人と悪魔との間に生まれた者だというのか。 

しかしべリアルは、そのような存在がそうそういるものだろうかと考える。 

かつて、魔界の住民がてを裏切り、魔剣±スパ！ダは人間を救うために戦つた。そして人間 
の女との間に子を成したという。 

ベリアルには、その事実さえ信じ難い。 

瓣蹤に、人間のようなつまらぬ緻小な生き物を愛し、ましてその生き物との間に子を成さね 
ばならぬのか。かつて、人間は悪魔に とつて 館に過ぎなかつた。魔界と人間界の分断された今 
でも、 多くの悪魔に とつて それは変わらない。 ベリア ルに とつても 同じ事だ。 

「分からぬ . 」 

空を仰ぃで、ベリアルは嗦どぃぅ£ 。しょぅ ぃつ 

そもそも何故にスパーダは同胞を裏切つたのか。二千ま刖、ベリアルはまだ卑小な悪魔の 一 
がに過ぎなかつた。しかしそんなべリアルの耳にすら、魔剣±スパーダの曝は届いて いた。 魔 
が ムン ドゥス 公が魔界を統治する事ができたのも、そのち腕として奮迅したスパーダの 存在 あ 
つて こそのものだ、 と。 

直接会つた事などはなかつたが、ベリアルにとつてスパーダは憧れの存在であつた。 
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自分もいつかあのようになりたいとさえ考えていた。 

だがスパーダは裏切ったのだ。多くの同胞を殺め、魔帝を封じ、人間を救った。 

何がスパーダをそうさせたのか。一一千年経った今でも、ベリアルには理解し得ない。 

だからこそ、 ベリア ルには、スパーダが外に人間と子を成す悪魔がいるなどとは想像もでき 
ないのだ。 

自分に傷を負わせたあの男。あれは果たして何なのか。 

或いはスパーダにもう一人息子がいたのではないか。 

それならば、あり得ぬ話ではない。 

スパーダの息子については、 ベリア ルも知っている。直接目にした事はないが、魔界にあっ 
て、幾度となくその峰は聞こえてきた。スパーダが人間に擬した際の姿とよく似た、銀色の髪 
を持っているという。血のような色の赤い服を身に纏っているという。スパーダと同じように 
剣を振るい、同時に銃を用いるという。復活を遂げようとしていた魔帝を再度封じたその力は、 
スパーダが上だともいう。 

思い返せば、あの男もまた、聞き及んでいるスパーダの息子と近しい特徴を持っている。 

だがあれがスパーダの息子——ダンテであるはずはない。ベリアルがダンテの蹲を耳にして 
からもう 随分歳月が経っている。人間の血を引いているならばそれなりに歳を取るはずだ。 

ベリアルが相対した男はどう見てもまだ若い。魔帝を再封西した際のダンテですら、あそこ 


まで若くはなかったはずだ。 

「考えたところで何も始まらぬな . 」 

そう独り言ちて、ベリアルは歩き始めた。 。 

今やこの地は悪魔でれていた。配下の報告によれば、人間が地獄門を開いたのだという。 
「人間め . 」 

ベリアルは遠く離れた空に浮かぶ、巨大な石像のようなそれを見上げた。 

それち人が生み出した神だという事もまた、配下の悪魔から聞かされていた。この地に住 
まう人間が、神を名乗り、悪魔をわざわざ呼び出して滅ぼそうとしているらしい。 

そしてまたべリアルは思う。 

人は愚かなのだ。その愚かな人間を救おうとしたスパーダは、どこに救うべきものを見出し 
たのか、と。 

「神を気取り、世界を統べるつもりか……愚かな……」 

かつて スパ ー ダに童景を抱いた身で あるからこそ、ベリア ルはその人間を何より疎ましく思 
った。 スパ ー ダの志な ど 何 ひとつ 巧解はできぬ。しかし少なくとも、あのような愚かな存在を 
生み出すために人を救ったわけでもないだろう。 

「……同感だ」 

と、不意に背後から人間の声が届いた。 
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ベリア ルは邮薩に振り返ったが、そこには誰もいない。 

「こっちだ」 

声につられて再度振り返ったが、やはり人の姿はなかった。 
r ぬ……」 

ようやく、ベリアルは声の主が自分の尾に腰掛けている事に気付いた。 

「貴様……ッ！」 

||てて尾を振り払うと、男はその勢いを利用して跳び上がり空中で数度回転して、衣服に燃 
え移っていた炎を消し去る。 

着地した男は、先程まで燃え盛っていた衣服を気にしながら、 

「気付くのが遅過ぎだ……危うく全部燃えちまうところだった」 

と言った。 

ベリアルは、男の姿を見て歯噴みしていた。 . 

「貴様 . 貴様はッ！」 

銀色の髪。血のような色の服。背中には人間にしては大ぶりな剣を背負ったその姿は、聞き 
及んでいるスパーダの息子と瓜二つであった。 

「……ようやく俺を知ってる奴に出会えたな」 

男——ダンテはそう言って肩を嫌める。ベリアルは剣を握る手に力を込めた。 
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「知らぬはずもなかろう……多くの同胞を裏切り、魔帝を封じた忌まわしきスパーダ . その 

息子！まさか貴様がここにいるとはな . ！」 

ダンテは小さく拍手をするような素振りをしてみせる。 

「結構だ。最近、邸な金か口から出てきたおのぼりさんが多いらしくて、誰も俺の事なんか知りやし 
ねェ……悪魔どもに名を売りたいわけじゃないが、これっぽっちも知られてねュ、ってのも寂 
しいもんだ。俺の事知ってる方が、お前らだってやる気も出るだろ？」 

ダンテと初めて対したベリアルは、何とよく噪る男だ、と思わずにはおれなかった。スパー 
ダは觀觀で r 募 Ir たったと聞いていた。その息子もまた似たようなものだろうと勝手に想像して 
いたのだ。しかし疑う余地はなかった。本人が自らの事をそうと認め、なおかつ、ベリアルの 
身体が、この男の持つ力をひしひしと感じている。 

が前那を交えた男とは明らかに異なる感覚。あの男には、ここまでの力を感じはしなかった。 

「同胞の恨み . ここで晴らさせてもらおう……！」 

剣を 大きく振り 構えながらベリアルがそう告げると、ダンテは小さく首を傾げた。 

「ちょっと待ってもらってもいいか？」 

と、唐突にそんな事を言う。 

「何 . ？」 

思わずそう問い返ずと、ダンテはベリアルの背後、人間の生み出した門の方を指差した。 
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「あそこにある物を回収しなくちゃいけなくてな . ま、別にお前とやり合った後でも構わな 

いんだが、さっき道草食っちまった分、用事は先に終わらせたいわけだ」 

自分を前にして平然とそんな事を言うダンテに、ベリアルは憤りを感じずにはいられなかっ 
た。それ程までに急ぐのであれば、自分の尾に座っている時間にできた事ではないか、と思う。 

「ふざけた奴め……」 

一瞬、ベリアルはダンテに襲いかかろうかと考えたが、ずぐにそれを制した。 

ベリアルはもはや有象無象の悪魔とは違う。力を付け、炎獄と呼ばれる魔界の一画を統べる 
王者となった。その王者が、いかに憎き相手とは言え、自分ょりも矮小な存在に不意討ちをか 
けるな どあって はならぬ。 

「……好きにしろ。用事を終わらせたところで、どうせすぐに死ぬ身だがな」 

そう咳き、ベリアルはダンテに道を譲るょうに歩を下げた。 

「悪いな」 

ダンテは悪びれもせず堂々と門のある場所まで歩いていく。 ‘ 

「あんな男に、魔帝は敗れたのか……」 

ダンテの背を見ながら、ベリアルは思わずそうこぼした。その魔帝にも、ベリアルは直接会 
つた事はない。魔帝健在の頃、ベリアルはまだ卑小な存在で、目通りすら許される身分ではな 
かった。 


今のベリアルであれば、それも許されるだろうが、当の魔帝が魔界と人間界の狭間に封じら 
れていては許されたところで会う事はできない。 

ダンテは門の觀で立ち止まり、小さな装置を織り付けた。光球がそこから吐き出されたのを 
見て、ベリアルは目を細める。 

「魔具、か……」 

おそらく門を生み出した人間が、そこに埋め込んだのだろう。どのょうにして人間が地獄門 
に似た装置を生み出したのかを疑問に思っていた夕確かに魔具を用いたのであれば納得でき 
る0 

「我に勝つのに魔具が必要という事か……」 

光球状のままの魔具を携乏戾ってきたダンテに、ベリアルがそう告げると、ダンテは苦笑し 
ながら、 

「別にそういうわけじやない。ただ、このへんまで来るとうっかり忘れそうだと思っただけで 
ね」 

と言った。 

「減らず口を……まあいい。折角手に入れたのなら、使うがいいだろう。何を持ち出したとこ 
ろで、何も変わらぬがな……」 

ベリアルがダンテに刃を突き付けると、ダンテは再度笑みを浮かべた。 
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「じゃ……お言葉に甘えるか……」 

ダンテは光球を展開する。姿を現した魔具は、ダンテの背に取り付き、まるで翼のような形 
状に変化していた。その姿に、決して見覚えがあったわけではない。しかしその魔具から発せ 
られている魔力は、ベリアルのかつて知ったるものに相違なかった。 

「 . ルシフエル か！」 

思わず、ベリアルは叫んでいた。 

ダンテは自身の背中に取り付いているルシフュルに目をやる。 

「よく知ってるな。お友達か？」 

ベリアルは敝一していた。魔具の多くは、単純に悪魔によって生み出された武器に過ぎない。 
しかし中には、悪魔自身がその姿を変えたものが存在ずる。それは言わば悪魔の魂そのものだ。 
就が認めた相手に、己の魂を捧げる。.悪魔が魔具となるのはそういった意味を持つ。 

「何故だ……何故貴様がルシフ卫ルを……！」 

ルシフ卫ルは、何度か面識のある悪魔だった。ベリアルが炎獄を統べたように、ルシフエル 
もまた魔界の一画を統べようとしていた。気位が高く、何があってもおよそ人間に手を貸ずよ 
うな悪魔ではない事はよく知っている。 

「ちょっと 前に仕事でやり合ってな……ブッ倒したら勝手にこうなった」 

ダンテのその言葉に、ベリアルは再度動揺せずにはおれなかった。 
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悪魔が魔具に転じるもうひとつの可能性を思い出したためだった。それは即ち、圧倒的な力 
の前にした時。体の奥底の魂ずらも敗化を認めてしまったその時。己の意思とは無関係に、 
悪魔は死に際し、魔具へと転じる。 

「ルシフ卫ル . 」 

離らずも藏れな同胞の姿を目にし、ベリアルはこれまでな上の激情が湧き起こるのを抑え切 
れなかった。負けられぬという思いが何ょりも強くベリアルの、心を支配していた。 

「ま、そっちの事情はどうでもいい。そろそろやるか」 

ダンテがゆっくりと腰を下ろす。 

それを見て、ベリアルもまた構えた。 

大きく狐を赔り上げ、そのまま正面に叩き付ける。だがダンテの動きは想像が上に速い。 
ベリアルの剣がダンテの居た場所に激突した時には、既にダンテは大きく跳躍し、ベリアル 
の眼前に迫っていた。 

ダンテは両腕を交差させ、背中のルシフ卫ルに手を伸ばす。 

そして無数の剣を引き抜いた。 

「まずはこいつを . ！」 

ベリア ルは剣でそのぃ一ち製を防ごうとしたが、ダンテの攻撃の方が遥かに速い。 

「突き刺す！」 
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叫びながら、ダンテはベリアルの首筋に引き抜いた無数の剣を次々に突き立てた。ベリアル 
の巨体には、針程度でしかない剣だけに、痛みはさしたるものではない。腕でダンテの身体を 
振り払おうとずると、ダンテはその腕を足場にして後方に跳躍する。 

着地と同時に、ダンテは新たな剣を引き抜いていた。そして踊る ように ステップを踏んだ。 
決して本気で戦って いるよう には見えない。それは ベリア ルにとって侮辱が外の何者で もなか 

った。 

「愚弄するか . ！」 

ダンテに向けて突進しながら剣を振り上げる。ダンテは転がりながらその突進を回避し、今 
度は、 

「真っ直ぐに！ 強く！」 

ベリアルの脇腹に剣を突き立てた。 

そう叫ぶダンテの真意が、ベリアルには理解できない。 

戦いの最中に、この男は何を蝶っているのか。何の意味があるのか。 

再度剣を引き抜いたダンテは、ベリアルに小さな笑みを向けながら、 

「あんまりずぐにィくなよ？ その方がこっちも楽しいからな」 

と言う。 

-朦ホ言を . ッ！」 


ベリア ルは大きく空を齡ぎ、その身に魔力を充塡させた。素早さでは自分の方が劣っていた 
としても、 回避し切れぬ範囲に攻撃を繰り出せば問題はない。 

「うおおおおおおおッ！」 

ベリアルの身体から生み出される炎が、周囲を焼き尽くすょうに広がっていく。 

この 攻撃で仕留められないまでも、ダンテは確実に炎から逃れるために後方に下がるだろう。 
一度間合いが広がれば、体驅で勝る自分の方に分がある。 

ベリア ルはそう考えていた。 

しかしべリアルはずぐに、その自分の考えが誤っていた事を知った。 

ダンテは後方に下がりなどしなかった。 

逆に、燃え盛り広がる炎に向けて飛び込んできたの だ。 

並の悪魔ならば1っ赋して焼き尽くされる地獄の業火を前に、ダンテは恐れる事もなく、そ 
の炎を載き破ってベリアルに向かってくる。ダンテの衣服には炎が燃え移っている。だがダン 
テはそれを気にする様子もない。 

「時にはが齡に……そして時には繊細に……！」 

予想を觀えた巧動であっただけに、 ベリア ルは言葉と共に剣が突き立てられ るのを、 防ぐ事 
ができなかった。 

気が付けば、ベリアルの身体にはもはや十数本の剣が刺さっている。 
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しかしさしたるダメージはない。そもそもあの小さな剣では、いかに深々と突き立てたとこ 

ちめいしよう あた 

ろで ベリア ルに致命傷など与えられるはずもない。 

再度べリアルから離れたダンテを、ベリアルは晩み付ける。 

むすこ 

「そんなものか . スパ - —ダの息モ！」 

そぅ叫び、剣を振り上げた時、ベリアルは見た。 

ダンテの口に、一輪のバラが晤えられているのを。 

巧 i n i m h 

「……終わりだ」 

ほう 

ダンテはそぅ言って、ベリアルにバラを放り投げる。 

「何を . .」 

さ さ _ 

そのバラをベリアルが斬り裂くのと同時に、ベリアルに突き刺さっていた剣のひとつが大き 
く爆ぜた。そして次々に連鎖ずるよぅに剣が爆発を引き起こしていく。 

「これは . ッ。」 

しようげきの えう 

ベリアルがその爆発の衝撃に仰け反った時、ダンテは満足そぅな笑みを浮かべ、ベリアルを 
K めていた。 

「後はただ絶頂を迎えるだけだ……そして自由になる」- 
その言葉の意味も分からぬまま、ベリアルの身体は巨大な爆発に包まれた。 

「おおおおッ！」 
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爆発に身を雕られながら、ベリアルは悔いていた。ルシフ卫ルという存在に気付いていなが 
ら、 I ： がに 今の^を予想し得なかったのか。ルシフ H ルという悪魔が、爆発を操る力を持つ 
事な ど、とうに 知っていた事であったはずなのに。 

ダンテに気付く前に、余計な事を考え過ぎたせいかもしれない。 

スパーダの事や、あのもう一人の男の事を。 

思えば自分は戦う前から冷静さを欠いていたのではないか。 

最後の爆発がベリアルを襲った時、ベリアルはその膝を地に突いた。 

そもそも自分の力は完全ではなかった。 

だがそれは言い訳にはならない。どこかで慢私していた。そしてどこかでダンテを侮ってい 
た。この男は確かに強い。ルシフュルを用いょうとそうでなかろうと、おそらくそんな事は関 
係ないであろう程に。 

「このままヶッ見せておうちに帰るってんなら……見逃してやってもいいぜ」 

ダンテはそう言った。 

ルシフ H ルが魔具と化してしまうのも理解できる。生半可な事でこの男に勝てるとは思えな 
い。まして既に傷を負った今の状態では。 

しかしべリアルにも誇りがあった。 

悪魔としての意地が。 
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このままこの 男に屈すれば、自分もまたルシフてルのように魔具と化す や もしれぬ。圧倒的 
な力を前に、魂すらも敗化を認めてしまうかもしれぬ。 

それはただ敗北を喫するよりも深い屈辱に他ならない。 

「既に一度退いた……二度目はない！」 

ベリアルは剣を杖にして立ち上がり、眼前のダンテを晩んだ。 

せめて一撃、 この 男に報いなくてはならない。 

それが自分の誇りを保つ。 

ひいてはこれまでダンテに屠られてきたであろう無数の同胞への報いとなる。 

「このべリアル：：：貴様に魂までは捧げんッ！」 

ベリアルは叫び、その身を纏う炎をさらに激しく燃え盛らせた。 

ダンテはそれを見てなお平然としている。 

自らの体内に炎を充満させておき、その密度が頂点に達した時、ベリアルは炎を体外へと解 
放した。圧縮された炎が巨大な爆発を引き起こし、ベリアルの身体を四散させる。その勢いを 
利用し、 ベリア ルはかろうじて残しておいた頭部だけをダンテ目掛けて撃ち出していた。 
ダンテはそれを避けようともしない。 

ベリアルがダンテの肩に食らい付くと、ダンテは笑った。 

「貴様……何故避けぬ……」 
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もはや頭部も ii 鱗を始めていたべリアルは、うろたえながらダンテに問うた。決死の覚悟で 
生み出した一撃ではあった。それでダンテに傷を負わせればいい とも 思った。しかしダンテは、 
最初から避ける つもり すらないょうに見えた。それが理解できなかった。 

ダンテは小さく首を傾げる。 

「さあな……気まぐれだ。気は済んだか？」 

ベリア ルは、1っ瞬、 この 男になら全てを捧げてもいいという衝動に駆られた。しかしそれを 
制したのは、微かに残っていたプラィドであった。 

「或いはスパーダの行動もまた、そんな気まぐれだったのかもしれんな . 」 

ベリアルはそう咳き、そして最後に小さな炎となって、消えた。 

仇を討てなかった事を、死した同胞達に誰びながら。 




ベリアルと 名乗った悪魔に巧ち勝ったダンテは、手早く門を破壊し、その先に見える神の姿 

まる てのひら 

を 見上げた。帶か遠方にいる神は、その場からは掌に収まる程の大きさでしかない 

じぎ つぶ こぶし たた 

その神に手をかざし、握り潰ずように拳を折り畳んだダンテは 
「もうちょっとで 手が届きそうだな、神サマよ」 
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と咳いた。 

既に 二 一つの魔具は取り戻した。 

取り戻すべきものはあと二つ。そのうちのひとつは神の中にある。 

「と、なると . とりあえずはあとひとつ . 」 

地獄門を解放した閣魔刀を取り戻さなくてはならない。地獄門を再度封じるためであり、ネ 
口を救うためでもある。 

ネロは神に取り込まれた。それがどういう狸屈なのかまでは、ダンテには分からない。しか 
し最悪の場合、ネロの身体はあの神の中に溶け込んでしまっている可能性がある。’ 

並日通ならばもはや救えぬが態。 

しかし闇魔刀があれば、それは決して不可能ではない。 

人と悪魔を分かつ剣。 

閣魔刀のその力があれば、悪魔と一体化したネロを再び切り離す事ができる可能性が高い。 
「世話のかかる巧やだ……」 

ダンテはをき、歩き始めた。 

地獄門のある場所は街の中央部だ。一度訪れているからもはや迷う事はない。さして時間も 
かからないだろう。 

それにしても、とダンテは思う。 


自分がこの地を訪れたのは本当に偶然だつた。 

レディからのが臟がなければ、フォルトゥナという地名すら知らぬままだつただろう。だが 
気まぐれで 依頼を 受け、 この街を 訪れ、 そしてあのネロに出会つた。 

運命という言葉を、ダンテは決して好きではない。 

好きではないが、どこかしら運命的な物を感じるのは確かだ。 

「巡り合わせ、つてやつかね……」 

ネロがどんながい立ちの果てに生まれてきたのかは知らない。真実はもはや追い求めょうが 
ない。ネロの父親が誰なのか、母親が誰なのか。 

しかし少なくとも、ダンテはネロと刃を交え、限りなく自分に近しい血を引く者であろうと 
感じた。それだけで充分だつた。 

先斤してフォルトゥナに潜入したトリッシュから、闇魔刀の般片、かこの地にあると聞いた時、 
ダンテはそれを取り戻さねばならないと考えた。 

父スパ ー ダが残した獻 g 、 そして兄が歡るつた魔剣を、他人の手に委ねておく事はしてはな 
らないと思つた。それがスパーダの血を引く者としての義務だと。 

だがその閣魔刀を復活させた若者がいた。あの魔剣に反応し、執着するあのネロという男が、 
この地にいたのだ。 

それはやはり、好きな言葉ではないが、何かしらの運命なのかもしれない 
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「預けるのもアリか……あの巧やにその気があれば、だけどな……」 

昔の自分なら、そんな事は考えなかっただろう。 

だがダンテもそれなりに年を取った。悪魔の血を引いているとは言え、年齢の取り方は人間 
のそれと大差ない。 

その歳月が、ダンテに幾ばくかの柔軟さを与えている。 

かつて父スパ I ダは、ダンテに魔剣を預けダンテ達の前から去った。 

それからどこに消えたのか。ダンテは知らない。 

死んだのかもしれないし、生きているのかもしれない。 

だがその事自体は重要ではないとダンテは思う。 

大切なのは、父が自分達に未来を託したという事実だ。 

ダンテもまた、いつかはそうせねばならないのだろう。スパーダのょうに子を成すか、或い 
は別の者に。 

そして受け継ぐ資格のある者が、少なくともこの地に一人いる事になる。 

「ま、肋けてから考えるか . 」 

不似合いな考えをしてしまった事を自嘲しながら、ダンテは先を急いだ。 
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WTA.O 田 n 

.アグナスは、地獄門を解放した後、大歌劇場の中でただダンテの到齡を待っていた。 
ダンテならば必ず、神と相対する前に この 場を訪れるという、確信に近い何かがあった。 
神が完成し、地獄門が解放された今、残された問題はダンテの存在だけと言って良い。 
完成した神ならば、ダンテを労せず倒す事もで きる だろう。しかし、アグナスは敗えて威れの 
力でダンテを倒したいと考えていた。 

神を完成させる前ならば、そう考える事はなかった。 

ダンテの力は既にある程度分析している。自分の力ではダンテには敵わぬ公算が高い事は、 
科学者であるアグナスにはょく分かっている事だった。 

しかし、今は違う。 

地獄門が開かれた今ならば。 








アグ ナスは帰天す る 際、過度の力を求めはしなかった。サン クト ゥスのような圧倒的な魔 
巧力も、クレドのような強勒な肉体も、求めなかった。 

船搞の悪魔から力^撇齡でるが上、いかにそういった力を求めようと限界がある事に気付い 
ていたからだ。 

だからアグナスはたったひとつの能力だけを求めた。 

それは他者から魔力を吸収する、そういう能力だ。 

その能力は、決して有益とは言えない。 

何せ、人間界には魔力を有した存在そのものが少ないの だ。 

魔界から ちまちまと 悪魔を呼び出した ところで 呼び出せる悪魔は下等な を 在が多く、効率的 
に魔力を摂取する事も難しい。 

だが今は どう だ。 

¥論門は開かれ、今やこのフォルトゥナの地には魔力が充満し、魔界に近しい状態となって 
いる。 

悪魔を呼び出さずとも、ただそこに座しているだけで流れ込んでくる膨大な魔力。 
「素晴らしい……素晴らしい…… ッ！」 

着々と自分の体内に魔力が寒 i えられているのを感じながら、アグナスはほくそ笑んで いた。 
今の自分なら、ダンテに勝つ 事 も決して不可能ではない。 
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そして仮に勝てずとも、その時はダンテ自身から魔力を吸い上げてしまえば良い。そうすれ 
ばダンテは弱まり、自分はさらに力を得る事ができる。 

「どれ . それを踏まえて勝率でも計算してみるか . 」 

魔力を吸い上げるために天使の姿に変えていたアグナスは、そう巧いて人間の姿に戻ると、 
懐から愛用のメモ帳を取り出して数式を書き出し始めた。 

だがすぐにその手を止めた。 

大歌劇場の周囲にはあらかじめ、アグナスの手によって強力な結界が張り巡らされている。 
下等な悪魔であれば足を踏み入れる事などできない結界だ。そしてもし、結界を破る程の力を 
持った悪魔が侵入して来た際、アグナスはその場にいながらその事実を知る事ができる。 

「来たか……」 

咳き、アグナスはメモを閉じた。 

自分の生み出した結界をわざわざ踏み越えてまでこの歌劇場の中に侵入しようとする悪魔、 
しかも結界を打ち破る程の力を持った悪魔、それはダンテが外にはありえない事をアグナスは 
知っていた。 

「予想より早かったな……しかしそれも誤差の範囲内か……であれば、私が負ける可能性はゼ 
口に等しい . 」 

閉じた メモを 懐にしまいながら、アグナスは歌劇場の入り口を見やった。 
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そして小さな笑い声を上げながら、壇上へと歩を進める。 

「魔剣 i スパーダの息子というその生い立ちに敬意を表して、貴様の死に場所にはこの壇上を 
選ばせてやろう……だが貴様は主役ではない。我らが神の引き立て役に過ぎんのだ……」 

それだけを巧き、アグナスは静かに目を閉じた。 

-量 

微かに徽臭い大歌劇場の中を進むにつれ、煌々とした明かりが目に差し込んでくる。 

それはフロア全体を照らすためのラィトではなく、舞台などで演出に用いるピンスポットラ 
ィトの光だった。 

擅上では一人の男が、その眩いばかりの光の下で俯き、何かを吃いていた。それがトリッシ 
ュから聞かされていたアグナスという男だという事は、ダンテにはすぐ分かった。がっしりと 
した長身を窮屈そうに畳み込んだ猫背、癖の強そうな黒髪、時代がかった片眼鏡。全てが¢1前 
に与えられている情報と合致する。 

アグナスは、ダンテのを在にまるで気付いていないように、背を向けたままで独り言を繰り 
返していた。 

不意討ちなど あまり 好まないダンテは、敢えて足音を潜ませる ような 事もせず、堂々 とした 


足取りで壇上に足を上げた。古びた木製の床と、ブーッの硬いソールが触れ合う音は、あまり 
に露骨に劇場内に響いた。 ’ 

しかしそれでも、アグナスはダンテを振り返ろうとはしなかった。 

それを見て、ダンテは足を止める。 

アグナスの真意を測りかねたのだった。ダンテに気付いておらぬはずなどない。しかしそれ 
でも何故に、この男は自分を無視し続けるのか。 

ともすればな不意討ちを仕撇けてきてもおかしくないょうな立場の者であるはずなのに、 
アグナスは依が1ぶつぶつと何かを咳いているばかりだった。 

ダンテはそのき口葉に耳を傾けた。 

「なんと慰かな生き物なのだ……人間は……おお、人間は……！」 

まるで演劇のょうなが 11回しだった。見ればアグナスは人間の頭蓋骨をその手に抱いており、 
それに向けて語りかけているのだ。 

ダンテは周囲を見回した。 

の麟いこの劇場の中、今光を浴びているのはアグナスだけだった。 

それは 今 この じ擬ぅにおいて、アグナスが非常に重要な役割を演じている事を示している。 
一方で、ダンテは 何の光も浴びずを在に気付かれる事もない まま 壇上に立っていた。 

それでダンテはアグナスの意図を何となくではあるが理解していた。 
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貴様などは端役に過ぎぬ、そう言いたいのだ。 

この場でダンテに与えられるのは、その存在を無視され続け、そしてそれに憤りを感じて不 
意討ちを仕掛ける程度の役なのだ、と。 

だからアグナスはダンテに気付かないふりをしている。 

ダンテが不意討ちを仕掛けたところで、輕くあしらってやるという自信が、その背から滲み 
出ているようにさえ見えた。 

ダンテは小さく口元を歪め、それからアグナスに背を向けた。相手の狙いそのままに行動す 
るつもりなど、 ダンテには毛頭なかった。 

足音を殺し、壇上を歩くダンテが向かったのは、舞台袖だった。 

一般的な劇場であればそこに照明機材などの設備がある。この大歌劇場もまた、その例に漏 
れなかった。 

照明装置らしき機材に目を落とすと、その盤面には小さく灯された緑色のランプがひとつ、 
そしてその他には赤いランプがいくつも並んでいる。察するに緑色のランプが今壇上を照らす 
ピンスポットラィトを表しているのだろう。 

それを破壌するというのもひとつの手ではあった。 

そうすればアグナスを照らすラィトは消え、アグナスの目論見は崩れる事になる。 

しかしそれはつまらない。 
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無論、アグナスの目論見を台無しにしてやる事は必要だ。思い通りに動いてやる程、自分は 
親切でも素直でもない。 

だったらどうずるか。 

「考えるまでもねてな」 

ダンテは曠^、壇上のアグナスを振り返った。 

「おお！そして！ 愚か ゆえに！それゆえに 人は一度地獄を味わわねば、神の存在を信じ 
る 事はできぬの だ！ 何とい う 皮肉…… ！」 

感®まったょうにそう台詞をがいて、アグナスは手にしている頭蓋曾を握り締めた。 
それを® II して、ダンテは緑色のランプを点灯させているスイッチを即座にオフにしてみせ 
た。予想通り、壇上のライトが消灯する。 

「じや、こっちが隣の ライト か」 

そしてすぐに隣のスイッチをオンにすると、アグナスとは少し離れた場所をピンスポットラ 
イトが照らす。 

光齡しに、アグナスがやや觀觀したょうに振り返ったのが舞台袖からも分かった。 

ダンテはほくそ笑みながら、悠々とまた擅上へと戻っていく。 

そして、新たに点灯された ピンスポットの 光を浴びる場所で立ち止まった。 

「敷魔を呼び出し、それを殺して神を気取ろうとは——」 
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体はあくまで誰もおらぬ客席に向けたまま、僅かに視線だけをアグナスに向けて、ダンテは 
口を開いた。 

孟気の沙汰とは思えぬ所業 . それが正義というのなら、世に正義などはあるまい ょ」 

極力、この風情ある大歌劇場に似つかわしい言い回しを、心がけながら、ダンテがそう 言い 終 
えると、アグナスは忌々しそうにダンテを晩み付けた。 

一人舞台と言わんばかりに台詞を読み上げていたアグナスにしてみれば、ダンテが載 I かに、 
予想外の役割を演じながら割って入ってきた事が面白かろうはずもない。 まして 自分を 照らし 
ていたラィトさえ既にダンテに奪われてしまっているのだ。 

「しかし . 」 

ダンテは歯嚼みしているアグナスを尻目に台詞を続けた。 

「そんな議論も今や無意味。ならば俺の興味を煽るのは……貴様らが持つ、人と魔を分かつ« 
のみだ」 

その台詞を終えた後、ダンテはゆっくりと歩きながら ピン スポットの光に ょって生み出され 
た光の輪から抜け出した。そして数歩を歩いた後に、アグナスの方を^り返る。 

待ちかねていたかのように、アグナスはその光の下に駆け込んでいた。 

余程、ダンテに光を奪われた事が口惜しかったのだろう。 

園魔刀の事かあッ！」 


再びピンスポットの光を浴びたアグナスは、興奮を抑え切れぬ様子で声を張り上げた。 
「貴様が！求めているのは！人と魔を分かつ剣とは！私がこの場で守る閣魔刀の事であ 
ろうツ！- 

やや行き過ぎた感のある、白熱した演技だった。この舞台上では自分の方が重要な役割を持 
つのだという事を殊更に誇示しているように見える。 

どこか憎めない男だと、ダンテは思った。 

悪魔の力を齡しさえしなければ、そして人ならざる者に身を落としていなければ、この男を 
それ程憎いとは思わなかっただろう。 

だが教皇と共にこの男もまた諸悪の根源である事をダンテは知っている。 

「残念だ……」 

ダンテはそう咳いた。 

ダンテのがり si を受けて、アグナスはその身を悪魔に変じさせる。教団が天使と主張する、悪 
魔の姿に。 

「さあ！ かかってくるが いい！ 悪魔よ！我こそは神の使徒！天使長アグナス！貴様 
ごとき悪魔など、我が聖なる炎にて焼き尽くしてくれよう！」 

変身と共に兄た巨んな剣を振り回しながらそう叫ぶアグナスを見て、ダンテは笑った。 
「いいだろう……天度と剣を交えるなど、我が身に余る光栄だ……」 
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背中に担ぐリベリオンを手に、ダンテはそぅ答えた。 

ゆっくりと 腰を落とし身構えると、アグナスも同様に構えを取る。 

「お互い下手な芝居の時間は終わりに しよぅ…… ここからは、真剣勝負だな……」 

ダンテが言い切ると同時に、アグナスが大きく剣を振りかぶる。 

決して鋭いとは言えぬ太刀筋で振り下ろされた大剣を、ダンテはリベリオンで弾き上げた。 

き はら こんちゆう つばさ 

そのまま剣を切り返してアグナスを斬り払ぅが、アグナスは即座に昆虫のよぅな翼を羽ばた 
かせて後方に飛ぶ。 

「フン……も、も元より剣だけで貴様を倒そぅなどとは思っておらん……言ったはずだ。我が 
聖なる炎で、や、焼き尽くすとな！」 

アグナスは言葉をつかえさせながらそぅ告げると、空中で大きく身を折り畳んだ。 

同時に、アグナスの翼が怪しい色に煌き始める。それは解放された地獄門、或いは教団が生 
み出した擬似地獄門が放つ煌きとよく似ていた。 

「 …… バジ リスク！」 

アグナスの叫びと共に、煌いた翼から四匹の生物が飛び出してくる。 

石でできたよぅな肉体、そして燃え盛る頭部を持った犬のよぅな悪魔だった。 

バジ リスクと 呼ばれたその犬は、ダンテを見るや瞻り声を上げ、身を低く沈めた。その瞬間、 
燃え盛る頭部だけが体から切り離され、弾丸のよぅに射出される。 
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「おお ：.：• ッ p :」 

二発まではリベリオンで防いだダンテだったが、 s 発目、四発目と腕で受ける格好に なった。 
さしたる獻力ではなかったが、炎が瞬く間にコートに燃え移り、ダンテはすぐさま腕を振るっ 
てその炎を消し止める。 

「……ただの燃えてるヮンちやんかと思ったがな」 

頭部を射出し首のなくなったバジリスクは、再度身を沈め、それから大きく体を仰け反らせ 
た。遠 k えと 共に、新たな燃え盛る頭が生み出される。そして四匹のバジリスクは、撕犬が獲 
物を追い込むょうに、ダンテの周囲を駆け回り始めた。 

アグナスがそれを見て笑う。 

「そ、そいつらは魔銃と撕犬をかけ合わせて生み出した生物でね。一匹一匹はそれ程の力は持 
たんが、む、群れをなせば実に手強くなる……」 

聞いてもいない、、ハジ リスクの 素性を語るのは、研究者としてのプラィドがそうさせるのかも 
しれない。 

アグナスの言葉に耳を傾けている最中に、背後に回り込んだバジリスクが頭部を射出してく 
るのを気配で察知したダンテは、振り返らぬまま引き抜いたエボニーでバジリスクを撃ち抜い 
た。 

そのままもう 片方の手で アィボリーを 抜き、前方の、、 ハジリスクに 向けて乱射す る。 か弱い鳴 
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き声と共に、バジ リスクが 吹き飛ばされる。 

すぐさま残り二匹の、、ハジリスクも同じように射撃で撃退すると、ダンテは指先でエボーー1と 
アィボリーを回転させ、そのまま二つの銃口をアグナスへと向けた。 

「甘く見てもらっちゃ困るな . こんなヮンちゃんにやられてやる程、動物愛護の精神豊かじ 

ゃないんで ね！」 

叫び、ダンテはアグナスに向けて一気にエボニーとアィボリー双方の引鉄を引いた。 

「チッ！」 

危機を察し、 アグ ナスはダンテの銃口から逃れるようにさらに上方へ と 飛翔する。 
上昇しながら、 アグ ナスはさらに数体のバジ リスクを 翼の煌きから召還していた。しかし今 
度はそこから地に降り立つことなく、頭部だけを羽から突き出し、弾丸を射出ずる。 

ダンテの放った弾丸は、射出された頭部と相殺された。 

射撃を継続して 行おうと したダンテだったが、ざわつくような感覚と共に足元に里愛が起こ 
りつつある事に気付いた。 

足元の床もまた、アグナスの羽と同じ煌きを発していたのだ。 

哪嗟にダンテが飛び退いた直後、床の煌きから数匹の魚のような悪魔が飛び上がってくる。 
それは殷のような巨大な背びれを持っていた。そしてその背びれが、まるで曲剣のように鋭い 
光を湛えている。それもまた、アグナスによって生み出されたものなのだろう。 
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「ワンち ゃんの次はおサ カナち ゃんか……大した調教師だな……」 

一度飛び上がったカットラスは床下に潜り込み、背びれだけを突き出したまま床下を泳ぎ始 
めた。銃で撃ってみると、背びれの部分はかなりの強度を持っているらしく、離丸が全て弾か 
れて しまぅ。 

「貴様こそ、わ、私の研究を甘く見ない事だな……！」 

I か繼してくるカットラスの猛攻をかわしながら、/ダンテはアグナスに向けて何度か発砲した 
が、縦横無尽に室内を飛び回るアグナスには命中しなかった。 

アグナスは常にダンテと付かず離れずの距離を保ち続けている。呼び出されたカットラスを 

ほじゆう 

先に始末してしまぅと、アグナスはすぐに翼から新たなカットラスやバジリスクを補充した。 
そぅ やってダンテの消耗を待つつ もりら しい。 

めんどうくせ 

窗倒臭ユな……」 

常に飛翔しているアグナスに近付いて斬り込む事も考えたが、それもなかなか手間がかかり 
そぅだった。ダンテは溜め息を吐き、銃を収めた。 

ダンテの周囲では数匹のカットラスとバジリスクが旋回している。ダンテを取り囲む円が次 
第に小さくなっていくにつれ、アグナスは勝ち誇ったょぅに笑った。 

「か、かか観念したか . ？」 

それに答えぬまま、ダンテは一度、目を伏せた。 
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そのダンテを、バジ リスクの 射出した頭部と、 カットラスの 背びれとが襲う。ダンテがそれ 
ら全ての攻撃を抗う事なく受け入れた。全身が燃え上がり、胸部、脚部を大きく切り裂かれた 
ダンテは、力なく床に膝を突くしかなかった。 

それを見て、アグナスはダンテを取り囲む悪魔達を一度、退かせる。 

ダンテがなお立ち上がろうとしない事を確認してから、アグナスはゆっくりとダンテに近付 
いてきた。 

ダンテはゆっくりと、ふらつきながら立ち上がる。 

アグナスはゆっくりと剣を振り上げた。 

「地獄門が開かれ膨大な魔力を吸収した今、こ、この私に勝てるはずなどないのだ……貴様が 
スパーダのむ、む息子であろうとな……」 

アグナスのき口葉を聞き、ダンテは小さく微笑んだ。アグナスの怒りを誘うょうに。 

「し、ししし 死ねッ！」 

予想通り、アグナスは激昂した様子で剣を振り下ろしてくる。 

「……それでいい」 

咳き、ダンテは低く腰を沈め、両の腕に力を込めた。 

アグナスの振り下ろした剣を、壓刖に構えた腕で受け止める。 

本来ならば深く身肉に食い込むはずの刃は、激しい音と共に後方へと弾かれた。 
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「何 . だと . ？」 

衝 I 手で一歩後ずさったアグナスは、狼煩しながらダンテを見やった。無論、ダンテは何も手 
にしてはいない。徒手空拳のままだ。 

「し、死に損ないめ！」 

再度、アグナスが剣をダンテに向けて叩き付けて くる。 

ダンテはそれもまた腕だけで防いだ。瞬間的に魔力を集中させる事で、腕を硬化させている 
から、傷を 負う 事はない。しかし、ほんの鱗かで もタイミングを 誤れば、まともに相手の攻撃 
を受ける事になる。体を硬化させていられるのは、一瞬の間でしかないのだ。 

「き、きき貴様ァッ！」 

アグナスは我を失ったょうに幾度もダンテに対して剣を振るった。だがその全ては、ダンテ 
のガードの i 刖に化空に帰したり 

、、ハジリスク や ヵットラスの 攻撃を甘んじて受け入れたのは、 そうして アグナスを誘い出すた 
めに備ならない。 プライドの 高い男だからこそ、アグナスは確実に自分の手でダンテを仕留め 
ょうとずる。 ダンテにはそれが分かっていた。 

そして プライドの 高さ燃に、一度攻撃を阻まれればそこに怒りを感じる。相手が万全の態勢 
ならともかく、ダンテは傷付いているのだ。そんなダンテに自分の攻撃が通用せぬはずはない。 
アグナスはそう考えたはずだ。 
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だからこそ、今、 アグ ナスは今までの ようにダンテと 距離を取る事もせずに剣を打ち込み続 
けているのだ。 

アグナスは優秀な研究者だ。 

ダンテ も それについては認めていた。悪魔を利用し ようとする 人間は 多く 見てきたが、様々 
な悪魔を生み出し、或いは巨大な兵器を完成させ、これ程の実績を上げた者はいなかった。 
しかし同時に、アグナスは 研究者と して二流で あるとも ダンテは思う。 

そう評せざるを得ないのは、多分にその性格ゆえだ。 

冷静さを欠いた研究者程、哀れなものはない。 

「虫貝様！わ、悪足搔きをするなッ！」 

叫びながら、それでもアグナスは剣を振るっていた。 

アグナスがもう少しだけ落ち着きを取り戻せていたら、ダンテの狙いにすぐに気付けただろ 
う。あとほんの少しだけ己の研究に対するプラィドを緩める事ができれば、ダンテがあんな攻 
撃をわざわざ受ける理由などない事に勘付いただろう。 

「ぼちぼち終わらせるか……」 

アグナスがこれまでの中で最も大きく剣を振り上げたのを見て、ダンテは嗦き、アグナスの 
繰り出した渾身の^撃に対し、大きく前へと踏み込んでいた。 

腕に魔力を集中させる事は、攻撃を防いでいた時と何ら変わりはない。しかしそれはアグナ 
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スの剣を受け止めるためではなく、全く正反対のために用いられた。 

アグナスの鑛 II を紙 T 動でかわしながら、降下させた腕を突き出し、一気にそれをアグナス 
の腹部へと齡 I かさせる。アグナス自身の推力と、ダンテ自身の推力とがかけ合わさったその一 
撃は、アグナスがいかに強度な外皮を有していょうとも容易に打ち砕けるだけの質量を秘めて 
ぃた。 

「……さずが天使様だ。普通の連中なら今頃、粉々になってるとこなんだがな」 

載が引きながら、アグナスとずれ!! うょうに 移動したダンテは、アグナスを振り返りながら 
そう告げた。アグナスは、何が起こったかも自覚できていないらしく、ただ呆然と立ち尽くし 
ていたが、やがてゆっくりと前に倒れ込んだ。 

「聞こえてるか？それとも ノックアゥト か？」 

ダンテが首を傲げると、アグナスは震えを堪えながら立ち上がる。 

「い、いいい今のは……？何が……なななな何が……何が起こった P :」 

それなりに力を持っているからこそ、そしてアグナスが研究者だからこそ、アグナスには己 
がダンテの攻撃を知覚できなかった事が信じられぬのだろう。およそ六十分の一秒程の僅かな 
時間、その辦^の間に、ダンテはアグナスの攻撃をすり抜けてカウンターによる一撃を加えた。 
ただそれだけの事だった。だがそれだけの事ゆえに、アグナスはその可能性に気付く事ができ 
な、>。アグナスは己の力を過言している。ダンテを見くびっている。よもやそのような奇跡の 


ようなタィミングでのカゥンター を受けるとは想像もできぬはずだ。 

「何か……まだ何かあるのか？わ、わわ私の知らぬ悪魔の力が……！貴様にはまだ、秘密 
が . あると . ？」 

ダンテを振り返ったアグナスの身体は、既に崩壌を始めている。ダンテが何も言わずアグナ 
スを見つめていると、アグナスは再度宙へと飛び上がった。 

「か、か解明してやる…… ダ ！貴様のその 力！ 今度こそ…… ！」 

叫んだアグナスが、全身に力を満ちさせていくのが分かった。何かをしようとしている。そ 
れに気付きはしたが、ダンテは何もしなかった。 

「まずは . まずは貴様の力を . ッ！ I 

空中で大きく仰け反ったアグナスの翼が、また怪しく煌き始めた。だがそれは悪魔を呼び出 
した際の色とはまた異なる煌きだった。直後、アグナスの翼が隐るような音を立て始め、ダン 
テは己の魔力がアグナスの翼に吸収され始めている事を知った。 

「 . そんな事もできるのか」 

見れば、周囲を取り囲んでいたバジリスクやカットラス達もまた、魔力を吸い取られている 
らしい。力なく伏せり、溶けるように消えていく。 

「武器兼食料、 ってわけ だ。ヮンちゃんもおサカナちゃんも可哀想に」 

泰としているダンテに気付いたアグナスは、ダンテの魔力を吸い取りながら、不敵な笑い 















151 デビルメイクライ4 


150 


声を上げる。その身体の傷は、先程に比べ幾分癒されていた。 

「こ、この能力がある限り……貴様に負ける事はあり得ない……あり得んのだッ！」 

ダンテは苦笑する他なかった。 

「仕方ねュな……さっきので仕留められなかった事だし……ちょっとばかり本気出すか」 

曠いて、大きく息を吐くと、ダンテは目を閉じた。 

全身の豚 M ひとつひとつに魔力を行き渡らせる事で、ダンテの肉体は人間とは異なる姿へと 
変化を始める。 

内に眠る力の解放。 

デビル•トリガー 

悪魔の引鉄。 

アグナスに魔力を吸い取られながらも、それを上回る速度で、ダンテの肉体に魔力が満たさ 
れていく。 

完全に悪魔の姿へと変化したダンテは、ゆっくりとリベリオンを手に取り、それを引き付け 
るよぅに構えた。 

「そ、その姿……！」 

ダンテの姿を見たアグナスが、一瞬うろたえ、空中で微かに高度を落とした。 

ダンテはその隙を突くように、リベリオンを挟るように突き出しながら、一気に床を織り付 
ける。 


その姿に変じぬままでさえ悪魔の巨驅を吹き飛ばす程の破壊力を秘めた必殺の突きは、もは 
や人間の目には見えぬ速度を与えられていた。 

そして突きに込められた夥しい量の魔力は、ダンテの肉体とリベリオンから外界へと溢れ出 
し、漆黒の螺旋を描く。 

巧 『OWK down ! 

择けろ ッ！」 

真っ向から衝突したリベリオンの剣先が、アグナスに深く突き刺さり、しかしその衝撃の激 
しさに、瞬く間にアグナスの身体を離き飛ばす。 

「うおあああッり：」 

ダンテが変身を解除すると同時に、地に落ちたアグナスもまた、人の姿へと戻っていた。 

「ちょっとサービスし過ぎたか。だいぶ傷を治させちまったからな……」 

またしてもアグナスが原形を留めている事に多少落胆しながらも、ダンテはゆっくりとアグ 
ナスに近付いていった。アグナスは攻撃を受けた事で人の姿に戻った。それはアグナスの身体 
に満たされていたはずの魔力が尽きた事を意味ずる。それも時間が経てばいくらか回復はずる 
だろうが、今度ばかりはもうそんな時間を与える気もなかった。 

人の姿のアグナスならば、仕留める事は容易い。 

「な、な何なんだ……何故だッ！何故貴様に勝てん……そんなはずがないッ！わ、わ私の 
研究に間違いはない！今の私なら、貴様にここまで一方的に負けるはずなど……！」 
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ふらつきながら、アグナスは怯えたようにダンテを見る。ダンテはリベリオンを背中に担ぎ 
ながら、エボニーを引き抜き、答えた。 

「簡単な答えさ。お前が人間を捨てたからだ」 

「な、に…… 

アグナスは目を見開いた。ダンテの言葉を信じられぬという表情だった。 

「人間を。：馬鹿を言うなッ！大体、き、貴様も人間ではなかろうが！」 

それを この 男に言われる事は、ダンテにとっては苛立ちを禁じえなかった。その苛立ちを隠 
すために、ダンテは頭を搔き、そして深く息を吐く。 

「お前は人間を弱っちいと思ってるらしいな……。確かに、人間はちっぽけだ。ずぐに傷付く。 
悪魔に難われりゃ、ひとたまりもない。だがな、人間はひとつだけ、悪魔に負けない力を持っ 
てる。知ってたか？」 

ダンテの問いに、アグナスは慌てた様子で懐からメモ帳を取り出した。 

「な、何だ！何だそれは！おお教えて くれ！ 今後の研究の参考にしたい！」 

そう詰め寄ってくるアグナスに、ダンテはまた深い溜め息を吐いた。 

もはやアグナスは正気を失っている。自分の一撃のせいか、或いは敗化を受け入れられぬ葛 
藤のせいか。いずれにせよ、 もう ダンテにできる事は、アグナスを解放してやる事だけだった。 
「悪いが、そいつは宿題にさせてもらうぜ」 


そぅ告げて、ダンテはアグナスのメモ帳を撃ち抜いた。衝撃でアグナスの手から離れたメモ 
帳は、ぺージがバラバラになり、上空へと舞い上がる。 

「ああ、あ、あ . ッ！」 

取り乱し、アグナスはその メモの 断片を回収し よぅと 何度も空を搔いた。 

ともすれば滑稽な光景だった。喜劇のよぅな。 

けれどこれは悲劇なのか もしれ ない と ダンテは思った。 

道を踏み誤らなければ、この男にはもっと別の人生が待っていたよぅな気がする。 

「あの世でしっかり勉強してきな。生まれ変わったらまた会おぅ」 

メモの一ぺージを拾い上げて満面の笑みを浮かべているアグナスの眉間を狙い、ダンテは引 
鉄を引いた。撃ち放たれた弾丸は、アグナスが眼前に掲げているメモと一緒に、アグナスの頭 
部を貫く。 

吹き飛んだアグナスの身体は、舞台壇上から客席へと落下し、そして客席のひとつに座るよ 
ぅに倒れた。その死に顔を隠すよぅに、宙を舞っていたメモの一片が舞い降りる。 

それはまるで、己を寵愛してくれた主人への返礼のよぅに見えた。 

「メモ帳の方がよっぽど人間らしい直ハ似しやがるな……」 

そぅをいて、、ダンテは自分を照らす ラィトを 見上げた。 

じゆうこう 

そして銃口をそのラィトに向ける。 
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引鉄にかけた指に力を込めると、放たれた弹丸がラィトを砕き、劇場内は闇で満たされた。 
r そして残るは沈黙の。か、 か：、：：」 

シェィクスピアの 書いた台詞を諮んじながら、ダンテは閣魔刀が眠って いるであろう 場所を 
求めて歩き出した。 

もしもあの世という物が現実に存在し、アグナスがそこで考え続けたとして、ダンテの問い 
に対する答えに辿り着くだろうか。暗い劇場の中を歩きながら、ダンテはそんな事を考える。 

それはいたってシンプルな答えだ。言葉にすればたった一文字。けれど何ょりも価値がある 
もの。 そして口にすれば途端に安っぽくなる もの。 

「ま、自分で気付かなくちゃ意味がねてしな . 」 

そう口にした時、ダンテは地下へと続くらしい階段を見付けていた。 






悪魔に怯える住民達を避難させる事は、それ程困難な事ではなかった。彼らの多くはひどく 
混乱しており、トリッシュが何者であるかなどという事など気にずる余裕ずら失っていた。だ 
から彼らは、トリッシュの導くままに歩を進めた。 

だが正直に言ってしまえば、無数の悪魔が蔓延る今のフォルトゥナに安全な場所などない。 

そこでトリッシュは、 市街地から幾分離れた ヵエル ラ港に彼らを集結させた。 そこが 付近一 
帯では最も広々とした場所であり、多くの人間が集うには最適である事を知っていたからだ。 

港の貨物倉庫に住民を集めたトリッシュは、彼らにしばらくの間外に出ぬよう命じ、倉庫の 
周囲に簡易の結界を施した。トリッシュ自身にそういった能力はないが、それもある種の魔具 
を用いれば可能な事だった。教団にはそういった魔具が溢れていたから、そのうちのいくつか 
を抜け出す際に失敬しておいたのだ。 
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そうしてひとまず 住民の安全を確保したトリッシュは、迷う事なく市街地の中、心、地獄門の 
ある場所へと向かっていた。 

ダンテと別れてから結構な時間が経っているにも拘わらず地獄門が未だ機能している事に 
不安を感じたためだった。 

よも や ダンテが敗れた などという 事は あり 得ない。その可能性を疑ったりはしない。が、ダ 
ンテの多少ルーズな部分をよく知っているだけに、トリッシュの頭には別のいくつかの可能性 
が浮かんでいた。 

道に迷っている、遊びすぎて時間を食っている、地獄門の中に飛び込んでいった……など、 
ダンテならやり かねない事は いくらでも ある。 

こんな状況で、と思いはするが、こんな状況だからこそそういった行為に及んでしまうのが 
ダンテと いう男だった。彼の相棒として活動していたトリッシュだからこそそれが分かる。 

しかし I 方で、不意に生直面目な一面を見せるのもダンテの特徴ではあった。 

特に悪魔が絡めば、その傾向は顕著になる。ダンテは悪魔を憎んでいる。そして悪魔が人を 
傷付ける という 行為を 何よりも 劣悪な行為と考えている。 

だからダンテは悪魔を相手にする時、その根本にある熱い魂までは失ったりしない。どんな 
軽口を 叩こうと、 直ハ面目に仕事をこなす。 

「 . とは思うけどね」 


そうをいて、しかしダンテは人に期待されれば裏切りたくなるょうな男だという事もあるし、 
などと、トリッシュ はまた延々ダンテの事を考え続けた。 

自分の不安が杞憂に過ぎなかった事を知ったのは、もはや地獄門まであと僅かという距離に 
なってからだった。それまで無数の悪魔を吐き出し続けていた地獄門が、不意にその機能を停 
止したのが見えた。程なくして、全面を覆っていた煌きも収まり、地獄門はただの巨大な板1 
I 住民達に聖碑と呼ばれていた頃の姿に、戻っていた。 

安堵の溜め息を吐きながら門に近付こうとしたトリッシュは、門からいくらか離れた広場に 
ダンテの姿を見付けた。トリッシュのいる場所では聞き取れなかったが、ダンテは何かを咳き、 
そして ゆっくりと 腰を落とした。 

その手には、滞に納められた闇魔刀が握られていた。 

居合と呼ばれる剣術の構えを取ったダンテは、極めて遅々とした所作で閣魔刀の柄に手をか 
ける。トリッシュは立ち止まり、ダンテの 一挙手一投足を見ずった。 

空を切る音が数度した。 

それで、 どうやら ダンテが抜刀したの だと トリッシュには理解できた。しかしい つ 刀を抜い 
たのか、その巧がどのょうな軌跡を描いたのかを視認ずる事はできなかった。 

かつて闇魔刀を振るっていたのはダンテの兄バージルであったという。 

トリッシュはバージルを知らない。 
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正確には、生きていた頃の、、ハ ー ジルを、だ。 

バージルは、ダンテと挟を分かち、人ではなく悪魔として生きる道を選んだ、それ故に、ダ 
ンテによって討たれてしまったとトリッシュは聞かされている。 

そして命を落とした、、ハージルの骸は、魔界の奥深くへと堕ちた。 

そのバ I ジルの t き骸を利用したのが、魔帝ムンドウスであった。ムンドウスはバージルの 
肉体を悪魔として変貌させ、己の部下として用いたのだ。 

その時に、トリッシュはバージルと顔を合わせている。 

トリッシュもまた、ムンドウスの部下であったからだ。 

だがトリッシュの知る、、ハージルは、物言わぬ忠実な魔帝の部下でしかなかった。人格もんも 
失った、哀れな操り人形。 

-八1ジル か . 」 

抜き放った刀を回転させて銷に納めるダンテを見ながら、トリッシュは咳いた。 

ダンテがこれまで日本刀の ような 得物を用いているのを、トリッシュは目にした事がない。 
まして居合の ようなある 種の精密さを要求される技術をダンテが有しているなどとは想像した 
事もなかった。 

しかしダンテは今、まるで生来から使い慣れた得物のように閣魔刀を操っている。 

それは おそらくバ ー ジルの動きそのものなのではないか。 
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バージルは生きているのだ。ダンテの中で。ダンテの一部として。 

バ I ジルを知らぬ トリッシュ でさえ、それを強く感じた。 

トリッシュに気付いたダンテが、トリッシュの方に視線を送り、それから額で地獄門の方を 
指し示した。 

謗われる ままに 目を向けると、地獄門の中、むから裴娑がけに一直線の亀裂が走っていた。遠 
く離れたダンテの抜刀による斬撃が、地獄門を分断したのだと知った。スローモーションのよ 
うに倒れる分断された上片を見て、トリッシュは小さく微笑む。 

そして ゆっくりと ダンテに近付いていった。 

「……いいの？結構な文化遺産だと思うわよ？」 

トリッシュがダンテにそう告げると、トリッシュの背後で倒れ切った地獄門が大きな地響き 
を立てた。 

「構わないだろ。ああいうもんがあるから、下らねて考え起こずバヵが出る。親父が何のため 
に アレを残しと いたのかは知らないがな」 

ダンテは肩を疎めて閣魔刀に目を落とした。 

確かに、スパーダ程の力があれば地獄門を封 ffl する事はおろか、破壊ずる事も不可能ではな 
かったはずだ。 

しかしスパーダはそれをしなかった。 
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トリッシュにはその理由が何となくではあるが分かるような気がしていた。 

スパーダは悪魔だ。 - 

ダンテのように人間界で生まれた者とは違う。魔界で生まれ魔界で育った生粋の悪魔だった 
はずだ。だからこそ、彼は人間を救いつつも、己の故郷へと続く道を完全に葬り去る事はでき 
なかったのではないか。 

スパーダと同じく純粋な悪魔であり、魔界で生み落とされたトリッシュも、それに近い感情 
を抱く事がある。トリッシュが様々な悪魔や魔具の知識を得ようとする事も、その感情によっ 
て突き動かされている部分が大きい。 

だがトリッシュはその事をダンテに告げようとは思わなかった。 

がては自分の憶測に過ぎない。何より、話したところで、人間界で生まれ人として生きるダ 
ンテには、おそらく理解し得ない感情だろう。 

「あとは神サマとドンパチやって終わりか」 

ダンテが神を見上げた。 

地獄門の倒壊に気付いたのか、神は遠く上空からゆっくりとこちらへ近付いてきているよう 
に見える。 

「そうね……ところで住民はどうしたらいい？今は港に避難させてるけど」 

その問いに、ダンテは首を傾げた。 
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「なるべく遠ざけた方がいいんじゃないか？少しばかり派手な戦いになりそうだ」 

今いる広場から港までは結構な距離がある。 

しかし神の巨大さから言って、それでも安全な距離とは言えないかもしれない。 
トリッシュは港の方角に目を向け、目を細めた。 

今から住民達を誘導して、果たしてどこまで距離を取る事ができるだろうか。しかもなるべ 
く悪魔があまり出没しない区域が好ましい。地獄門が倒壊した今、これが上悪魔が湧き出てく 
る事はないが、それでもこれまでに出てきた悪魔は大量に残されたままだ。その全てを、住民 
を守りながら相手にするのは トリッシュ といえど楽ではない。 

「だとしたら、森の方に行くぐらいしかないかもね……」 

独り言のょうに口にすると、ダンテが眉を擊める。 

「確かにあそこまで行けば安全かもしれないがな、森のあたりは悪魔どもでいっぱいだ。他の 
場所の方が良かないか？」 

それも一理ある。トリッシュー人ではあの II 蒼とした森の中で住民達を守り切れない可能性 

が甘巧い。 

しかしトリッシュは、 

「大丈夫。ちょっとアテもあるし」 

とダンテに告げた。 
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ダンテはそれが上、何も言わなかった。 

小さく 手で騰 g を かわし、 再び ダンテと 別れたトリッシュは、港の方角に足を向けながら、 
一力月整削に送り付けた手紙の事を考えていた。 

あの手紙が届いているなら、そろそろレディが到着しているはずだ。海路を取るょうに伝え 
てあるから当然、船でやって来るだろう。 

トリッシュー人では多少尼介な悪魔の群れも、彼女がいればどうにかなる。 

そもそもレディには撇えの船を届けてもらうために手紙を送ったのだったが、どうやらそれ 
ょりも先に悪魔退治の手伝いを頼む事になりそう だ。 

「文句言われそうだけどね …… J 

しかし 金に うるさいレディと て、実際には金のために悪^狩りなどやっていない事を、 トリ 
ッシュは知っていた。彼女もまたダンテと同じく、悪魔を憎み、悪魔を許せぬからこそ狩りを 
続けている。手伝えと言ったところでまさか断ったりはしないだろう。 

「ま、彼女が無事に着いていればの話、か……」 

トリッシュはそう咳いて悪戲っぽく笑った。 



トリッシュが去った後、ダンテは周囲を振り返り、それから手近な建造物の中で最も高さの 
ある歌劇場の外壁を駆け上がった。 

神は自らこちらへと近付いてきている。わざわざ自分が足を向けるまでもない、そう考えて 
の行動だった。何ょり、ダンテは神に見下ろされ続けている事を好ましく思わなかったせいも 
ある。いるかどうかも分からぬ本物の神ならまだしも、狂った人間の生み出した偽物の神とな 
れば尚更だ。 

歌劇場の頂上で神を待ち受けていると、周囲を取り巻いていた天使のうちの一体が神に先ん 
じてダンテに向けて飛来してきた。 

瞬間、ダンテは身構えたが、適度に距離を開けた場所で天使が速度を落としその場に浮遊し 
たのを見て、首を傾げる。攻撃を仕掛けて くるわけ ではないらしい。 

「……地獄門を破壊ずるとはな」 

天使はそう咳いた。聞き覚えのある老人の声。それが教皇のものだと分かるのに、ダンテは 
僅かな時間を要した。 

「……爺さんか。おめかししてお出かけか？」 







尋ねたが、教皇と思しき天使はその問いには答えない。 

「あまり調子に乗らぬ事だ……地獄門なくとも我らの計画は成就できる。貴様には神を止めら 
れぬのだからな」 

天吏の背後では、神が ゆっくりと 接近してきている。そちらに目をやりながら、ダンテは苦 
IT した。 

「止めるさ。 こちと ら神サマの息子なもんでね」 

「せいぜいが撤くがいい……もはや貴様の力など、我らが神の足元にも及ばぬわ……」 

告げて、天使はダンテに背を向けた。神の元に帰るのかと思えば、瞬時に振り返り、手にし 
た剣で斬り付けてくる。 

「その割には、随分やり方が狡っからいんじゃないか？」 

蘿ぎの一撃を跳躍してかわし、ダンテは空中でエボニーとアィボリーにょる銃撃を放った。 
無数の雖丸の衝撃で、天使の錯が粉砕される。 、 

しかしその中には教皇の姿はなく、ただ無残に鑑の残骸が落下していくだけだった。 

ダンテは神を見やった。 

「……リモコン操作だったか。本体は中って事だな」 

神は既に間近に迫っていた。 

あれだけの段が、しかも宙を！：く相手にどぅ立ち回ったものか思案しているぅちに、神の周 
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囲に無数の巨大な瓦礫が浮かんでいるのにダンテは気付いた。おそらくは神を浮遊せしめてい 
る強力な機関の余波が、周囲の物体に影響を与えているのではないかと思われた。 

「足場まで用意してくれてるのか……さすが神サマだ。やる事が憎いね」 

そう口にして、ダンテは大きく跳躍するとその足場に着地する。神を取り困むように浮かぶ 
その足場は、どうやら教団本部の一部らしい。見覚えのある文様の床がいくつか見られる。 

接近に気付いた天使達が一斉に自分の方を目掛けて飛んでくるのを見たダンテは、笑いなが 
ら足場の上を駆け、少し離れた場所に浮かんでいる別の足場へと飛び乗った。 

「細かいの相手にしてもキリがねュからな……追いかけっこしながらやらせてもらうぜ」 

神もまた、当然のようにダンテの存在に気付いている。 

何を仕掛けてくるか警戒しつつ、天使達から逃れるように走っていたダンテは、神の巨体が 
大きく仰け反るのを目にした。 

正直、一瞬ではあるが呆然とせざるをえなかった。 

てっきり、悪魔達を焼き殺した光線のような攻撃を仕掛けてくると思っていたのだ。 

だが今の神の行動はそれとは違う。 

大きく仰け反りながら拳を振り上げているのだ。 

そのまま勢いを付けて、神が巨大な拳をダンテ目がけて振り下ろしてくる。 

「おいおい！」 
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臟てて跳躍し、拳の鑑を跡^したダンテだったが、神の拳はダンテが立っていた足場を 
粉々に粉砕していた。このままでは地上に落下する羽目になる。 

「マジかょ . 」 

仕方なく、ダンテは空中で辦繼を変え、神の拳の上へと着地していた。不安定な足場ゆえに、 
立ち止まっている暇はない。振り払われでもしたらそこで終わりだ。 

拳の上から»を伝い、ダンテは神の体幹部を目指して走った。 

「しかし、あの巧やはどこにいやがるんだ……？」 

ぼやいていると、神が腕を大きく振り回し、ダンテを払い除けた。空中に投げ出されたダン 
テだったが、すぐさまリベリオンを手に取り、神の胸に突き刺す事で落下を逃れる。 

ブラ下がったままの体勢で、ダンテは神を見上げた。 

ネロを 救わねばならぬ2$上、今 この 神を破壊ずるわけにはいかない。 

ネロを救ぅための方法は考えてあるが、しかしそれを実行するためにはネロが今、神のどの 
あたりに囚われているのかを知る必要があった。 

「やれやれ だ……案外難儀だな、こいつは」 ず 

神を破壊せず、この巨体の鑑聪をかわしながら、同時に天使達の追撃から逃れながら、ネロ 
の居場所を探らねばならない。 

どうしたものか思案しているうちに、神が大きく掌を開き、それをダンテのいる場所に向け 


て叩き付けようとしていた。 

「おっ . と！」 

リベリオンを 足場に して 立ち上がった ダンテは、ひとまずリベリオンを その場に留めて おき、 
神の胸部から手近な浮遊する足場へ と 飛び渡った。それに気付き、神は叩き付けよう としてい 
た掌を急停止させ、、 ダンテを押し潰そうと 腕を翻す。 

「ピ ョン ピ ョン 避けてばっかりもいられね H からな：：：！」 

苦笑しながら、ダンテはパンドラを展開させた。そしてそれをス ー ッヶ ー スの形状から、瞬 
時に巨大な球のような形状に変化させる。 

パンドラの変形には持ち手の記憶と想像力とが大きな影響を与えているという。 

ダンテがパンドラをその形に変形させる時、思い浮かべるのはかつて相対したべオゥルフと 
いう名の悪魔だった。光を操る力を持った、豪晩の悪魔。 

その頭部に似た形状に変形したパンドラは、瞻るような音を立て急速に力を充塡し始めた。 
球形のパンドラの前面には、大きな銃口が備えられている。その銃口が、ダンテの操作によ 
り一気に光を放った。 

膨大な熱を伴った光の帯が、一気に神の掌目掛けて射出される。 

ダンテに叩き付けられようとしていた神の掌は、その光線を受けて大きく後方に弾かれた。 
パンドラの持つ攻撃の中でもかなりの破壊力を秘めた攻撃だ。しかし、それでも神は傷ひと 
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つ負った様子はない。あくまで掌を押し返せただけに過ぎない。 

「やっぱタフだな……伊達に神サマ名乗ってね卫」 

パンドラを 齡齡に圧縮し、ダンテは再度、神に近付くために別の足場に向けて走り出した。 

神の巨体には、懿い光を放つ宝石のようなものが各所に埋め込まれている。そのいずれかの 
宝石状の物質の奥にネロがいるのではないかと、ダンテは思った。その宝石からは、夥しい魔 
力が放たれていたからだ。 

神の周囲を回るように移動しながら、ダンテは宝石の数を確認していた。 

腕に数か所、足に数か所。頭部と胸部にひとつ。そして背中にもひとつ。 

うっかりその宝石をネロごと破壊ずるというわけにはいかない。しかしかと言って、神とこ 
のまま追いかけっこを続けているわけにもいかない。 

「試しにひとつ二つブチ壊してみるか……」 

あの宝石のような機関が神に魔力を行き渡らせているのだとずれば、いくつか破壊する事で 
神の力を削ぐ事はできるはずだ。そうすればその後の行動も取りやすくなる。 

ダンテは神の背後で足を止め、再度パンドラを展開させた。離れた距離から大物を相手にす 
るには、パンドラは最も適した武器だ。巨大なランチャー状に変形させるか、先程のレーザー 
臟をもう一度使うか、纖かにダンテが遂巡した隙に、ダンテを追っていた天使達がダンテを取 
り囲んでいた。それを見て、ダンテはパンドラを変形させる事を断念した。 
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足場に着地し、じりじりとダンテに近付いてくる天使達を見回しながら、ダンテはス I ッヶ 
1ス状のパンドラを足元に置く。 

「離れた方がいいぜ」 

天使達にそう告げて、ダンテはそのままパンドラを軽く踰り付ける。 

直後、勢いで蓋を開けたパンドラが、目を開いていられない程の激しい閃光を放った。 

それは、意思のままに変形ずるパンドラが唯一持っている、持ち手に左右されぬ攻撃手段。 
そしてパンドラが可能とする攻撃の中で、おそらく最も凶悪な破慶力を有したもの。 

パンドラの箱から放たれた光が、周囲にいる天使達を一瞬で融解させていく。 

その光から目を守るように腕で顔を覆っていたダンテは、頃合いを測って足でパンドラを開 
じた。 

周囲を見回すと、天使達はすっかり姿を消している。 

だが目の前の神は、やはりさしたるダメ I ジを負っていなかった。距離が開き過ぎていたの 
かもしれない。 

「じゃ、ちょっと趣向を変えるか」 

パンドラを収めたダンテは、続け様に閣魔刀を取り出していた。 

ダンテの方を振り返ろうとしている神を前に、ダンテはゆっくりと腰を落とす。そして一度、 

驚した。 
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兄バージルが得意とした技。 

物質を斬るのではない。その技は、次元を斬る。 ぅず ひ， 
ダンテが刀を納めると同時に、神の背部の空間が If 曲する。同時に、激しい衝撃音が響き渡 
つた。斬り開かれた次元が離が次元を巻き込み、周囲の空間そのものを破壊す る。 鳴り響いた 
音は、その破壊の副産物だ。 

僅かな時間の^れと共に、神の背部に埋め込まれていた宝石が砕け散った。 

閣魔刀を掲げながら、ダンテは小さく微笑む。 

「見様見真似でやった割にはうまくいったな」 

笑い声を上げながら、ダンテは別の箇所を破壌するためにまたまり出した。 



何か臟かしい感覚と共に、俺は再び意識を取り戻していた。 

麟がだったはずの記歉は、おぼろげながらもが前よりはっきりとしていた。 
自分が誰なのか。自分が何故こんな場所にいるのか。 

今の俺はそれを理解していた。 

理由は分からない。 


しかし今、近くに俺の一部が存在しているせいだと何となく思った。 

俺の一部。俺の断片。 

俺が受け継いだ物。 

けれどそれが何なのかまでは、思い出せなかった。 

「ダ . ンテ？」 

声にならぬ声で、俺は巧いた。 

その名はどうにか思い出せた。 

近くにいる。 

ダンテが。今。俺の傍にいる。 

それが分かった。そしておそらく、俺の一部はダンテが今、手にしている。 

結局、俺はあの男にはかなわなかった。 

ダンテの助けを待つしかできない今の俺は、どうしょうもないくらい情けない。 
だが本当にそれでいいのかという疑念が過った。 

本当に、俺は、黙って助けを待つしかできないのだろうか。 

今の俺にできる事は、何もないのだろうか。 

考え、俺は叫んでいた。 

無論、声など出はしない。 
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俺の肉体は失われてしまっている。 

わけの分からない神とやらに、俺は溶け込んでしまっている。 

けれどそれでも、何かしなくてはいけない。 

ただただ負けを認め、何もせぬままアィッの肋けを待つのではなく。 

俺は俺の意思で、ここから逃れょうとしなくちゃいけない。 

「キリエ . 」 

キリエを救うためだ。 

キリエを、俺が、救うためだ。 

ダンテじゃない。俺が。俺自身が。キリエを救うために。 

このまま何もしなかったら、がてをダンテに委ねてしまったら、たぶん俺はこの先一生、キ 
リエを守るなんて口走れない。 

「クソッタレめ…… 何から何まで、おいしい ところ 持ってかれてたまるかょ……！」 

アィッの 手を借りなくてはいけない としても、 俺は俺の意思でここから脱する。 

「-ッ！」 

そう考えながら、俺は何度となく叫び続けた。 


ダンテがその微かな波動を感じ取った時、神は背後のダンテの方に振り返っていた。 

「……がっゃか」 

思わずそう嗦き、ダンテは神の胸部に埋め込まれた宝石に目を向けた。その向こう側、神の 
体内の奥部から、自分と同じ血を引く者にしか発する事のできぬ魂の慟哭が響いていた。 
となれば、最早やる事はひとつしかない。 

うまい 具合に、神に突き刺した ままのリベリオンが 恰好の足場になって いる。 

「神に逆らう愚か者め！悔い改めながら死ぬがいい！」 

だがダンテが次の行動を取るよりも速く、神が動いていた。 

その巨体の背部、輪のような形状の翼が隐るような音と共に魔力を集束させていくのがダン 
テには分かった。 

「マズいな……」 

様々な悪魔と戦ってきた中で、ダンテがそんな言葉を口にするのは本当に稀な出来事だった。 
人間よりも、 そして 並の悪魔よりも遥かに強勒な肉体を持つダンテに とって、 敵の仕掛けて く 
る攻撃は回避せねばならぬようなものではない。気まぐれに受けてみる事さえ多い。それが余 
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程の破壊力を秘めていない限りは、だ。 

今、神がその翼に集中させている魔力は、明らかに膨大なものだった。それによって何を仕 
掛けてくるかまでは予想も付かないが、あれだけの魔力を用いた攻撃が、広範 H に及ばぬはず 
もない。 

ダンテは瞬成にその身を悪魔の姿へと変化させ、神の背後に回り込むために走った。 

しかし、 

「間に合わねてか……」 

すぐに立ち止まる。 

神の翼が瞧るような音を止めたのを見て、ダンテは大きく息を吸い込みながら腰を落とした。 
全身に魔力を集中させ、そのままそれを体表から放出し、同時に、放出された魔力が霧散し 

おのれ おお あやつ 

てしまわないように コントロー ルしながら、己の全身を覆うように操る 
「1!けられね卫なら、^えるしかないからな……戦艦みたいに頑丈になりゃいいわけだ……」 
ダンテが操った魔力が鎖がような形状に変化した時、神の中でサンクトゥスが叫んだ。 

「噫ら えッ！ 神の 威光を！」 

その叫びと同時に、神の翼から一気に光の帯がダンテ目掛けて放たれる。パンドラで放った 
攻撃とは比べ物にならない程の巨大さ。 

もし回避ず る 道を選んでいたとしたら、逃げ切れぬ まま その光に身を焼かれていたはずだつ 


た。だが、ダンテはもはやそれを避けるつもりなどない。 

神の光がダンテの全身を包み込む。 

ダンテが形成した錯は、その破壊力に躁觸されながらも、かろうじてダンテの身を守り続け 
ていた。 

「思ったょりキッいな……」 

身体は無事でも、神の放った攻撃の前に、ダンテは立ち往生していた。前に 進もうと はして 
いるが、凄まじい勢いで押し返されて しまう。 吹き飛ばされ ないょう 堪えるのが精ぃ一杯の状態 
だった。 

やがて神の放った光が収束して消えた時、ダンテの生み出した錯 もまた かき消えていた。 

「き、貴様 . ッ！」 

平然とその場に立つダンテに、教皇が狼狼の声を上げる。 

立っている足場 もまた 神の光に晒されたせいで崩れかかっているのに気付き、 ダンテはすぐ 
さま 前方、神の元へと跳躍していた。 

その手には閣魔刀を握って。 

突き立ててあるリベリオンに着地し、 そこから もう一度跳び上がると、ダンテは神の胸元に 
埋め込まれたその蒼い宝石に闇魔刀を突き立てた。だが想像が上の硬度のせいで、闇魔刀は半 
ば近くまで突き刺さったものの、 そこで 止まって しまう。 
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「無駄だ！いかに闇魔刀でも、この神を破壊ずる事などできん！」 

神の巨大な掌が、闇魔刀を突き立てたまま胸部に取り付いているダンテを払い除けようとす 

まな 

る。それに気付き、ダンテは閣魔刀から手を離して、リベリオンの上に着地した。 

さらに追撃してくる神の掌から逃れるように、今度は大きく後方に跳ぶ。 

「確かに、外から壊すのは無理そうだ！」 

空中で身を翻したダンテは、コートの内側からずぐさまエボニーとアィボリーを抜いていた。 
すぐさまそれを乱射する。 

^ったのは神ではない。ただ一点。神に突き刺さった闇魔刀の柄尻。 

ー デの銃から放たれた無数の弾丸は、次々と閣魔刀の柄尻に命中ずる。 

それによって、閣魔刀は少しずつ深く、深く神に食い込んでいく。 

ダンテが放った最後の弾丸が命中ずると、閣魔刀は引き込まれるように神の体内へと潜り込 
んだ。 

ダンテは、最初に立っていた歌劇場の頂上に着地すると、エボニーとアィボリーを指先で 
弄んでから収めた。 

「……というわけで、中から喪させてもらうぜ」 

いつしゆん ふゆう 

ダンテにさらなる追い打ちをかけようとしていた神の動きが一瞬、止まり、浮遊している高 
度が、徐々に下がっていく。 


ダンテはそれを見て、一度、指を弾いた。 

それを受けて、化然神に突き刺さったままだったリベリオンが回転しながらダンテの手元へ 
と戻ってくる。 

高度を落とした神は、やがて大地に着地すると膝を突き、ぅ蹲るように状態を備がせた。 

「な . 何を した！」 

怒気を含んだ教皇の問いに、ダンテは答えなかった。 

そして答えぬまま、ダンテは見つめていた。神の胸部。閣魔刀を埋め込んだ箇所を。 

できる事は全てやった。 

これでもし救えぬというのであれば、請め るより 他はない。 

「さあ……おはようの時間だ、巧や！」 

目覚めるかどうかも分からぬ ネロに 向かって、ダンテは叫んでいた。 

「一人で神サマの相手するのも退屈でな！ 一緒に遊ぼうぜ！」 

だがその呼びかけに応える者はなかった。 

苛立ち、ダンテは大きく息を吐く。 

思えば数奇な出会いであったとダンテは思う。 

偶然。全ては偶然だった。 

よもやこんな辺境の地に、 自分と同じ血を引く 者が いるなどとどうして 考える事ができただ 
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ろぅ。この男が存在しなければ、全くつまらない退屈な仕事で終わるはずだった。 
だが彼は存在したのだ。この地に。 

少し I 皆め踐い、しかしすぐに決意を込めて、ダンテは口を開いた。 

そして初めて、彼の名を口にする。 

「 . ネロ！」 

その呼びかけに、神の身体が微かに震えたように見えた。 



俺が最初に思い描いたのは、ち腕の事だった。 

不思 Sip なものだ。 

あれ戳&心み繼っていたはずなのに。自分の肉体を思い返す時、俺は真っ先に右腕の事を想起 
していたのだ。 

すぐ近くに、手を伸ばせば届く場所に、俺の一部が辿り着いているという事は、もう感覚で 
分かっていた。それをダンテが送り込んでくれたに違いないという事も。 

俺は右腕を伸ばした。 

真っ直ぐに。自分を覆う殻を突き破るょうに。 
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そして実際、俺の右腕は何かを突き破り、それに^れた。 

俺の一部。俺にとって大切な何か。 

闇魔刀。 

その柄を強く握り締めると、失われていた自分が取り戻せたような感覚があった。 

曖昧で散り散りだった記憶は、砂時計の砂が落ちる ように、 次獻に一力所に集まり、 より 明 
確な俺の記憶へとその姿を変えていく。 

同時に、神とやらに溶け込んだ俺の肉体もまた元通りに舊兀されつつあるのを、俺は感じて 
ぃた。 

握りしめた閣魔刀で、俺の身体を覆う肉^辦のような機関を斬り開く。 

清浄な空気が流れ込んできて、俺はその空気と入れ！！ わるよう に機関の中から押し出された。 
ふらつき、膝を突く。視界はまだ ぼんやりと していたが、そこがまだ外界ではない事は分か 
った。おそらく俺はまだ、神の体内にいる。 

「キリエ . 」 

立ち上がって周囲を見回し、自分がいた場所を確認したタキリエの姿はそこにはなかった。 
まだその機関の中に溶け込んでいるのか。 

たぶん、違う。 

この機関の中に溶け込んでいる間、俺はキリエの存在を感じる事はなかった。 
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あの教皇は小賢しい人間だ。俺がこうして脱出ずる可能性をまるで考慮していないとは言い 
切れない。ならば、俺が動き出した時のために、キリエは自分の手元に置いておくのではない 
か。そんな気がする。 

いずれにせよ、俺はこの神の中で教皇を倒し、そしてキリエを救わねばならない。 

ようやく はっきりとしてきた 意識の中で、俺は そう 考えていた。 

「やっと起きたか、巧 や！」 

歩き出そうとした瞬間、周囲を覆う壁越しに、ダンテの声が聞こえた。何から何までお見通 
しという事らしい。俺がこうして解放された事も。 

何を告げるべきなのか思案ずるうちに、ダンテは続いて、 

「ヒ}ロー役はくれてやるよ！俺にしちゃ大サービスだ！ せいぜい 楽しみな！」 

と曝んだ。 

「楽しめ . ？」 

こんな時によくもそんな言葉が出てくるものだと感、心した。俺やダンテがいるのは、生きる 
か死ぬか、そういう局面のはずなのだ。 

しかしだからこそ、ダンテのその一言葉が楽しくも思えた。 

こんな状況で「楽しめ」なんて言える男だからこそ、俺をこうして救ってくれたのだろう。 
そしてそんなダンテが外にいるからこそ、俺は安んしてキリエを救いに行ける。 
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「分かってる……分かってるさ……」 

小さく曠551;、それからダンテの声が飛んできた方角に目を向ける_ 
「俺がヵタを 付ける！ それでいいんだろ！」 

ダンテの小さな笑い声が聞こえたよぅな気がした。 
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WT'A.O 田一。 



群がる悪魔を一通り退けた後、レディは救命ボートで遥か遠くに逃げ去っていたベンを呼び 
付けると、再びフォルトウナへ針路を取るように彼に命じた。 

フォル’トウナの上空では相変わらず大量の悪魔が飛び交っている。ベンはレディの命令に巧 
し、渋々といった様子で船の船を取った。 

「こっちも報酬払ってるんだから、 もっと 喜んで仕事して くれないと 困るわ。今のところ齡が 
ひとつしてないんだし」 

操船室でベンを監視しながらそう告げると、ベンは溜め息をがいた。 

r あんなに悪魔がいる場所に行くなんて自殺行為もいいとこだ……こんな危険な仕事だって知 
ってりや断ってまずよ……」 

それでもどうにか覚悟だけは決めたらしい。船は順調にフォルトウナへと接近していく。 






185 デビルメイクライ4 


184 


ml し、レディはこれが 上の監視は必要ない と 考え、操船室を離れて甲板の方に向かった。 
船の斌®からは脈にフォルトゥナの港の様子が確認できる。 

だがそこにレディが想像していたような悪魔の姿はなかった。 

いたのはただ一人——トリッシュである。 

レディの姿に気付いたらしいトリッシュは、小さく手を掲げる。 

それに応えてレディも手を掲げた。 

程なくして船が港へと辿り着く。 ： りょう 
一度操船室に Si ったレディは、ベンに船を下りるよう告げたが、ベンは頑としてそれを了 
獻いなかった。地上よりは船の上の方が安全だと信じているようだった。ベンに依頼したのは 
あくまで船の操縦であるから、レディもそれが上何も言えない。 

「それならここにいてもいいけど……一人だけ逃げるとか勘弁してよね」 

それだけ念を押し、レディは港へと降り立った。 

「で？ そっちの 様子は どうなの？」 

トリッシュに近付きながらレディがヨ I ねると、トリッシュはその問いに答えぬまま、しきり 
に風に吹かれてなびく髪を気にしている。 

「 . 潮で髪が傷みそうね」 

レディはそのき口葉に肩を疎めた。 


レディ自身、殺伐としていた昔に比べれば幾分身なりに気を遣うようにはなったが、それで 
もこんな状況でそんな言葉を化く程ではない。 

「 . 短くすれば？切ってあげましょうか？」 

半ば皮肉のつもりでそう告げると、トリッシュは小さく笑い、 

「冗談よ。気にしないで」 

と言った。彼女と知り合ってそれなりの時間が経つが、レディはいまだにトリッシュの性格 
を搁めないままでいる。ダンテも相当気まぐれで扱いにくい男だが、トリッシュはそれが上だ。 
「だったら状況を説明してよ……こっちも観光しに来たわけじやないんだから」 

レディが再度それを望むと、トリッシュは背後を振り返った。 

その視線の先には貨物用の倉庫だろうか、幾つかの建物が並んでいる。 

「あそこに住民を避難させてあるわ」 

トリッシュはそう口にした後で、今度はその倉庫の遥か向こうを指差した。 

「それから、ダンテが今、あの大物と交戦中」 

トリッシュが指差したのは、街の中央部に見える巨大な石像だった。今は片膝を突いたよう 
な姿勢の まま 動いていない。 

「あの石像は何なの？アレが動いてるのは船の上からでも見えたけど……アレも悪魔？」 
レディが問うと、トリッシュは小さく首を振った。 
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r 悪魔というよりは愚かな人間の産物ってところね」 

その返答で、レディは石像の存在が魔剣教団が生み出したものらしいと察する事ができた。 
レディが相手をした錯騎±と同じく、何らかの兵器のようなものだろう。 

「あんなの相手にして大丈夫なの？」 

レディは周囲を見渡しながら告げた。それはダンテの身を案じてのき口葉ではなく、フォルト 
ゥナの街を案じてのものだった。トリッシュもそれを理解したらしく、 

「だからちょっと手伝って欲しいのよ」 

と言う。 

「下手をずれば、あの戦闘の影響でこのあたりまで吹き飛ばされかねないでしょう？住民の 
安全を確保ずるために、ここから森の方に向かおうと思うの」 

「 . まさかそのボディガードをしろって言うんじやないでしょうね？」 

そのき1!葉に、トリッシュは悪戯っぽく微笑む。 

「そういう事」 

レディは溜め息を吐き、それから周囲を振り返った。 

「それはいいけど——」 

周囲には、レディやトリッシュを取り圃むように悪魔達が続々と近付いてきていた。 

「移動する暇なんてあるの？」 


よ 
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レディは銃を抜き、その悪魔達に向けて弾丸を見舞った。悪魔のうちの数体が大きく後方に 
吹き飛んだが、そんなものでは追い付かない程の一群だった。 

「まあ、間に合えば、でいいわ。 ここでもた ぶん大丈夫 だとは思う し」 

つぶや 

そう咳きながら、トリッシュは指先から火花のようなものを散らせた。それが彼女の力の予 
兆である事を、レディは知っている。 

トリッシュは掌を突き出すようにして、そこから稲妻を放った。宙を走った稲妻が、群れな 
す悪魔達を襲う。それが悪魔達の身を焼く様を見ながら、レディはトリッシュの背後に回って 
いた。二人で悪魔と対ずるのなら、そうやって互いの背を守り合う形が最も戦いやすい。 
「これは迎えに来るのとは別枠で勘定する わよ」 

噪りながらも、レディは襲ってくる悪魔達を銃で迎撃する作業を続けていた。 

「そこは貴方の誠意次第じゃないの？」 

トリッシュはそう告げて、銃を取り出した。トリッシュもまた、ダンテと同じように二了の 
拳銃を扱う。トリッシュが引鉄を引くと、射出された弾丸は雷光の尾を引きながら悪魔に向か 

っていった。 

便利な 力 だ、 とレディは 思う。 

ダンテにしてもそうだが、彼らは弾丸に魔力を込めるといった行為を平然と行える。それに 
ってただの雜丸も威力を増し、悪魔達に充分通用する兵器と なる わけだ。 
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人間であるレディにはそんな芸当は到底できない。 

だから様々な火器や道具に頼る必要がある。 

だがそれ もタ ダではないのだ。 

レディは元来、金のために悪魔を狩ってなどいない。悪魔が憎いし、悪魔を滅ぼしたいと思 
っている。その気持ちだけが動機だ。だが悪魔を狩るには金がかかる。様々な銃器を用意しそ 
のメンテナンスを行うにはいくら金があっても足りる事はない。 

金の t 者のょうに陰で言われる事を知りながらも多額の金を要求するのはそのためだ。 

「私の誠意はあんまりァテにしないで欲しいわね……正直な話」 

咳いて、レディはボウガンを取り出した。このボウガンの矢は、銀でできている。悪魔達の 
多くは銀の清純さを嫌う。ただ鉄を錶出した矢ょりも違かに効果的にダメージを与えられるか 
らだ。 

「まあ、計算は後にしとくわ。楽しみにしててね！」 

トリッシュにそう告げて、レディは悪魔の眉間をボウガンの矢で射貫いていた。 

背後で、トリッシュのくずりと笑う声が聞こえた。 


ネロを救う事ができた。 

それだけでダンテの目的はほぼ達せられ たと 言っていい。魔剣スパ I ダを取り驗ず という 目 
的は、ネロが教皇と対すれば自然に遂行される形になるはずだった。 

「じゃあ . 俺がやるべきなのは、あとしばらくこの神サマのお相手をしてやる事ぐらいだ 

な」 

ダンテは大歌劇場の頂上から一直線に地上に飛び降り ると、 軽い身の こなしで 着地し、がだ 
片膝を突いている神の姿を見上げた。 

ネロを 取り込む事にょって完成した神ではあるが、 ネロがなくと も 動く 事は分かって いる。 
今は、一時的に動力を失い内部で混乱が起きて いる だけだろう。 

「次は殴り合いといくか」 

咳き、ダンテは収納していたギルガ メスを 展開させる。ダンテの肉体と一体化したギル ガメ 
スはダンテの四肢を硬質化させた。 

それを待っていたかのょうに、神は ゆっくりと 上体を 起こし 立ち上がる。 

だがどうやら飛行能力は失われているらしい。ネ n の存在を撇撇して供給されていた綱が 
な魔力を失ったせいだろう。 

雄大な所作で足を上げた神は、その足を一気にダンテに向けて落としてくる。 

ダンテはギルガメスの生み出す衝撃を利用して素早く後方に下がると、 そのまま 繫が觀り齡 



191 デビルメイクライ 4 


190 


めて構えた。衝撃鋼に覆われた右腕に、力が蓄積されていく。 

「……ここからは、全力でいかせて もらうぜ！」 

、'ソゆクてん とつき くい はい 

最大限に衝撃の力を充填させたち腕を突き出ずと、腕部に備えられた突起が杭がの機関を排 
狀でる。衝撃を C った拳と杭が、今まさに地面に激突しょうとしている神の足に同時に衝突す 
ると、神の身体が大きく揺らいだ。 

そのままダンテは 再度、今度は左拳を引き付けて構える。 

同時に、その身を悪魔に変貌させた。 

「夢ばかり見てる神サマに、現実ってもんを教えてやる . ！」 

渾身の力で、ダンテは挟るょうに下から、拳を突き上げた。 

神は まだ 大きく体勢を崩し、片足で立っている状態の まま だ。 ミ 
その!：：き上がった片足に、ダンテの左拳が命中すると、拳に込められた衝撃が神の外殻を駆 
け巡るのが分かった。 

その左拳の一撃は、相手の動きを一瞬、ほんの一瞬の間だけ、静止させるためのものだ。 
「嗦ら え！」 、 

次いで、ダンテは左が上の力の込められた右拳を振り上げる。大地を織り、突き上げた拳ご 
と、が身体を上昇させる。竜のように空へと駆け昇りながら、ダンテの拳、そして突き出さ 
れた膝が続けざまに神を打ち抜き、その衝撃は神の足先を粉砕していた。 


不安定な体勢から、さらにダンテの一撃を受けた神は、そのまま後方に仰け反るように身体 
を転倒させた。周囲の建造物が砂糖菓子のように砕け、を撒き散らす。 

着地したダンテは、粉塵を避けるために顔を掌で扇ぎながら、倒れた神を満足そうに見つめ 
た。 

「地べたの味くらいは知った方がいいぜ。世界を救済するってんならな」 

やはりネロを取り込んでいた時に比べれば、神の力は格段に落ちている。神の外殻 もまた、 
強大な魔力によって守られていたのだろう。今なら破壊ずる事も不可能では なさそう だ。 

そんな事を考えながら、神が ゆっくりと 身を起こすのを見つめて いると、 神の胸部の奥から 
ネロの叫びが聞こえた。 

「あんまり揺らすな よ！ 歩きにくいんだ よ！ 」 

確かに、中にいるネロの事など何も考えていなかった。ダンテは苦笑しながら肩を歌める。 
「おいおい！こっちだって大変なんだよ！何せ相手がデ ヵ 過ぎて な！」 

その言葉に、ネロの「それもそうだな」という咳きが聞こえた。 

そのやり取りをよそに、神は拳を振り上げていた。 

腰を落とし両手で手招きをしてやると、神の拳がダンテに向けて 振り下ろされる。 

その拳を寸前のところで回避ず ると 同時に、ダンテはリベリオンを神の拳に突き刺していた。 
神が撫い上げるように拳を振るう。 
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リベリオンを突き刺し、 それにブラ下がったままのダンテは神の 拳と 共に上空へ と 誘われて 
ぃた。 

「こいつは楽でいい」 

とは言え、税にブラ下がり続けているわけにはいかない。ダンテの行動に気付いた神が、 
もぅ片方の手でダンテを握り薇そぅとしているのに気付き、ダンテはブラ下がった状態から身 
体を上方に跳ね上げた。 

拳の上に着地し、それから神の頭部へと飛び移る。 

そのまま神の眉間のあたりにリベリオンを突き立てたダンテは、小さく微笑んだ。 

そろそろ、ネロが教皇の元に辿り着いているかもしれない。 

そんな事を考えながら、ダンテは突き刺したリベリオンを一層深く押し込み、 それから、 
「行ってきな……そして幸運を、巧や」 

と咳いた。 



神の体内はまるで酱宮のような構造になっていた。本来は俺と同じように神の動力にでもさ 
れるはずだったのか、無数の悪魔までもがうろついている。 


その悪魔達を叩き潰しながら、俺は戦いの臟を取り f 觀していった。 

俺が神に取り込まれてから解放されるまで、 I 体 どれく らいの時間が解っていたの か、 おそ 
らくせいぜい数時間というところだろう。だが何年も i っていたみたいに身体が重たかった。 

その上、'ま八いドクィーンもブルー。1ズも、体内に取り込まれた時に総於してしまっている。 
ま調子が巧全でないのに加えて、これまで馬ってきた戦い方は V 贏できない。 

閣魔刀は強力な武器だが、使い慣れている という わけではない。 

そこに些かの不安はあった。 

「信じるしかないけどな……」 

もう何匹目だったかも分からない悪魔を斬り^せて、俺は閣魔刀を見つめた。 

不思議と、それを見つめていると、むが落ち着く。 

この闇魔刀もまた、大層な曰くつきの魔鄉だという事は、教団の連中の 口ぶりからも 理解し 
ていた。そんな魔剣がどうして今、俺の手元にあるのか。考えてみれば不思議なもの だ。 

そして、俺は どうして この魔剣を自分の I 部と感じる のか。 

俺は迷宮のょうな体内を歩きながら、自分が まるで 道に迷っていない事に気付く。 

俺の身体が、進むべき道を勝手に選んでくれているょうな感覚。 

教皇は、魔剣スパ I ダを手に入れたと言っていた。 

そのスパ I ダの魔力が、俺を導いてくれている気がする。 
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「何なん だろう な、 この 感じ……」 

俺は、教皇のき暮术を思い返していた。 

教皇が出会った11の男。その男は、神のが群を名乗ったという。そしてその男夕この地で 
女を孕ませ、俺が生まれた、と。 

そんな男が 実際にいたのかどうかは分からない。どの道、俺の生まれる前の話であるが 上、 
俺には直羹なんて知り得ない。 

けれど俺は一歩一歩、地を齡みしめて歩きながら、今、確かに自分の肉体と魔剣スパーダと 
が引き合っている事を感じている。 

ただの人間だと思っていた俺が。 

俺は再び、手に している 閣魔刀に目を落とした。 で 
閣魔刀は、薇 ii い神の体内で辦しい光を放っている。そしてそれを握るち腕もまた、閣魔刀 
と呼応す るょう に薄い光を湛えていた。 

一力月前、俺の右腕は悪魔のょうな異形に変わった。 

それから俺は ずっと、 その右腕を 款 まわしく思っていた。俺は人間のはずだと信じていた。 
In 穀が！^になつて、そのち腕で悪魔達をブチのめしたつて、ムが晴れるわけじやなかつた。 
むしろ g がちが ¢1 つた。 右腕の力が強大であればある ir 自分に唐突にそんな力が芽生えた 事 
に疑問と恐怖が湧き起こった。 


けれど今、閣魔刀を手にしている俺は思う。 

俺はようやく、自分のあるべき姿に辿り着いただけなんじゃないかと。 

地面を這っていた幼虫夕蛹になり、そして蝶になるように、俺も元来、この姿になるべき 
運命を持って生まれたのかもしれない。 

「一度身体も溶けちまった事だしな……」 

咳いて、俺は苦笑した。 

右腕が灰かに熱を帯び、魔剣スパーダの存在が近い事を知らせていた。 

俺はきつく閣魔刀を握り、目の前の小さな出入り口のような穴をすり抜ける。 

そこに、教皇はいた。 

薄暗い、十数メ I トル四方程の部屋だった。周囲は肉のような質感の壁に覆われ、ところど 
ころに赤い宝石のようなものが埋め込まれている。 

教皇はもう、人の姿をしてはいなかった。巨大な角と翼を持ったその容姿は、天使というよ 
りは悪魔そのものでしかない。 

黙ったまま俺が教皇に近付くと、教皇はゆっくりとち手を掲げる。 

教皇の背後の壁から、せり出すようにキリエの姿が現れ、俺は思わず足を止めていた。 

「 ：：：キリエ」 

意識はあるらしく、キリエは潤んだ目で俺を見つめた。とても怯えた顔をしている。何か噪 
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ろうと I 辰え る 唇を開いたが、 どうやら 声が出ないらしかった。 

教皇はそんなキリエをしばし鱗めた後で、俺に目を向けた。そして、 

「何故だ……？」 

と問うてくる。 

その問いの意味が分からず俺が首を傾げると、教皇はそのまま言葉を続けた。 

「貴様が不信ム者であった事は聞いている。だが、貴様はそれでもこれまで教団に属し仕えて 
きたはずだ。何故に今、教団に刃向かうのだ？おとなしく従っていれば I 」 

教皇は、手にしている禍々しい剣の刃先で、キリエを指し示した。 

「我々とて、 このょうな 真似はせずにすむ」 

その禍々しい剣こそが魔剣スパーダに違いなかった。 

右腕が微かに震えているのを、俺は感じていた。 

それが恐怖からなのか、それともが骄 ii いのょうなものなのか、その判断はできなかったが。 
「ムヵついただけだ。いろんな事に」 

俺は答えた。 

「だけどな、あんたらが齡で悪事を働いてましたってだけなら、俺はここまでムカつきはしな 
かった さ。 そんな連中は世の中に ゴマンと いるからな。俺が どうしても 許せなかったのは、お 
前らがキリエを巻き込んだからだ」 


その言葉に、教皇は小さく笑った。 

「それは何だ……？愛、か…… ？」 ’ 

教皇が再度手を掲げると、キリエの身体が壁の中に吸い込まれていく。キリエを檐に戦うつ 
もりは ないらしい。それは意外な行動だった。教皇としての意地なのか、まともに勝負しても 
俺には負けない という 自信があるからなのか。 

いずれにせよ、俺に とってキリエがこの 場から姿を消してくれたのは幸いだった。 キリエを 
気にしながら戦う必要はない。ただ、教皇を倒す事だけを考えればいい。 

「思えば、貴様を捕らえた事に安堵し、ダンテを野放しにし過ぎたのが失策であったな……奴 
こそ何よりも先に叩いておかねばならなかったわけだ」 

何かを仕掛けてくる事もなく、教皇がそんな事を口走る。 

この期に及んで俺の事なんてまるで眼中にないようなその態度が、ひどく欄に障った。 

「知る かよ！」 

闇魔刀に魔力を集中させ、叫ぶと同時に振り上げると、一陣の剣風が教皇に向かって飛んで 
ぃった。 

「フン……」 

教皇は、動じる様子もなく掌をかざし、そこから魔力を放出する。俺の一撃は、教皇の力に 
よって相殺され、空中で虚しく爆ぜた。 
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俺は爆風に煽られ、思わず目を閉じた。 

再び險を上げると、教皇の姿が消えている。 

だがその気配はまだ室内に残っていた。 

閣魔刀を構えながら周团を見回したが、やはり教皇はどこにもいない。 

舌打ちをすると、壁の向こう側から、 

「新ゃ！」 

という 声が聞こえた。ダンテだった。 

「そろそろこっちは終わらせようと思うんだが . そっちはどうだ？」 

「こっちもすぐに片付ける！」 

教皇の姿を探しながらそう叫ぶと、俺は背後に違和感を感じて振り返った。 

「調子に乗るなよ……小僧！」 、 

獻 をす り抜けて姿を現した教皇が、 スパー ダを振りかざす。 スパー ダの剣先から赤い稲妻の 
ような 魔力がほとばしり、俺を襲った。 

即座に闇魔刀を構え、俺は右腕に力を込めていた。 

そのまま 閣魔刀を稲妻に向けて振り下ろすと、閣魔刀の帯びた魔力が教皇の魔力を逸らせ、 
稲妻が俺の背後の外壁に衝突ずる。大きな地響きが起こった。 

「成る程、闇魔刀は罐かに蒙晴らしき魔剣だ……しかし、この世界において、スパ I ダを超え 
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る魔剣などを在せぬ！それを身をもって教えてやろう！」 

教皇がスパーダを構え、再び床に沈んでいく。 

「隠れんぼの好きな爺ィだな……！」 

偉そうな事を言っておきながら、やってくる事は不意討ちまがいの戦法だ。その事に苛立ち 
を隠せない。 

教皇はこの神の体内を自由に出入りできるのだろう。そうなると、いちいち動き回ったとこ 
ろで意味はない。そう思い、俺は目を閉じた。 

移動する教皇の気配、 そして 教皇の手に している 魔剣スパーダの魔力を感じ取るために神経 
を集中させる。 

問題はない。 

俺が何者かはこの際どうだっていい。重要なのは、俺がスパ I ダを感じられる、それだけだ。 
教皇の気配だけを感じ取るのは容易ではなかったが、そこにスパーダの波動をも加えれば、 
決して不可能ではない。 

俺はただ、信じるだけだ。 

自分の力。自分の、む。自分の魂を。 

やがて頭上に、俺はそれを感じた。 

スパ I ダを手にした教皇。スパーダを突き出し、凄まじい勢いで突進しながら突きを繰り出 
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してくる。 

分かる。 

魔剣スパーダが、それを俺に伝えてくれる。 

「勝負だ……ッ！」 

やや前方、天井から現れた教皇に対し、俺は床を織り付けて前方へと跳んだ。 

ひるがえ 

空中で閣魔刀を引き付けて構え、教皇の繰り出した突きを身を翻して かわす。 

同時に、抜き打ちの1閃でガラ空きの脈を鶏ぎ払った。 

確かな手応えと共に、闇魔刀の刃が教皇を斬り裂いたのが分かる。 

かろぅじて転倒する事なく着地した教皇は、血を吐きながら俺を晩み付けた。 

遅れて着地し、俺もまた教皇に視線を向ける。 

「私は……教皇だ！歴史ある魔剣教団を統べる者だ！貴様のょぅな小僧に！殊、魔剣の 
扱いにおいて負けられるかッ！」 

スパ1ダを構え、教皇が驅け込んでくる。 

そう言えば、聞いた事があった。 

教皇は、かつてクレドと同じように騎±面の長を務めていたと。 

だが今、教皇の振りかざした剣を見ても、俺は何の脅威も感じなかった。 

スパ！ ダから放たれていた夥しい魔力も、ムなしか薄れているように思える。 


「お前なんかより……クレドの方がずっと強かったさ……」 

一度身を低く沈め、俺は教皇とすれ違うように駆け抜けながら、体を回転させ、その勢いで 
先程斬り付けた箇所と同じ部位を斬り私った。 

それは、クレドが得意としていた技だ。 

ガキの頃、何度となくその技でやり込められたのを思い出ず。 

「ぉ、ぉ……ッ！，1 

よろめく教皇を振り返り、俺は閣魔刀の血をおった。 

「今のはクレドの分だ……次は誰がいい？サガンやトニナの分も残ってるからな」 

そう告げた俺を見て、教皇は後ずさった。 

そして魔剣スパーダを見つめる。 

「 I :がだ……そんなはずはない……！魔剣スパーダは無双の魔剣のはず……いかに私がスパ 
1ダの血を引いておらぬとしても、この程度の力しか引き出せぬはずはない……ッ！」 

俺は苦笑した。 

不信ん者の俺に さえ 分かる理屈が、この教皇には理解できないものらしい。 

「……お前、本当に教皇か？偉そうにみんなにお説教しといて、自分じゃ何ひとつ信じてな 
かったわけか？」 

教皇は、愕然とした表情で俺を見つめた。 
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「スパ ー ダは何故、人間を救った？何がスパーダを駆り立てたんだ？そんな事、孤児院育 
ちのガキだって知ってるぜ。スパーダは人間の愛を知ったからだ、ってな。愛を鼻で笑うお前 
に、スパーダが手を貸すはずがないだろうよ」 

そう告げて、俺は闇魔刀を教皇の喉元に突き付ける。 

教皇は舌打ちをして瞬時に床に潜り込むと、俺から距離を開けた場所に再度姿を現した。 
そしてす ぐ 傍に ある 壁からキリエを出現させる。 

「その愛とやらが大事なら、貴様がこれからすべき事も分かっておるのだろうな？」 

教皇がスパーダの切っ先をキリ H の胸元に宛がったのを見て、俺は溜め息を吐いた。 

結局、悪党が考える事なんてその程度の物なのだ。 

むしろ これまでキリエを 利用し ようとし なかった事が不思議な くらいだ。 

「閣魔刀を捨てろ」 

教皇が俺にそう命じる。 

キリエは怯えた表情のままで、俺を見つめていた。 

俺はキリエに向かって微笑むと、口を開いた。 

「すぐ助ける . 信じててくれ」 

キリエが小さく韻いたのを見て、教皇が苛立ったようにスパーダを振り上げた。 

「閣魔 刀を捨てろッ！さもなくば—— 」 
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その教皇に、俺は闇魔刀を放り投げていた。 

力を込めず、パスず るょう に。 

俺の行動に、教皇は戸惑ったょうに宙の闇魔刀を見上げた。キリエからも俺からも視線を離 
して。 

俺は右腕を一気に突き出していた。 

俺のもうひとつの武器。悪魔の腕。 

俺の右腕から発せられた青白い腕ち教皇に向かって伸びていく。 

教皇がスパーダをキリエに向けて振り下ろす暇さえ与えず悪魔の腕は教皇の身体を背後の 
壁に叩き付けていた。 

衝撃で、教皇の身体が怯む。 

俺は即座に上空に跳んでいた。 

教皇との距離を詰めながら、空中に放り投げていた閣魔刀を手に取る。 

自分の作戦がうえくハマった時ってのは嬉しいもんだ。 

特に こんな 外道が相手なら尚更だ。 

俺は微笑み、急降下しながら叫んでいた。 

J a 0 一 5 巧 0 1:! 

「大当たり だ！」 

閣魔刀を振り下ろし、真っ向から教皇の身体を両断すると、教皇は断末魔を上げながら溶け 
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るょう に床に消えていった。それが、悪魔になった人間のなれの果てって奴なんだろう。 
床には魔剣スパーダが空しく転がった。 

俺はそれを拾い上げ背中に担ぐと、キリエの方に目を向ける。 

キリエをが束している壁を閣魔刀で切り開くと、キリエの身体が宙に投げ出された。俺はそ 
れを しっかりと 抱き止める。 

「……遅くなって、ごめん」 

抱きかかえたキリエにそう告げると、キリエは優しく微笑んでくれた。 

f 

「それにしても硬て神サマだ……」 

未だ動き続ける神を見て、ダンテはぼやいた。神の外殻は様々な部位が削り取られ、海の底 
から引き揚げられた古代の彫像を想わせる様相を星していた。 

ネロを救ったが上、もうこの神を破壊したところで構わない。そう考え渾身の一撃を何度か 
加えてはみたのだが、そうやって外殻の一部を削り取る事はできても大規模な破壊を促すには 
至らなかった。 

「がやに先を越されちまうな、こりや . 」 


その曠：^と同時に、神が！！を振り上げたのを見て、ダンテは手にしたリベリオンを眼前に掲 
げた。叩き付けられた拳を巧の腹で受け止めるつもりだった。 

だがその拳はダンテには届かなかった。 

寸前のところで、神は停止したのだ。 

ダンテは小さく嘆息し、空を仰いだ。 

「巧やが終わらせる前に景気良くブチ壊してやりたかったんだがな……」 

ダンテはリベリオンを背負い、頭を搔きながら静止した神の腕を手で払う。 

同時に、神の頭部を突き破ってネロが飛び出してきた。女性を抱きかかえているその様は、 
まるでお伽話の王子を連想させる。 

肩を疎め、ダンテは楓爽と着地したネロの方に足を向けた。 

「……遅かったじゃないか」 

思わずそう告げたのは、自分の思い通りに事が運ばなかった悔しさからであった。ダンテと 
してはむしろもう少しくらい時間がかかったところで構いはしなかったのである。 

ネロは抱えていた女性-確かキリエとネロが呼んでいた-を地に下ろし、それから背負 

っていたスパーダをダンテに手渡してくる。 

「遅刻してごめん、 って 謝ればいいのか？これで も 早めに片付けた つもり なんだ」 

ダンテはスパーダを受け取り、そして一肩を谏めた。 
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「お前の帰りを待ってたって事だよ、巧や」 、 

その言葉に、ネロも肩を疎める。そして急にその表情を一変させ、はにかんだように俯いた。 
「まあ、でも：：：あんたには世話になったからな……」 

キリエはそんなネロを微笑ましそうに見つめている。 

ダンテを見ても驚いた様子はない。おそらく神に取り込まれていながらも、外界の状況はあ 
る程度把握できていたのだろう。或いはネロがダンテに敵意を向けていないからかもしれない。 
とすれば、キリエはネロをムの底から信用しているという事になる。 

「いいお壌ちゃんだ……大切にしな」 、 

そう告げてダンテがネロに背を向けようとすると、ネロの背後の神が身体を震わせながら再 
び動き始めた。 

巨大な腕で傍にいるダンテ達を振り払おうとする神に対し、ダンテは後方に跳躍してそれを 
かわしていた。 ネロもすぐさま キリエを抱きかかえ、同じように攻撃を回避している。 

神は一度顔を伏せ、それから仰け反るように面を上げた。 

その相貌に、ダンテは啞然とする。 

中性的で端整な顔立ちをしていたはずの神は、教皇と思しき老人のような顔に変容していた。 
おそらく 教皇は神と同一化し、己の魔力で神を動かしているのだろう。動力となっていた魔 
剣スパー、ダも ネロ も失われた今、そうでなければ神が動き出すはずもない。 


もはや人としての意識など失っているのか、教皇と同化している神は獣のように吼えた。 

ても神には見えたものではない。偽神とでも呼んだ方がしっくりくるような有様だ。 

「しつこい爺さんだ……やっぱブチ壊さないと獻目か……」 

咳いて神に向けて歩き出そうとするダンテを、ネロの腕が阻んだ。 

足を止めネロを見やると、ネロは真剣な眼差しをダンテに向ける。 

「俺が やる よ…… ここは 俺の街だ。俺が ヵタを 付ける」 

それに、と付け加えて、ネロは子供のように笑った。 

「俺のが臟はさ、 I か 一こう なったんだ……その時は神を呪ったりしたよ。神様がいるならブチ 
殺してやりたいって思ったぐらいだ」 

ネロの 言わん とする 事を理解したダンテは、微笑んで ネロの 背中を押した。 

「了解だ。夢を叶えてきな」 

ネロは右拳を握り締め、それをもう片方の掌に叩き付ける。 

「ああ . 実斤ずる！」 

吨びながら、ネロは空中へと跳んだ。 

その右腕が、凄まじい魔力で満たされていくのをダンテは感じ取った。 

「大したもんだ」 

ダンテは曠ゃいた。ネロが右腕を突き出すと、そこから巨大な青白い腕が飛び出し、偽神の顔 


と 
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面を搁み上げる。 

「パヮーだけなら俺より上かもな、あの巧や……」 

神の顔面に亀裂が入っていく音が、ダンテのいる場所にまで届いてくる。 

「死ね。ッ！」 、 

叫びと共にネロが右腕を硬く握ると、青白い腕もまた同じように、偽神の頭部ごとその拳を 
握り締めた。臟一にもにた激しい衝撃音が響き、偽神の顔面が爆散する。頭部を失った脈体は 
力なくそのまま地に倒れ、大量の砂埃が舞い上がった。 

それを尻目に着地したネロは、小さなガッツポーズを取る。その少し恥ずかしげな仕草に、 
ダンテはネロの若さを感じた。 

「あと一、一一年もすればもうちよっとはしゃげるようになるぜ。恥ずかしげもなく」 

自分に照らし合わせて、戻ってきたネロにそう告げると、ネロは何故か少し嫌そうな顔をし 
てダンテを見つめた。 

「別にはしゃぎたいわけじゃない……」 

ダンテは、 

「そうか、そりや悪かった」 

と答えた。確かに、ネロに自分と同じ血が流れていたとしてもダンテのようになるとは限ら 
ないし、なりたい とも 限らない。双子の兄とですら、性格面では大きな違いがあった。 


「まあしかし、直面目すぎるのも問題だからな。基本的には気楽にやってりゃいい。直面目ず 
ぎてつまんね H 事につまずいて、それで大怪我するなんてよくある話だからな」 

そんな事をネロに告げる気になったのは、ネロの中に兄バージルの面影を見たからかもしれ 
なかった。双子でありながら狭を分かった兄。その真っ直ぐな性格ゆえに力を追い求め、人を 
捨ててしまった兄の事を。 

「言いたい事はそれだけだ。元気でやりな」 

ダンテはネロに背を向けて歩き出した。 

「おぃ！」 

ネロの声がすぐにダンテを呼び止める。 

振り返ると、ネロは闇魔刀を示しながら、 

「これ！ 忘れて る！」 

と言う。 

「やるよ」 

ダンテは迷う事もな くそう 告げていた。 

「やる、って……大事なんだろ？これを取り返しに来たんじゃないのかよ？」 

言いながらも、ネロの表情にはどこか閣魔刀を失いたくないという色が見え隠れしていた。 
「大事なもんを人にやっちゃいけないって決まりはないぜ。お前になら預けてもいい。大事に 
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しろ。可愛い彼女と一緒にな」 

それが上、あまり多くを語る気もなかった。 

ネロの父親が誰なのか、そんな事は重要ではない。ネロにそれを告げたところで証拠など何 
もない。大切なのは、受け継がれるべき魂がネロには宿っている、ただそれだけの事だ。そし 
てその魂を持つ者になら、闇魔刀を預けても何の問題もない。 

再び背を向けたダンテに、またネロが口を開いた。 

「ダンテ！また会えるか？」 

ダンテはそのき口葉に、ただ手で挨搂を送るだけに留めた。 

広場を離れ、トリッシュと合流するために港の方に向かう。 

だが港に辿り着くよりも先に、道中でダンテを待ち構えていたのはレディだった。 
「御苦労様。予定より荒れたみたいだけど、さすがにちゃんと仕事してくれたみたいね」 

依頼主で あるは ずの レディが 何故 ここにいるの か疑問に思い、 ダンテが 首を傾げると、 レデ 
ィは港の方を振り返る。 

「迎えに来てあげたのよ。トリッシュに頼まれて、だけど」 

「 . そいつは どうも」 

ダンテが歩き出ずと、レディもそれに従う。 

「船のチャ^— 夕- —代と、それから船で悪魔と戦闘した夕鞭酬から引いとくからね。危うく船 
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を壊されるとこだったし……」 

相変わらず抜け目ないそのき口葉に、ダンテは溜め息を漏らした。 

しかしどこか日常に戻ってきたという感覚もある。 

「好きにしろよ。今回は金がなくても気分がいいんでな」 

ダンテがそう告げると、レディは不思議そうにダンテを見つめた。 

「何かいい事でもあった？トリッシュは全然説明してくれないのよ。何でここまで大裴装な 
事になってるのか」 

それはそうだろう。そもそもトリッシュがあれこれ持ち出したのが原因なのだ。それをレデ 
ィに知られればまた報酬を引くだのと言い出しかねない。トリッシュもダンテ同様さして金に 
固執しない割には、そういったところにはうるさいのだ。まあ、相手がレディだからという事 
もあるのかもしれない。女同±というのは得てして妙な意地の張り合いを見せたりするものだ。 
「……ちょっと、説明してよ。依頼まには知る権利があると思わない？」 

何も答えぬダンテに、レディがそう迫ってくる。 

「女運がいつも通りになってきたな：：：」 

そう咳くと、レディは不思議そうに首を傾げた。 



ダンテが去った後、ひっそりと静まり返った広場で、俺は立ち尽くしていた。 

何だか、全てが夢だったような気がした。 

あまりにいろいろな事が起こり過ぎて。 

「……これで、終わったの？」 

いるキリエがそう曠^た。その気持ちはよく分かった。俺も同じ事を誰かに問いたいく 
らいだったから。 

「かを.：：：夏^。ね」 

キリ H は足を踏み出し、周囲を振り返った。 

街は、職い有様だった。あちこちの建物が崩壌し、それまでの美しかった面影などまるで残 
してない。 

「街が……ボロボロ……」 

悲しそうにキリエはそう咳いた。キリエにとって、この街もその大きな愛を向ける対象なの 
だ。 フォルト ゥナの人々と同じように。 

「そうだな……」 
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キリエと並び、俺は左腕でキリエの肩を抱く。ほんの少し、キリエが身体を硬直させたのが 
分かった。 

「でも俺達は生きてる……まだ生きてる。だから、この街まで終わったわけじゃない」 

俺は自分の右腕をキリエの目には届かぬように隠していた。冷静になると、まだキリエにそ 
れを見られたくないという思いが勝った。 

俺と正対ずるように姿勢を直したキリ H は、それに気付いたらしく、そっと俺の右腕に触れ 
た。言葉が なくと も、それでキリエの想いが感じられた。俺の全てを受け入れてくれると。 

「キリエ……俺は……俺は、悪魔だと思う。たぶん、少なくとも、人間じゃない。それでも、 
俺と一緒に、いてくれるか？」 

キリエは微笑み、俺の右手を強く握り締めた。 

「ネロはネロでしょう？どんな手をしてても、どんな姿をしていても、貴方は私が知ってい 
るネロ。誰よりも人間らしい人だもの」 

少し禱踐った後、俺は右腕を優しくキリエの腰に回した。 

獻目だ、と思った。 

ずっと、ずっと我慢していた気がする。 

こうする事を。 

キリエを抱き締め、そしてキスする事を。 


俺が ゆっくり キリエに顔を近付けると、キリエは目を閉じた。 

唇と唇が触れそうになる。 

その瞬間、俺はキリエを抱く右腕を背後に向けて伸ばしていた。 

I ホ早く伸びた悪 ig の腕が、俺の背後に迫っていたスケアクロウを涵み、地面に叩き付ける。 
俺は溜め息を吐いてキリエから身体を離し、振り返った。 

地獄門から Is き出してきた残党というところだろう。スケアクロウの一団が、俺達を取り囲 
んでいた。 

「ごめん、キリエ……キスはお預けだ」 

言いながら、少しだけほっとしている自分もいた。あのまま唇を触れ合わせていたら、正直 
自分がどうなっていたか分からない。 

「大丈夫……待ってるから」 

キリエがそう答えてくれる。 

それだけで、気分は最高に良かった。 

「じやあ邪魔者はさつさと始末するか……」 

恥えるスケアクロウ達に向けて、俺は悪魔の佩を突き伸ばして叫んだ。 

「ロックの時間 だ！」 
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苗 AGE 2 。 


フォルト ゥナでの一件から、一力月が経過していた。 

その間、何の仕事もない。 

仕方がないので、ダンテは毎日毎日、コミックを読んで時間を潰していた。 

トリッシュはトリッシュで、ふらりと 出掛けて はまた 戻って くる。いつもの 通りだった。 

一力月前が大仕事だった事もあって、一週間程は退屈な每日も楽しめたのだが、それが一力 
巧続くとさすがに飽き飽きしてくる。そのコミックを読むのも既に四度目だった。 

ダンテがあくびをしていると、ノックもないまま無造作に事務所の扉が開かれた。 

目をやると、白いス I ツに身を包んだレディが、二つの大仰なトランクを手に歩いてくる。 
「報酬、持ってきたわよ。待たせて悪かったわね」 

言いながら、レディはトランクのひとつを重そうに机の上に置いた。 


どうせレディの事 だ、そんな素振りだけ見せておいて トランクの 中にはせいぜい札束 ひとつ 
だろうと 思い、、 ダンテはコミックを 読み続けていた。 

しかし、 

「へえ……」 

と隣にいるトリッシュが声を上げたのを聞き、思わず開かれたトランクに目をやる。 

その中にはギッ シリと 札束が社 i まっていた。 

「貴方にしては珍しい正当な評価ね……」 

トリッシュがトランクに 手を伸ばそうとすると、レディはその手を捆んだ。 
r 悪いけど、計算がまだなの」 、 

そう告げて、レディはもう一方のトランクを机の上に置き、蓋を開いた。そちらのトランク 
には、何も入っていない。 

「まず船のチャーター代ね。それから船頭への支払い。これは経費だから報酬から引くわ」 
レディはトランクの 中の札束を無造作にいくつか取り出し、それを もう 片方の トランクに 移 
動させた。 

「それから船で悪魔と交戦した分。これも予定外の労働だから、差し引く」 

その時点で二つのトランクの札束は同程度の量になっていた。 

「まだあるわ。港でトリッシュの手伝いをした分」 
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レディはさらにいくつかの札束を空だった トランクに 移動させた。 

「……ざっとこんなもんかしらね」 

そぅ告げて、レディはと割方が奪い去られた方のトランクをダンテの方に押しやった。 
それを見て、トリッシュは少し不機嫌そぅに、レディを見据えた。 

「……貴方、誠意って言葉知ってる？」 

レディは小さく I 肩を疎める。 

それからダンテとトリッシュを見比べ、 

「あ」 

と声を上げた。 

「忘れてた。トリッシュがスパーダを持ち出したせいで話が ややこしく なったんだって？」 
ダンテは慌ててコミックに目を落とした。 

視界の端で、トリッシュがダンテを晩んでいるのを感じた。結局トリッシュと合流するまで 
の間で、レディにあれこれ噪ってしまったのだが、その事をトリッシュには告げていなかった 
のだ。トリッシュにしてみればダンテの裏切りと感じる行為だろう。 

「悪いけどそれも弓かせてもらうわ。そのせいでいろいろ私も働かされたわけたし」 

レディは再びダンテの報酬であるはずの札束に手を伸ばし、それをもうひとつのトランクに 
放り込んだ。 


結局、残されたのは札束がたったひとつだけだった。 

レディはぎっしりと札束が詰められた方のトランクを閉じ、それを床に置いた。 

「……何か意見は？」 

ダンテとトリッシュ 双方を見つめながら悪戲っぽく微笑む。 

あらかじめ計算して札束ひとつだけを持ってくればいいものを、わざわざ目の前で配分する 
のだから意地が悪い。報酬を持ってくるまでに妙に時間がかかったのも、金を用意する手間の 
問題だろう。 

しかしレディがそんな下らぬ事に時間を費やしているという事は、レディもまた仕事にあり 
ついていない事を意味していた。フォルトゥナの一件が影響しているのか、ここ最近、悪魔が 
出微したという話がまるで聞こえてこないのだ。 

トリッシュもおそらく それを分かっている。 

それでもトリッシュはレディに 噴みがき、 

「あんまり納得はできないわ」 

と言った。レディのこの行動を退屈凌ぎにずるつもりなのだろう。それはそれで本人の自由 
だと思い、ダンテはそのままコミックを Si み進めていた。 

「貴方も何か言って」 

だが唐突にトリッシュが話を振ってくる。 
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「賞える物は賞えばいいさ。別に金のために悪魔を相手にしてるわけじゃない」 

そう答えたが、トリッシュは不服そうにダンテからコミックを取り上げた。 

「貴方も、何か言って」 

同じ言葉を繰り返され、ダンテは仕方なくレディに目を向けた。 

しかし別段、文句はないのだ。そもそもレディが持ってくる仕事でうまい目を見られた例な 
どない。それに、フォルトゥナでの出来事に関して言えば、金では買えぬ報酬はあったとダン 
テは考えている。 

「そう言えば、こっちから頼んだ仕事はどうなった？」 

ダンテは不意にその事を思い出し、レディに尋ねた。 

「ちゃんと言われた通り送ったわょ。その分は既に報酬から引いてるわ」 ' 

「だったらいい」 

それはフォルトゥナでレディと遭遇した際に頼んでいた事だった。トリッシュにはその事も 
告げていなかった。ダンテ自身、帰りのどさくさですっかり忘れていたのだから無理もない。 
「それ、何の話？」 

案の定、トリッシュが食いがいてくる。 

説明しようとダンテが口を開きかけた時、机の上の電話が鳴り響いた。 

受話器を取ったトリッシュが、「デビルメイクライ」と事務所の名を告げる。 


そして幾分の間があり、トリッシュはダンテを見やった。 

「合言葉ァリの客よ」 

デビル メイク ライは 表向きには便利屋の ような 体裁を取っている。そのせいで、悪魔とは何 
も関係ない仕事が舞い込む事もしばしばだった。そういう一般の客と、悪魔絡みの依頼をして 
くる客とを区別するために、裏の世界に秘かに合言葉を流してある。合言葉ァリの客はつまり、 
それが悪魔に関ずる仕事である事を意味していた。 

客の話に耳を傾けていたトリッシュが、再びダンテに目を向け、 

「すぐ近くみたい。どうす る？」 

そう尋ねてくる。ダンテは迷う事なく立ち上がり、 

「決まってる！」 

と答えた。 

壁に掛けてあるコートを羽織り、リベリオンを手に取る。 

織が状態をチェックしながら出口の方に歩いて行くと、レディがそれを阻んだ。 

「何だよ？報酬についてならこれな上、文句はないぜ？」 

そう告げると、レディは微笑んだ。 

「私も手伝うわ、その仕事」 ’ 

レディがそんな事を言い出すのも齡しい。どうやらこの一力月の退屈は相当なものだったの 
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だろう。 

「好きにしろよ。お前の嫌いなタダ働きでいいならな」 

「実際のところ、趣味みたいなもんだからね、仕事は。お金は二の次」 

そう口にして 、レディは トリッシュの 方に視線を送る。 

「貴方もそうでしょ？」 

その問いに、トリッシュは苦笑して、 

「否定はしないわ」 

と答えた。 

ダンテはエボニ-—とアイボリ^ — を指先で回しながら、織破らんばかりの勢いで扉を縱り開け 
た。外には乾いた風が吹いている。その風夕 とても 心地良かった。 

「ねえ」 

レディはふと思い付いたように口を開くと、事務所に置き去りにしたままの二つのトランク 
の方を振り返った。 ’ 

「どうせなら勝負しない？ 一番多く倒した人間が、あそこのお金を総取りで」 

ダンテがそれに対し返答するよりも早く、ダンテの後ろのトリッシュが、 

「ぃぃゎょ」 

と答えた。ここ最近、刺激に飢えていたせいだろう。ただ悪魔を狩るだけでは物足りなさを 
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感じかねないが、そういう事なら話は別だった。 

「こっちも才^ — グ- —だ」 

笑いながらダンテは歩き出した。 

そして ふと、遠い フォルト ゥナの地にいる ネロの 事を思った。 

この 場に ネロも いればなお面白かろうに、そう考える。 

だがいずれまた会う事になるだろうとダンテは感じていた。 

ネロがダンテと同じようにスパーダの 血を引き、そして悪魔を 狩り 続ける限りは。 

「さて、行くか . ！」 、 、 

曠ゃいて、ダンテは悪魔達を葬るために駆け出した。 



俺は、孤児院の前に捨てられていたらしい。 

だから俺の母親の事、父親の事を知る人間は、俺を含めて誰もいない。 

俺の名を付けたのは、今はもぅピくなった、当時の院長だと聞いた。捨てられていた俺が、 
真っ黒な布に包まれていたからだといぅ。だから黒、だ。まるで猫に名付けるみたいな簡単な 
理由だが、俺は自分の名前は嫌いじゃない。昔の聖人君子の名前を引用されるょりは、ずっと 
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俺らしい気がする。 

父親も母親もいない事を、ガキの頃は素直に受け入れられなかった。何故自分は捨てられた 
のか、その理由ばかり考えていた。だが考えたところでそんな答え、出るはずなんかない。 

昔、他の人間から指摘されたのは、おそらく俺の母親は流れ者の娼婦だったのではないかと 
いう事だった。 

フォルトウナは、住民全員がほとんど顔見知りと言っていいょうな小さな街だ。そこで誰か 
の子供を産めば、いくら人目を避けたところで嫌でも誰かの耳に入るだろう。 

だが俺が拾われた時、フォルトウナにそんな嘻は何ひとつなかったらしい。ただその頃、フ 
ォルトウナには外の街からょく娼婦が出入りしていたそうだ。 

その流れ者の娼婦が、父親の分からぬ子を孕み、途方に暮れた挙げ句にその子供を孤児院に 
捨てた……。 

いかにもありそうな話だし、実際そんなもんだ ろうと 俺も思う。 

その指摘を受けた時、俺はまだガキだったから、俺を娼婦の子と決め付けてにやにや笑うそ 
いつをブン殴ったりもしたが、今となっては別段母親がどんな人間であれ、そして父親がどん 
な人間であれ、構わないと思えるようになった。 

キリエやクレ ド、 そして 彼らの両親がいてくれたからだ。俺に とって 実の家族が上に家族ら 
しかったあの人達に出会えたから、俺は自分の出自に過度に投げやりになる事もなく、生きて 


こられた。 

キリエの両親はたくなり、クレドもまた命を落としてしまったが、キリエだけはどうにか守 
る事ができた。その事に今更ながら安堵している。 

俺の家族。 

何ょり大切な人。 

彼女がいるから、俺はこれからも生きていける。 

人間として。 

身体にどんな血が流れていたとしても、俺を人間と認めてくれる彼女がいてくれれば、俺は 
これが上迷いを抱く事もない。 

そう思える。 

「ネロ」 

新しく借りた自宅兼事務所の掃除をしていると、キッチンに立っているキリエが俺の名を呼 
んだ。 

振り返ると、エプロンを着けたキリエは俺を手招きずる。 

「料理ができた から 運びたいの。手伝って もらえる？」 

その言葉に、俺は小さな溜め息を化いた。 

フォルト ゥナは まだょう やく復興の第一歩を歩み始めたばかりだ。家を失い、歌劇場で寝泊 
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まりして いる者も多い。キリエは朝から そういう 人達のために料理を作っていたのだ。 

正直、少しだけ呆れていた。一体どこまで他者に献身的なのだろうと思う。 

キリエ自身が人にがくされてもいいくらいには、今回悲惨な目に遭っているはずだ。 

けれど彼女はそんな事を望む様子などこれっぽっちも見せず今、フォルトゥナ復興の手助 
けをするために働いている。 

りようかいめがみ 

デ解、女神様」 

巧いて、俺はキッチンに向かった。大きな鍋にできたばかりのスープが満たされていた。そ 
の鍋の取っ手に手を掛けると、キリエの「ありがとう」という言葉が耳に届く。 
「どういたしまして」 

俺は応えた。 

しかし そうは言いつつも、皆の前に顔を出ずのは少し、気が重い。 

一連の事件について、人々に説明したのはキリエだった。嫌われ者の俺より、女神と慕われ 
る彼女の言葉の方が人々を納得させやすいと思ったからだ。 

実際、多くの人々は、キリエの言葉——教団がやろうとしていた悪行や教皇の暴走といった 
諸々の出来事——を信じようとしてくれた。俄かには信じ難いが、キリエはそんな噓を吐くよ 
うな人間ではない、と。 

だがそれでも、がての人間が彼女を信じたわけじゃない。妄信的に教団に付き従っていた一 
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部の教徒は、キリエの言葉に反発し、彼女に唾を吐きかける者すらあった。 

彼らは魔剣教団が正義の集団だと信じて疑わず、教皇達は人々を守るために悪魔と戦って果 
てたのだと思い込んでいた。その聖人である教皇達をおめるキリ H は、悪魔に取り憑かれてい 
るに違いないと罵るのだ。 

その一因には、俺のを在があるのではないかと思ぅ。 

俺はあの日が来、右腕を隠す事をやめた。明らかに人ではない俺の腕を、悪魔と感じる人々 
もいる。それは承知の上で、それでも、俺はそうしたかった。その右腕がスパーダの血縁の証 
だからとか、そんな理由じやない。神として崇められたりしたいわけでもない。 

ただ、悪魔のような俺の腕もまた俺の一部なのだという事を、俺は誇りに思っていたかった 


それをキリエに告げた時、キリエは優しく微笑み、そして、 

「みんなもすぐ分かってくれると思ぅ」 

と賛成してくれた。 

だがそんな腕をした人間がキリエの周りをぅろついていれば、キリエが悪魔に取り憑かれて 
いるなんて思われても仕方ない。 

抱えていた鍋を一度床に置いた俺は、壁に掛けてあるコートに手を伸ばした。それを見たキ 
リエが首を傾げる。 
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「外はいいお天気よ？そんなもの着なくても……」 

俺は言葉を返さず自分の右腕を見つめると、キリ H は何かを察したらしく俺に歩み寄った。 
「獻目。隠さないって決めたんでしょう？」 

俺が撇んでいたコートを奪い取ると、キリエはそれを了寧に折り畳み、机の上に置いた。 
「やっぱり撇がる人間もいるさ……俺が嫌われるのはいい。だけどキリエがそのせいで悪魔の 
手先みたいに思われるのは、嫌なんだ」 

その言葉に、キリエは少し悲しげな笑みを浮かべた。 

「ありがとう……でも、大丈夫。みんなまだ戸惑ってるだけよ。さ、行きましょう？」 
キリエと二人で大きな鍋を抱え歩いていると、巧いを嗅ぎつけたのか、数人の子供達が駆け 
寄ってくる。 

「ネロ！ それ何？」 

譜ねてきたのはアベルだった。アベルは俺が育った同じ孤児院にいる。俺と同じで両親の顔 
も知らない。 

「ス^~プだよ。キリエが作つたんだ」 

わざわざを開けて中を見ようとするアベルの手を、俺は軽く叩いた。 

「叩くな よ！」 

口を尖らせるアベルの頰を、俺は右手で抓ってやった。 


「痛い……痛いって！」 

「行儀悪い事するな。それより先に歌劇場に行って、シェスタにスープ皿の用意するよう伝え 
てくれ」 . 

そう告げて手を放すと、アベルは逃げるように歌劇場の方に走っていく。 

そして途中で振り返り、わざわざ俺に向けて舌を出してからまた駆け出した。 

「生意気だな、 アィッ…… 」 

俺がぼやくと、キリエがおかしそうに笑った。 

「……何だよ」 

「だって、ネロの子供の頃にそっくりなんだもの」 

俺は思わず空を仰いだ。 

「よしてくれよ。俺はもっと素直な子供だった」 

「でも、アベルもいい子よ。ネロの右腕を怖がったりしないし」 

キリエはそう 言って、 また 笑った。 

最近は、キリ H の笑顔が増えてきた気がする。やっと、いろいろな気持ちが落ち着いてきた 
のだろう。 

フォルトゥナの 街が大きく傷付いた事 もそう だが、何より、 クレ ドがじくなった事が キリエ 
を大きく落ち込ませていた。 
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正直なところ、俺もキリエも、 クレ ドの死を目の当たりにはしていない。 

その上、 クレ ドは天使と呼ばれる姿に変化していた。 

そういう 人間は、死体 すら 残らない。泡のょうに消えてしまうだけだ。 

だから信じられないょうな気持ちがどこかにあって、死んでいないんじゃないかと思いたく 
なる気持ちが捨てられなくて、それが一層、辛かった。 

だが もしクレ ドが生きているならば、きっと俺達の前に姿を現ずだろう。 

フォルトゥナの 人々 の 前から姿を消しても、俺達には何か言い残していくはずだ。 

それが分かっているから、俺もキリエも認めざるを得なかったのだ。クレドの死を。 

二週間程前、皆で、 t くなった人々の墓を建てた。 

I 加れ地と化してしまっていた教団本部跡を整理して、そこを今後墓地にする事に決めた。 
建てられた墓は本当に簡素なものだった。いずれ街の復興の目途が立ったら、きちんとした 
墓を建てるつもりだったが、それがいつ頃の事になるかはまだ分からない。けれど決してその 
日は遠くはないだろうと思う。 

街は少しずつだが活気を取り戻し、気落ちしていた人々の顔にも生気が戻ってきた。 
たくさんの辛い事があったが、それでも、フォルトゥナの街が元通りになろうとしている事 
は素直に嬉しい。 

俺は横目でキリ H の顔を見つめた。 
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少し前まで、と言うよりいろいろな事件が起こるまで、俺は正直なところ、フォルトゥナと 
いう街が決して好きではなかった。 

堅苦しい習慣、排他的な気質。俺みたいな人間には息苦しい街だと思っていた。 

それでも俺がこの街に居続け、そしてこの街を守ろうと思えたのは、キリエがいたからだ。 
キリエがこの街を愛している事を知っていたから、俺はこの街を守りたかった。 

けれど、今は違う。 

今は、俺自身がこの街を愛していると胸を張って言える。 

キリエが愛するこの街を、俺も愛していると。 

「……どうしたの？」 

俺の視線に気付いたキリエが、足を止めて首を傾げる。俺は首を横に振った。 

「おい、ネロ ！」 

唐突に背後から名を呼ばれ、振り返ると妙に大裴娑な木箱を抱えたヵルスが俺に向けて手を 
振っていた。 

「用事なら後にして くれよ！ 今料理を運んで る！」 

そう告げたのに、ヵルスは木箱を抱えてひょこひょこと近付いてくる。俺は溜め息を吐いた。 
「お前に荷物が届いてるぞ。忙しいんなら事務所に勝手に運び込んどくが、どうする？」 
言われて、俺は眉を擊めた。 



233 デビルメイクライ 4 


232 


r ……荷物？誰から？」 

ヨ I ねるとカルスは首を傾げて木箱の横に貼り付けられたタグを歌き込んだ。 

「ダンテ……しか書いてないな」 

「ダンテが？」 

思わず俺もそのタグを歌き込んだ。 

確かに、差出人の名はダンテと書かれている。 

「なんでこんなもん送り付けて来たんだろうな……」 

カルスの咳きに、俺は啞然とずるよりなかった。 

「中、見たのかよ . 」 

カルスは狼狙ハしたように身体を震わせ、それから笑い出した。 

「いや……悪いな。てっきり街への支援物資か何かだと思ってな」 

「だったら俺の名前宛てでは来ないだろ……それス何だったんだよ、中身」 

気になって尋ねると、カルスは低く瞻る。 
r それがなあ、何て言うか、看板だ」 
r ……看板？」 

「まあ、看板って言うよりネオンサインって言った方がいいんだろうけどな」 

ダンテが俺にそんなものを寄越してくる巧由が、俺にはよく分からなかった。思案する俺に、 


ヵルスは頼みもしないのに木箱を地に下ろし、蓋を開け始める。 

その箱の中に入っていたのは、確かにネオンサインだった。 

今は点灯していないので何色に光るのかはょく分からないが、堂光灯の筒が英語で文字を描 
いているデザインだ。俺はその文字を読み上げた。 

「Devil May ory . ?」 

その単語で、何となく、その贈物の意図が分かったょうな気がした。 

俺はこのフォルトゥナの街で事務所を開こうとしている。 

教団と共に消滅した教団騎±に代わって、悪魔を退治ずる事務所だ。 

誰かがそれをやらなくてはいけないと思った。 

フォルトゥナにはまだ時折悪魔が現れるからだ。 

そして どうやら ダンテは俺が そう 考える事を見通していたらしい。 
oevil May Cry . 

悪魔も泣き出ず、って意味なのだとしたら、悪魔退治の事務所にはこれが上ない名前だ。 
このネオンサインは気を利かせて送ってくれたんだろう。勝手に名前まで決めて、だが。 
「かなわねてな……」 

俺がぼやくと、ヵルスもキリエも不思議そうな表情を見せる。 

「じゃあ、とりあえず事務所に運んどくからな！」 
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木箱を持って去っていくヵルスを見届け、俺とキリエは歌劇場へと向かった。 

「……あの人に話したの？事務所を開くって」 

キリエの問いに、俺は麗を张めた。キリ H にも、あのネオンが事務所に取り付けるものだと 
いう事は理解できたらしい。 

「まさか。あれから一回も連絡さえ取ってないさ。勝手に送って来たんだよ」 

俺が答えると、キリ H は苦笑する。 

「じゃあ何でもお見通しなのね、あの人には」 

「そうらしい」 

全く、悔しいったらなかった。 

戦って勝てる気がしないのは仕方ないにしても、こういうところでまで人に先んじてくるん 
だから腹立たしい。 

しかしまあ、貝える物はっておこうとも思った。 
oevil say Cry . 

悪くない名だ。本当に。 

そんな事を考えながら、俺はキリエと二人歌劇場までの道のりを歩き続けた。 

空は晴れ渡っていた。 

今日はいい日だ。 


そしてこれからも、こんな曰が続いて欲しい。 

そのために必要なら、俺は喜んで悪魔どもを屠ってやる。 
キリエのために。そして俺の愛ずるこの街のために。 
事務所に戾ったら早速あのネオンを取り付けょぅ。 

そして皆に宣伝しなくてはならない。 

悪魔退治なら 「 Devilsayory 」 へ、って事を。 
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あとがきそして悪魔死すべしリターンズ 

いかがだったでしょうか、『デビル メイクライ 4』 下巻。 

という質問をずると、おそらく何割かの方はこう答えると思います。 

「とりあえず、薄い」 

……大変申し訳ないです。 

というの も、 ゲーム版の 『デビルメイクライ4』のシナリオのキリのいいところで 上巻を終 
わらせた結果、実質 スト ー リ ー の7割ほどを使って しまった わけで、まあ当然と言えば当然の 
結果でず。最初からそれは考えとけよ、って話ですね。実際問題。 

それでも割にゲーム本編に沿った形の上巻に比べ、下巻はオリジナル要素の配分が多くなっ 
ているのでご満足頂ける内容になっているとは思いまず。 

しかし ちょっと 物足りない。という方のために、ぺージも結構使えそうなので、『デビル メ 
イクライ4』 に関する裏話とかそういう事をこの場で書いてしまおうかと。 

慣れない「ですます」調を使ってるのも、『デビルメイクライ4』公式スタッフコラム「悪 
魔死すべし」っぽい熬野|^でいこうじやないかと勝手に思ったからです。コラム担当のマツさ 

心 


んお元気ですか。 

ゲームを未プレイの方にはひょっとずると何の話をしているのかさっぱり分からないかもし 
れませんけれども、まあこのあとがきで興味を持って頂けたら是非ともゲームをプレイして頂 
きたいな、と……。 

というわけで、こんにちは。 

『デビル メイクライ 4』シナリオ担当のビンゴでず。 

ぺージが許す限りあれこれ書いていきましょう。 

まずはネロの技名の秘密から。 

お気付きの方も多いと思いますが、ネロの技名は概ねギャンブル関係の用語から取られてい 
ます。ネロのキャラクター性を考えるとイチかバチか、みたいなギャンブルの イメ I ジが結構 
ピッタリ来たんですね。 

とりあえず例をあげるとこんな感じ。 

ハイロ —ラ—:高額を賭けるギャンブル常習者。 

ス トリ—ク： ギャンブルなどで見られる「運の流れ」。 

ハイロ I ラ I はダンテの ハイタイムに 似た技なので 「ハイ」という 言葉を意図的に用いてま 
す。 ストリ I クは 語感から。「流れ」 っていうイメージも 結構合って るんじ ゃないかと。 

スプリット：「裂く」とか「別れる」 という 意味ですが、ブラックジャックなどで用いられ 
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るル ー ルのひとつでもあります。同じ数の カ ードが2枚手札に来た時に、手札を分けて別々の 
手として勝負できる、っていうやつです。真っ向から剣を叩き付けて相手を「裂く」っていう 
ィメー ジでこういう名前にしてます。 

ダブルダウン：ブラックジャックのルールのひとつ。賭け金を倍にする代わりにあと1枚し 
か力！ドが引けなくなる。 

スプリットの 上位技の名前です。一応、知らない人のために説明しておくと、ゲ I ム中、ネ 
口の 技は「ィクシード」という機構にょってパヮーアップさせる事が可能なのです。で、ほぼ 
がての技は 「 EX 〜」という技名なんですが、スプリットだけ別名になります。 

これは技のモーシヨンがが幅に変わるのでそうしました。剣を叩き付けるんじゃなくて「突 
き挪 J 感じのィメ ージ だったんで、 スプリットという 言葉の「裂く」感がなくなっちゃった 
んですね。 

そこで同じ ブラックジャック ルールからダブルダウンという単語を引っ張って技名にして ま 
す。 

空中から落下する技なんでダウンつちゆう響きでいいんじやないかと……。何がダブルやわ 
ん、と言われるとちよつと困るんでずが、ダウンしながら攻撃して敵もダウンずるからダブル 
ダウンみたいな。こじつけですが。 

ル—レットスピンなんかは もう 見たまんまですね。回転しながら斬るからルーレットです。 


それからシャッフル。 

ご存知 トランプのカ ー ドを 切る動作の事でずが、この技の コマンド がね、「後ろ i 前」って 
いう入力なんですよ。それで ネロ 自身も1回 バック ステップして前進しながら斬る。そういう 
コマンドとか 動きとかが シャッフルの 六乂互に カードを 出し入れする感じに似てないですか。似 
てますよね。反論は認めません。 

ショウダウン、マキシマムぺットもギャンフル用或 i るら 

ショゥダゥンはブラックジャックなどで手札を晒ず時の言葉。切り札を見せてやる、みたい 
なィメ ー ジで。マキシマムベットは文字通り限度額いっぱいの賭け金を賭ける事。こっちはフ 
ルパヮ ー みたい なィメー ジで採用してます。 

テ—ブルホッパーはサィドにシユッと避ける技ですが、カジノなんかであっちのテーブル行 
ったりこっちのテーブル行ったりする忙しない人をテーブルホッパーと呼ぶそうです。 

あと意外なところでちょっとだけギャンブル用！ S おなのもあります。 

それはキャリバ—。 

空中で滑空しながら斬る技です。 

oalibur というのはそれ自体は特に意味のない単語なんです。しかしカリバーと読めば、皆 
さん想像ずるのはアーサー王の伝説でおなじみのエクスカリバーでしょう。 

そして実はギャンブルの聖地ラスベガスに「エクスカリバー」という名のホテルがあるんで 
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す ！あるら しいんです。行った事ないけど。 

……まあ、何がギャンブル用語かって、それだけの話なんですけど。 

ちなみに、だったらなんで「エ クスカリバー」という 技名にしなかったかと言うと、ネロに 
はイ クシー ドがあるからです。 

イクシードでパヮ I アップした 技は前述の通り 「 EX 〜」という 技名に なっち ゃいます。そ 
うなると 「EX エ クスカリバ ー」になって長いし、言い辛い…… 。 

という 事で、通常時の技名を「キヤ リバー」 にして、 イクシード 時は 「 EX キヤ リバ J 」 と 
いう事で落ち着きました。 

つまりキヤリバーはイクシードしてこそ 真骨頂。 

みんなも叫びながら技を出すといいです。 

エツクス•キヤリバ - -超カツコイイ！ 

が上でネロの技名の秘密編、終わり。 

続いてダンテの技名の秘密編。 

デビル4ダンテと¢1えばやはり「ルシフ卫ル」であります。これも反； g は認めません。 

才 I ソドックスなリベ リオン、 パヮータイプの ギルガ メスと いう順当な武器二つに比べ明ら 
かに異彩を放つ武器、それがルシフ卫ル。 
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ルシフ卫ルそのものの名前の由来はでずね、ダンテが装備した時に翼が生えたみたいに見え 
るからです。ルシフ卫ルって俗に6対に枚の翼を持つと言われてる堕天使なんですね。 

で、そういうィヵした名前に決定した後、まだルシフ卫ルの入手デモってのができてなかっ 
たんですよ、確か。そんな折にデモのモーションやボィスを収録していた制作スタッフから連 
絡がありまして、演出としてちょっとエッチな感じにしたい、と。まあつまりこう、ベッドシ 
I ンを彷彿とさせるような単語を織り交ぜていきたいと。 

それがかなり面白かったので、よっしゃよっしゃと採用されたわけです。 

そのデモがどうなったかは、ゲームをやった方はご存知の通り。やった事ない方は、この小 
説では若干略してるところがあるんで、ゲーム本編を購入して見てみて下さい。 

そういう 経緯もあって、「ル シフ ュル ==ちょっとエッチ」 みたいな感じになりまして、じゃ 
あ技名もそっち方向で いこう かな、 という 事になりました。ボクの中で。 

というわけで、解説。 

ピンナップ：壁などに張るいやらしいポスター。 

のっけからコレ。まあ敵に剣を突き刺すわけだから、おかしくないと思います。 

スプラッシュ：おもらし。 

いや、普通の意味もあるんですよ？ 「散らず」みたいな感じの……。でもスラングでスプ 
ラッシュって言われたら「おもらし」なんです。らめぇえ！みたいな感じの。空中で剣をい 
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っぱい撒き散らす技ですしね。おかしくないょね？ね？ 

エクスタシ—:絶頂。 

これはまあ、突き刺した剣を爆発させる技ですし。大•興•奮！みたいな感じで。 

ディシプリン：折槛。 

SM におけるお仕置き的な感じでず。スティック入力方向に剣を再配置するという技でずが、 
敵にしてみたら、「え一、俺？俺がやられちゃうわけ？」みたいな感じなんじゃないかと思 

つて……。 

クライマツクス"最高潮。 

これはまあエ クス タシ ー とかなり似た感じでず。同じょうに剣を爆発させる技です し、 自分 
の周囲に剣を再配置するっていう意味でもなんか クライマックス！ 仮面 ライ ダーとかに影響 
されたわけではないです。 

ボンデージ：拘束。 SM などで着る窮屈なファッション。 

敵の周囲に剣を配置しちゃう技。見たまんまです。キュッ！’って刺さるしね。剣が。 

という 感じなのでダンテでルシフユルを使ってプレイする際は是非ともそういうところを理 
解して遊んで頂きたいと思います。ハアハアしながら。 

ちなみにルシフ卫ルの技名を見たモーション担当の人さんは「もうちょっと格好良い名前に 
ならないの？」と仰いました。 


I なりません」 

とボクは言いました。 

だって「ルシフ卫ル U ちょっとエッチ」だから。 

みんな も エッチなル シフ卫 ルを好きになって下さい。 

ダンテの技名の秘密編、終わり。 

次はネロの名前の秘密編。 

小説では签削の由来なんかにも触れましたが、そういう設定上の理由とは別に制作側の理由 
ってのも存在するわけです。当然ながら。 

ダンテに代わる主人公として どういう 名前が適しているのか。 

結局のと ころ 常に争点はそれでした。 

いろいろ出したんですよ。候補は。 

ボクの中では最初「ロダン」でした。 

「考える人」で有名な彫刻家の人の名前です。 

この方、ダンテの「神曲」に登場する地獄門をモチ1フに作品を作ってるんですね。デビル 
4に地獄門を登場させる事は決定していたし、ダンテとも縁がある人物の名前だから、結構い 
いと思っていたんです。 
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でも よくよく 考えてみると、 3 文字の名 i 抓なのにダンテと 2 文字も被ってるのはどうなの？ 
という事になりました。あとやっぱり日本では「考える人」のィメージが強過ぎて、ちょっと 
知的な ィメー ジを喚起しちゃうんじゃないかと。 

それから山ほど名前の候補は出したんです。 

しかしどれも決定に至らない。 

そのうちボクも 載ば i 帥めて、「もういいや、名前は後回しで」って感じになりました。 

当時まだシナリオが完成し切っていなかったんです。 

だからとりあえずシナリナを完成させよう、と。キャラクターがもう少し固まったら名前も 
ついてくるだろう、と。 

しかし名無しのままではシナリナが書けないんで、仮に名前を付けました。 

それが「ネロ」です。 

何気なく付けた名前だったんでずよ、本当に。 

デビル1に 出て くるネロアンジ卫口という 敵 キャラクタ ー名の一部であり、暴君 ネロから 引 
用した ところもあります。 今回は邪&な宗教を壊滅させる話だったので、それを少し皮肉っぽ 
く、 キリスト教徒を弾圧した暴君 ネロに 喩えてみたわけです。 

この「ネロ (仮)」が、シナリオが完成に近付くにつれて、「あ、なんかコィッはネロだな。 
もうネロが外の何者でもないな」って感じに皆に浸透していきました。 
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それは凄く意外な事でした。正直。 

ボクの中で、なんとなくネーミングのル I ルみたいなものがあって、口にした時に格好良く 
聞こえる 響きっていぅのは「濁立 日」 と「徵立旦、それに小さい 「ツ」 などが入って る 傾向が強 
いんです。 

ダンテ。 

濁音と撥音(ン)が入ってます。 

トリッシュ。 

小さいツが入ってまず。 

レディ。 

濁音が入ってまず。 

、、ハ1ジル。 

濁音が入ってます。 

スパーダ。 

濁音が入ってます。 

で、 ネロ。 

濁音も撥立曰もないし、小さいツもない。言い方は悪いですが、ちょっとヌルッとした感じの 
名前です。口にした時に引っ掛かりがない。 
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でも、「ネロ (仮)」はそのまま「ネロ (決定}」になりました。 

それはボクを會めたスタッフが「これまでと違う何か」をネロに求めていたからかもしれま 
せん。ダンテと似てはいても、異なるキャラクター。だからネロはネロという名前になったん 
じやないかと。 

今腺り懲ると、なんであんなに名前について倦んでいたのかが不思議なんです。 

ネロでいいじやん。ネロがいいじやん。 

と思います。 

まあ、時間が経ったせいや慣れもあるのかもしれませんけどね . 。 

続いてデビル4の他のキャラクターの名前について。 

これはキリスト教の聖歌から取りました。 

そ托ぞれクレド、キリエ、アニュス•ディ、グロリア、サンクトゥスでずね。そういうカテ 
ゴリがあるんです。アニュス•ディだけ、響きと発音の問題でアグナスに変えました。それな 
外はほぼそのまんまでず。 

宗教の問題ってナイーヴなので、海外からクレーム付いたりするんじやないかというのがち 
ょっ と、 心配でしたが、特にそういうのはなかったようです。 

ただ、教皇は最初「ベネディクト」という名前でした。 


どっかで聞いた事あるなあと思ってたら現ローマ法王の名前だったので、これはさすがに変 
えました。悪の教団のボスの名前にローマ法王使ったら怒られると思って。 

あまり 長々と続けられないので秘密の話はこのへんで。 

残りは少しだけあとがきらしい事を。 

口調も急に変えるけど気にせず読んでね。 

ボクがカプコンに入社したのは2002年。小説を書いてデビューしたのと同じ年だった。 
初めて関わったゲームは『デビルメイクライ2』。 

それが半年ほどで終わって、すぐに『デビルメイクライ3』のチームに入った。 

仕事としては、シナリオを書いたり企画をしたりしていたのだけれど、ボクの上司で あると 
ころの伊津野さんは結構早い段階で「コイツあかんな」と思っていたらしい。 

そして『デビルメイクライ3』が終わった後、言われた。 

「お前、企画の仕事やる時とシナリオ作業してる時の仕事のテンションに差があり過ぎるな」 
ボクは元来文筆家志向の人間だったので、テキストを書く作業は楽しかった。 

しかし ゲ ームの 企画を する 作業は とても 辛かったのだ。何故って、 ボクは どんなに世間でつ 
まらないと言われるゲー ムでも 面白い と 思っ てしまぅ から。 

タイトルは伏せるが、会社の人が資料として買った海外のゲームボあった。 
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これがもう、かなり默目なゲ ー ムだった。 

驗が俗も悪いし、ゲーム内容も淡泊だし、難度も理不尽だった。 

だからみんなちょっと触ってすぐにやめた。 

ゲームの映像だけ見られればいいやって感じだった。 

だがボクはそのゲームを嫩がやった。なんならみんなが帰った後、会社に居残り徹夜でぶっ 
続けでやったりした。そしてクリアした。 

会社の人はみんな、「面白い？」と聞いてきたけれど、ボクは迷わずこう答える。 

「いや、意外と面白いっスよ」 

こんな人間だから自分でゲームの企画して駄目を出された時に、 

「いや、面白いですよ、これ」 

と思ってしまう。実際自分は面白く遊べる自信があった。 

でもゲームって自分のために作るものじゃないのだ。他人に面白いと思ってもらわないと意 
味がない。 

ボク にはそういう事を考える能力がが如していた。 

だからそんなボクに伊津野さんは言った。 

「お前次はシナリナとかテキストだけやれ」 

で、『デビル メィクラィ 4』の開発が始まったんである。 


249 あとがき 


最初はテキストだけやってればいいという事実が大層嬉しかった。うひょ一!俺スペシャ 
リスト！ みたいな感じだった。 

しかしゲーム会社においてテキスト作業だけをやる人間の立場ってのは複雑だ。早い話、そ 
ういう人間が必要な時と必要ない時とがはっきりしているのだ。 

シナリオを書いてテキストを書いたらずる事がない。延々次のテキストの仕事待ち。 

昨今、ゲームの開発期間は長い。 

2年が上かかった、なんてのはザラだ。 

例えばその2年で自分が必要な期間を考えると、ボクはどう考えても半分くらいいらない子 
になってしまう事が分かった。 

「会社辞めます」 

とボクは言った。『デビルメィクラィ4』の開発途中、シナリオも完成した冬頃の事だった。 
会社で時間を持て余しながら過ごすょりは、その間小説を書こうと思ったのだ。毎朝起きる 
のも辛いし。しかしデビル4チームも当時人手が足りない状態だったので、ボクは会社を辞め 
たけど仕事の手伝いをする謎の人物になった。無論、お金は賞って、だ。 

テキスト作業とシナリオ調整という名目だった。 

週2回会社に顔を出し、必要な作業をして帰る。 

なんという自由人。 フリ . — ダム。 
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これ楽だわあ、と思った。 

だがそのうち話が変わってきた。 

「人手が足りないから、イベントシーンの振動入れてくれない？」 

ある日急にそう言われた。 

正直、断りたかった。 

「いや、ボクはあくまでテキスト作業のためにここに来ているので。それはちょっとできかね 
ますな！ _ 

と言ってしまいたかった。 

だがこのチームは自分の古巣。スタッフ全員顔見知り。しかも本当に人手が足りてないのも 
凄く分かる。そういう時大変なのは過去に経験している。 

「まあ、いいですけど……」 

そう答えてからボクは「フリーの振動職人」になった。 

会社に行ってイベントシーンの振動入れて会社に行ってイベントシーンの振動入れて。でも 
社員じやないの。 フリー ランスなの。 

会社の外で別のチームの知り合いと会うと、 

「あ、どうも。フリーでイベントシ I ンの振動入れさせてもらってます。森橋でず」 

と挨夥するようになつた。 


またある人には、 

「君は辞めるって聞いたけどいつ辞めるんや？」 

と聞かれる事もあった。 

「もう辞めてるんです」 

「……ならなんで会社来とんの？」 

「イベントシーンの振動入れてるんでずよ」 

その人は、寂しそうに笑って、頑張れ。と言って下さった。 

ひょっとすると会社を辞めたにもかかわらず奴隸のように虐げられているボクを想像したの 
ではあるまいか。と、今になって思う。 

そんな事ないよ。大変アットホームな環境でお仕事させて煩いたんだよ。 

まあ、どれもこれも、今となっては懐かしい思い出話の数々だ。 

何が書きたかったのか自分でもよく分からないけれど、そんないろいろもありつつ『デビル 
メイクライ 4』は完成した という 事だ。 

そしてそんな『デビルメイクライ4』と「デビルメイクライ」シリーズを皆さん、今後とも 
どうぞよろしくお願いします。 

という事であとがきを終わろうと思う 
この本を買って下さった皆さんありがとう。 
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